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「今年は『巨きよ大だいッ娘こ』ものが来ると思う」

　男は拳こぶしを握り締めてそう主張した。

　容姿端麗な青年である。

　美び醜しゆうを単純に問えば、間違いなく前者――端的な言葉で表現すれば『美青年』に属するだろう。眼は切れ長で、鼻筋もすっきりと通って、顔立ちは涼やかの一語に尽きる。女性のように長い髪は艶つややかで癖くせもなく――それこそ女装をしても美人で通りそうな印象だ。

　しかしそれだけではない。

　ただ美しいというだけでは、この青年の容姿を表現しきったことにはならない。

　何ど処こか緩ゆるんでいるのである。何処が？　と問われると答えにくいのだが、部分部分は間違いなく端整でそれらの配置も基本的に間違っていないというのに――何か微妙なズレと不安定さが透けて見えるような印象がある。

　重要な基部の螺ね子じが一本抜けているかのような。

　もっともだからこそこの青年の姿には親しみやすさのようなものが備わっていた。完璧な存在は近付き難い。完全は不完全を寄せ付けない。球体のようなもので――自己完結が過ぎて他者が触れる為の取っ掛かりがないのだ。

　その点この青年にはそうした『隙すき』があちこちにある。

　あるいはそれは彼自身の演出によるものなのかもしれないが――まあそれはともかく。

「いや待て、わかっている、皆まで言うな！　『何な故ぜいきなりそんな』『怪獣みたいにデカい女になんか萌もえねえよ』――と君達は言うかもしれない。だが待って欲しい！」

　ばっ！　と右の掌てのひらを制止するかのように掲げて青年は言った。

「『巨大ッ娘』は実は由緒正しい萌えの血統なのだ。確かに諸々の問題からそれは今まで傍ぼう流りゆうに甘んじてきた。だがそこには萌えの本質が確かに脈々と受け継がれている！　それが今ようやく花開いたと考えることもできるだろう！」

　青年は己の後ろにある黒板を、平手でばん、と叩いて言った。

　何というか、いちいち不必要なくらいに動きアクシヨンが熱い。

「そもそも欧米では巨大ッ娘萌えは『Macrophiliaマクロフイリア』、『ＧＴＳ』という形で広く知られた概念だ！　一九五八年の『妖怪巨大女Attack of the 50 Foot Woman』を筆頭に数々の巨大女モノとも言うべき作品がジャンルを成す程に作られてきた！」

　青年は大きく黒板にチョークで『GianTesS』と書いた。まあ察するに先の『ＧＴＳ』というのはこれの略称なのだろう。巨人の女性形。つまりは女巨人。巨大女。まあ端的な言葉である。

「この概念が日本に入り、美少女文化と融合した時、新たな萌えが生まれた！　それこそが、ああそれこそが！　巨大ッ娘！　称えよ！　巨大ッ娘！　崇めよ！　巨大ッ娘！」

　教壇の上で懊悩するかのように己の頭を抱え、身を反らせてくるくると回る青年。

「清楚可憐な少女が――巨人！　ビルを壊すぞ地響きたてて！　このミスマッチ、落差の要素、素晴らしい！　そもそも日本においての巨大女ものの嚆こう矢しは『ウルト●マン』の第33話「禁じられた言葉」におけるフジ隊員の巨大化と言われているが！　その後も決して主流になりきれないまでも、漫画の『あば●り一家』や『MOR●MO 1/10』、アニメの『マク●ス』シリーズ、小説では『ヴァ●キュリアの機甲』『疑似人間メ●ティア』など、その命脈は受け継がれてきた！」

「……あの。御主人様」

「そも！　フロイト心理学によれば巨人とは母親を象徴するという！　人間が生まれて最初に出会うのは勿もち論ろん、産婦人科医――ではなくて母親だ！　最初に出会う『自分以外の誰か』であり『自分の生死を握る絶対的な庇ひ護ご者しや』、ここに人間は原初的な『神』の概念を抱き、崇すう敬けいと憧しよう憬けいを魂たましいの奥底に刻み込まれる！」

　まあ実際、生まれたばかりの赤ん坊にとって大人は巨人だろう。

「一般的な創作物のみならず神話や伝承にも巨大ッ娘は多々登場する！　これの意味するものは何か!?　そう――実は巨大ッ娘は普遍的な真理、人類共通の萌え要素だったのだよ!!」

「御主人様――」

「その巨大さは母性であり包容力の証あかしだ！　多少の例外はあるが、多くの巨大ッ娘は情に厚く、不器用だがそれ故ゆえに努力家だ！　何と健気な！　これは何を意味するのか!?　そう、疲れた現代人の求める癒し系ヒロインがここに爆誕する！　おおう巨大ッ娘！　僕達は、僕達は巨大ッ娘を待っていた！」

「御主人様」

「ああ――素晴らしい巨大ッ娘！」

「御主人様」

「君の為なら僕は死ね――」




　――轟ごう音おん。




「るぐおっ!?」

　次の瞬間、物凄い破壊音と共に壁がぶち抜かれ、破は城じよう槌ついみたいな何かが青年の上に叩き込まれた。通常の感覚だと土木作業用の重機にしか見えないそれは――しかし破は砕さい孔こうを介して本体を見据えると、巨大なモップだとわかる。

　通常の数十倍にも達するモップ。しかもモップ部分の反対側には槍斧ハルバードらしき凶悪な形状の武器が備わっていたりする。武器なのか掃除用具なのか判断に苦しむ代物だ。

　でもって――

「…………エーネウス」

　瓦が礫れきの下敷きになりながら――でもって、どくどくと猟奇殺人現場みたいな感じに血の海を己の身体の下に作ったりしながら、青年は言った。

「はい。何でしょう御主人様」

「巨大ロボはちょっと巨大ッ娘萌えとは違うと思うんだな」

「左様ですか」

　と応じるのは、破砕孔の向こう側で、その巨大なモップ型凶器を構える――巨大なメイドさんだった。恐らく外に回れば、身長十数メートルの巨大メイドが建物に向かってモップを突っ込んでいる図が見られることだろう。

　否。よく見ればそれは巨大メイドではない。その顔にはいかにも『ロボですよ』と言わんばかりの継ぎ目が入っているし、フリルやらフレアスカートやらも、そう見紛うような形に作られた装甲板だ。

　そう。これは巨大メイドではない。巨大メイドロボだった。

　でもって――

「巨大巨大と御主人様が連呼されますので。とりあえず大きければ良いものかと」

　とその巨大メイドロボの肩の上に乗ってそう言ってくるのは、まるで相似形というか、１／24スケールモデルのように、メイドロボそっくりの、メイドさんだった。というかまあこのメイドさんをモデルにロボットが造られたと考える方が妥当なのだろうが。

「違う。巨大ロボはロボで燃えだが」

　ぬるぬると、ナメクジのように瓦礫の下から原理不明の感じで這いだした青年は、ヤレヤレ――といった感じに肩を竦すくめて見せた。ちなみに頭部からは現在も流血中。

「そちらはむしろ、塊かたまりの美学、ロボの、浪ろ漫まん、メカの、メルヒェンだ。一緒にしてはいけない。というか一緒にするならするで作法というものがあるのだ」

「面倒臭いですね」

　とメイドさんは言った。

　ちなみにこのメイドさん――よく見ると普通のメイドさんではなく、頭部には獣のものそっくりな耳が一対、でもって腰の辺りにはスカートと一緒に、黒い尻尾が揺れていたりする。当然、巨大ロボの方にもそのケモノ耳なりケモノ尻尾なりを模したパーツが付属していた。

　青年の名は佐さ久く間ま榮えい太た郎ろう。

　ケモノ耳メイドさんの名はエーネウス・ザ・バージェスト。

　それぞれ、達人アデプト級魔法使いであり、その使い魔である。共に魔法学園都市アバロンの住人であり……榮太郎に関しては教師職の肩書きも持っている。

「ところで」

　エーネウスが言った。

「御主人様は一体、何を？」

「いやなに。ちょっと予行演習をね」

　と榮太郎は言う。

　彼がささっと何事かを口の中で唱えて片手を振ると、崩れたはずの瓦礫は全て時間を巻き戻すかのように宙を飛んで破砕孔にはまり、数秒後には何事もなかったかのように修復されている。当然――巨大メイドロボの姿もその向こう側に消えたが、こちらはこちらでやはり何事もなかったかのように、教室の扉を開いてエーネウス本人が歩いて入ってきた。

「予行演習ですか」

「ああ」

　とエーネウスと榮太郎が眺めるのは――ごくごく普通の教室風景である。

　黒板があって。教壇があって。教卓があって。生徒用の机と椅子が並んでいて。

　まあ必要十分というか最大公約数的というか、とにかく『学校の教室』と言われれば大抵の人間が思い描くような、ごく平均的な情景がそこにはあった。

　ただしそこに、生徒の姿はない。

　本日――というか今日から数週間はアバロン学園都市高等部普通科は夏休みに入っている。生徒達の大半は一般社会の方に帰省しているはずだった。

「生徒達にきちんと巨大ッ娘の素晴らしさを伝える為には、イメージトレーニングも必要かと思ってな」

「はぁ……」

「正直、誰もツッコんでくれないからちょっと寂しかったが」

「…………」

　ならばやらなければいいのに――と言う常識人は此こ処こにはいない。エーネウスはエーネウスでそういう無駄な努力は放棄して久しい。彼女がしばしば榮太郎の奇行にツッコミを入れているのは、単に発作というか、彼女が我慢できなくなっているだけである。

「――帰省か」

　榮太郎は改めて空っぽの教室を見回して言った。

　達人級魔法使いの口調に、何処か感慨じみた響きが滲にじんでいるように思えたのは、エーネウスの聞き間違いか、それとも――

「さて。何人が帰ってくるか」

「帰って来ない者もいる……と？」

「あるいは全員がな」

　榮太郎は肩を竦めた。

「そうなればこの実験におけるポイントは決定的なまでに失敗に傾き、〈チャンドラー計画〉が発動する」

「『長いお別れ』ですか」

「そうなるな」

「寂しくなります」

「…………かもな」

　榮太郎はそう言って微苦笑を浮かべた。





●　●　●






　しばしば『虚きよ無む』というものを暗黒で表現する者がいる。

　べったりと濃淡すらない闇色の一色を以もつて『非存在』の象徴とする。

　だが……それは誤りだ。

　黒々とした闇の奥には何が潜んでいるかわからない。むしろ闇の帳とばりを取り払ってみれば、その向こうはびっしりと何かの存在で埋め尽くされているという可能性もある。単に『見えない』ということと『存在しない』ことは同義ではない。

「……はぁっ……はぁっ……はぁっ……」

　本物の虚無というものは白い。

　影や闇の存在すら許さない程に。

『在ある』ということについて不明ではなく。

『無い』ということについて明確ということ。

　残酷なまでに明々白々たる――一目瞭然の不在証明。

　本当に『何もない』とはそういうことなのだ。

　それを――周す防おう千せん里りは知っている。

「……はぁっ……はぁっ……はぁっ……」

　全てはただ洗い晒したかのように白く。

　まるで存在そのものを汚よごれ穢けがれとして憎むかの如く。

　それ故に走っても走っても終わりもなく――そもそも始まりもない。始点もなく終点もない以上は距離や時間も意味を失う。比較対照するものがなければ測ることもできない。基準点がなければ推量すらできない。

　周囲は何も変わらない。

　変化すらもが此処にはない。

　だから本当に走っているのかどうかすら怪しくなる。走っているなどという自覚は、単なる錯覚に過ぎなくて――まるで滑車を回すネズミの如く、同じ場所に留まっているだけなのかもしれない。

　達成感などあるはずもない。

　全力疾走の疲労感だけがのしかかる。

　だがそれでも――

「……はぁっ……はぁっ……はぁっ……」

　千里はひたすら駆けていた。

　本当にあるのかすら定かではない地を蹴って。

　本当にあるのかすら定かではない空を掻かいて。

　ただ必死に走り続けていた。

　あるいはそれは――第三者から見ればただ、無意味に四肢を振り回しているだけの無様な姿に見えたかもしれないが。そんなことを気にしている余裕など千里にはあるはずもなかった。

「……はぁっ……はぁっ……はぁっ……」

　どうしてかと問われれば――それはやはり怖いからなのだろう。

　単純に恐ろしかったのだ。

　魂すら削り取られるかのような、根源的な恐怖に彼は突き動かされていたのだ。人間をここまで必死にさせる理由は少ない。幼い子供ならば尚更だ。

　だが……厳密に言えばそれだけではない。

　根元にあるのは本能的な恐怖であるとしても、幼い千里少年の胸の内には他にも様々な感情が渦巻いていた。使命感とか。嫌悪感とか。憤怒とか。愛惜とか。悲哀とか。そういった諸々のものを全て含めた激情が、彼に脚を動かし続けることを命じていたのである。

　走らなければ。

　いや……違う。

　逃げなければ。

　さもないと何もかもが根ね刮こそぎ失われてしまう。

　その確信だけが重く重く幼い少年の上にのしかかっている。

　ちっぽけな保身とはまるで次元の異なる――使命感にすら似たものが囁ささやきかける。

　逃げろ。逃げろ。逃げろ。逃げろ。

　一秒でも早く。一ミリでも遠く。

　さもないと――

「……まって」

　後ろ髪を引かれるとはこのことだろう。

　追いすがる微かすかな声が彼を引き留めようとする。

　逃げるなと。

　留まれと。

　だが――

「おいていかないで……」

「……はぁっ……はっ……はぁっ……」

　駄目だ。

　頼みは聞けない。

　ここにいてはいけない。

　振り返ってはならない。

　何故なら――

「……おにいちゃん…………」

　嗚あ呼あ。それは何故？

　どうして――自分は妹をこんな寂しい場所に置き去りにしようとしているのだろう？

　きっと哀しいことになる。

　きっと寂しいことになる。

　ずっと一緒に育ってきたのに。

　妹が生まれた時――赤ん坊らしからぬ、ぱっちり開いた大きな両眼が、まだ見えていないはずの双そう眸ぼうが、自分に向いているその姿が、すごく可愛くて可愛くて。父や母と一緒に、大事にしようって思ったのに。どんなことがあっても全力で守ろうとすら――幼心に誓ったはずなのに。

　どうして自分は――こんな。

　妹を虚無の中に置き去りにするかのような――

「……まって……おいていかないで…………」

　か細い懇願の声が追いすがってくる。

　でも駄目だ。

　逃げなくては。

　走らなくては。

　追いつかれたら――いや。アレを『外』に出したら。

　何もかもが。

　アレは。

　アレに。

　アレを。

「……おにい……ちゃん……」

「はぁっ……はぁっ……はぁっ……」

　止めどなく涙が流れる。

　わかっている。

　駄目だ。駄目なのだ。

　だからもう……

　……………

　……………

「――さま！」

　追憶の悪夢に亀裂が入る。

　無意味の極みたる白い虚無が砕け散る。

「おにいさま！」

　音が意味を持って組み立てられる。

　その向こう側には――

「御兄様？」

「…………あ。あー」

　千里は――声を出して全身に絡み付く眠気を振り払いながら瞬きをする。

　どうやら眠ってしまっていたようだった。

「…………ウーラ？」

　目の前にあるのは美しい少女の顔だ。

　大きなぱっちりと開いた眼は妹と同じだが……全体的に雰囲気が違う。むしろ正反対と言っても良いだろう。妹が野菊のようなこぢんまりした和風の可愛らしさならば、こちらには極めて南国風エキゾチツクの――まるでハイビスカスのような、逞しくも艶やかな美しさが備わっていた。

　褐色の肌。紫色の瞳。金色の髪。

　その色彩の豊かさは、そのまま取り込んできた血脈の豊かさでもある。

「どうしたのだ御兄様」

　猫を――肉食獣を思わせる大きくも鋭い双眸が千里を見つめている。

　いつも通りその顔は表情というものに乏しいが……それでも彼を本気で気遣ってくれているのは何となくわかる。感情がないのではなく、それを秘することが美徳だと教え込まれたが故の無表情――それは生きつ粋すいの戦士が被る仮面だった。

　周防・ガン・ウーラ。

　周防千里の――『妹』だ。

　敢あえて括弧付きなのは、正確に言えば父・将まさ人との再婚と共に出来た義理の妹だからである。いくら何でも生粋の日本人たる千里にこんな国際色豊かな――というか遺伝学者が見たら頭を抱えそうな容姿の妹なんぞいるはずがない。特に紫の瞳は非常に稀少で劣性遺伝であるはずなのだが。

　まあそれはさておき……

「うなされていたようだが」

「うなされていた？」

　言われてみればそんなような気もする。

　何だかひどく寂しくて哀しい夢を見ていたような――




『……まって……おにいちゃん……』




　寄り集まって何かの形を成しそうになった断片を――千里は、半ば無理矢理忘却の淵ふちに沈めた。詳細に思い返してもろくなことはないとわかっている。どれだけ必死に記憶を探っても真実に至ることはないのに……恐怖や失望といった仄ほの暗ぐらい感情ばかりが、無用の生々しさを伴って蘇よみがえるのだ。

「…………」

　千里は改めて瞬きしながら辺りを見回した。

　縦に並んだ座席が三列。

　細長い空間の一番先頭には、大きな硝子ガラスが嗔はめ込こまれていて――その向こうでは、彼方の景色が近付いてきては左右に分かれて流れ去っていく。千里とその連れ四名分以外はすべて空席で、全体的に寂しい雰囲気が漂っているが――まあそれ以外は、ごくごく平凡な、長距離バスの内観だった。

　ただしそれは見た目だけの話なのだが。

「ああ。そうか」

　足下から低く鈍い駆動音が響いている。

　お馴染みと言えばお馴染みの音なのだが――これは確かわざとこういう音をさせているのだと聞いた。バスが音もなく走ると、さすがに不自然だと思われてしまうからだそうで。排気ガスも出ないハイブリッド車もまっ青のエンジンなのだが、魔法の存在が一般には秘されている関係上、そんな超技術の産物を堂々と一般人の目の前で使う訳にもいかず――色々と偽装が必要であるらしい。

　ちなみにエンジンが本来入っているはずの場所には、人形みたいな小さな人造精霊達がいて『民子さんご飯まだですかいのう？』などと言いつつ分子をより分けながらエネルギーを作り出しているそうだ。この『アルツハイマー・エンジン』の原理については『マクスウェルの悪魔』がどうたらとか『ボルツマン定数』がどうたらとか『エントロピーの増大は、観測を行ったときではなく、むしろ行った観測結果を『忘れる』ときに起こる』とか、かなり訳のわからない説明をバスに乗り込む際に運転手からされたが、当然、千里にはさっぱり意味不明だった。

　そもそも当のバス運転手自体がどうも人間ではないらしく、正面から見れば何の変哲もない制服姿の中年男性なのだが――背後の千里達からは、頭のてっぺんから縦にファスナーが付いているのが見えた。中年男性型の着ぐるみの中に一体誰が、否、何が入っているのかは少々気になった千里だが、それこそ、中からわらわらと小人が出てきても怖いので、殊こと更さらに確かめてはいない。

　まあそれはさておき。

「そうだったな……」

　千里は溜め息をついた。

　頭を振って、未練げにまとわりついている眠気の残ざん滓しを完全に振り落とす。

「俺……寝ちゃってたのか」

　どうも席に座る早々に『落ちて』しまったらしい。

　どうやら今朝方まで色々悩んで起きていたせいで、寝不足だったのだろう。あるいは単に先程のような夢を見るのが嫌で眠れなかったのか。夜を徹してしまった本当の理由は千里にもよくわからなかったが。

「寝ても非日常。醒めても非常識。何の冗談だこれは」

　唸うなるように言う千里。

「御兄様――」

「ところでウーラ」

「何だ御兄様」

「聞きたいことがあるんだがな。幾つか」

「そうか。何なりと聞くが良い御兄様。御兄様の質問には全身全霊を以て答えよう」

　アフリカ産呪術戦士型義妹は大きく頷うなずいて言った。

「何なんだこの体勢は？」

　大きくリクライニングした千里の座席。

　ウーラがいるのはその上だった。

　もっと細かく言えば、座席に半ば横たわるようにして座る千里の上に――まるで獲物に止めを刺そうとするかのように馬乗り状態のウーラがいるのである。

　胸の上に何かが乗っていると息苦しさから悪夢を見るというが、先の嫌な夢もウーラが原因なのかもしれない。ただしこの褐色の肌の義妹が乗っかっているのはそれよりも随分と下の辺りだが。

　具体的には千里の太股の辺りである。

　もうちょっと上だったりすると色々申し開きできなさそうな位置だった。

「何なんだと言われても」

　ウーラは無表情のまま小さく首を傾げた。

「本ほん茶ちや臼うすだが」

「あ？　なんだって？」

「四十八手の一つだ」

　堂々とした口調でウーラはそう告げてきた。

「今風に言えば何と言ったか――そう。騎き乗じよう位いというやつか」

「堂々と答えてんじゃねえ！」

　文字通りウーラの尻に敷かれた状態で千里は身をよじった。

「尋たずねられたから答えたのだが。何を怒っているのだ？　御兄様は理不尽だな」

「理不尽なのはお前の頭だ！」

　千里は喚わめく。

「隙あらば堂々と兄貴を襲う妹とか――そんな無茶苦茶な設定、エロゲでも見ねえよ！」

「御兄様。御兄様は一つ勘違いをしている」

　ウーラは言った。

「確かにそれがしは御兄様に隙あらば子作りをする所存だが」

「すんなっ！」

「今はむしろ御兄様の身を案じてのことなのだ」

「……あ？」

「うなされていたようだからな。服が締め付けているので苦しいのかと思ったのだ」

「…………ほう」

　千里は眼を半眼にして言った。

「するとお前が俺のベルトに手を掛けているのはそれが理由か」

　千里の視線の先ではウーラの手が千里のジーンズのベルトを今まさに外さんとしているところだった。

「勿論だ。我が部族の祖霊に誓っても疚やましいところなど何もない。苦しむ御兄様を見かねての行為なのだ」

「じゃあ既にジッパーが下げられてるのも同じか」

「そちらは多少疚しいな」

「悪びれろよお前は!?」

　手を伸ばして座席のリクライニング・スイッチを押しながら千里は言った。

　ぐぐぐ――と背もたれ部分が起き上がってきて千里とウーラの顔が近付く。

「む――」

　ウーラは頷いた。

「忍び居茶臼の方が御兄様はお好みか」

「大体何を言ってるのか想像がつくからつっこまねえぞ」

　大方先の四十八手とやらの一つなのだろう。

「いいから降りろ。本当に油断も隙もねえよ」

「むう……」

　不満そうに唸るウーラ。

　さすがにこれ以上は千里が本気で怒るとわかったのか彼女は渋々といった様子で隣席に座った。ちなみに千里が窓側でウーラが通路側だ。

　そこに――

「あいや御主人様！」

　前の席から――背もたれ越しにひょいと顔を覗かせて会話に割り込んできたのは、紅い髪と眼の小柄な少女であった。

「リアル義妹の言うことにも一理あるのです」

「――テジャス」

　千里はその赤毛の少女を睨み据えて言った。

「もう本当に何度目になるかわかんねえけどな。御主人様って呼ぶな」

「申し訳ございません御お館やかた様さま！」

　微み塵じんも申し訳なさそうな感じのしない元気一杯の笑顔でそう応じる少女。












「誰が親方だ。普通に名前で呼べっつってんだよ」

「……せ……せん……り……さ……まぁ……はぁはぁ」

「いちいち意味深にどもったり息を荒げたりもすんな！」

「わがままですねえ、千里んは」

「どっかの地図会社みたいな呼び方もすんな」

「可愛いのにー」

　少女の名はテジャス・ファルチェスク。

　髪と瞳の色が人間にはあり得ないくらいの赤だったりするが――それ以外の部分ではごくごく全うに可愛らしい顔立ちの少女である。年齢は人間の尺度に当てはめればおおよそ十代前半といったところか。多分に幼さを残した天てん真しん爛らん漫まんな笑顔は、見る者にも微笑を誘う。まあテジャスの中身をその者が知らない場合に限るが。

　彼女は千里の適合補助者アジヤスタント――常に側に侍はべって魔法学園都市アバロンにおける、学生生活を支援する為の存在。見た目には前述の通り可憐な少女に見えるが、勿論、普通の人間ではない。というか生物ですらない。

　テジャスの正体は一種の付つく喪も神がみであり、ミスリル銀製の糸で織られた魔法の服が自我を持って精霊化した存在である。非常時には少女形態から衣装形態へと瞬間的に変化、千里を守ってくれるありがたい存在………………のはずなのだが。

　色々と性格に問題があって、今一つ手放しでは信用ならないところがある。

　例えば――

「で。何に一理あるって？」

「実に苦しそうでしたので」

　とテジャスは言った。

「御主人様のナニが」

「それは単に生理現象だ！」

　ジッパーを引き上げながら喚く千里。

　まあ若い千里の場合、朝立ち――というか、睡眠から目覚めた当初は性的興奮とか自意識とは関係なく股間がこう、元気！　な状態になっている訳だが。まあ服に押さえつけられて苦しそうに見えないこともない。だからといっていちいちジッパーを下ろしていたら猥褻物陳列罪でしょっ引かれる人間が跡あとを絶たなくなるだろうが。

「大体、お前、ウーラと仲悪いんじゃなかったのかよ」

　そのテジャスがウーラを庇かばうような言動に出るのは珍しい。

「千里様。相手が誰であろうと真実は変わらないのです。時と場合や相手によって変わってしまうものなど信念とは呼べません」

「なんか良いこと言ってるようにも聞こえるけどエロネタ限定だろうお前の信念は」

「ところで千里様」

「会話をしろよお前は！」

「朝立ちっていうと夕立と区別付きにくいので、やっぱりもっと正確に呼称すべきだと思いませんか？」

　改めて千里の股間を指し示しながらテジャスは言った。

　まあそこは前述の通り彼の性的興奮とか自意識とはてんで関係なく、大絶賛起っき中な訳であるが。ジッパーを上げたおかげで余計に目立つ。

「指差すな！　つか――他にどういうんだよ」

「正式名称は夜や間かん陰いん茎けい勃ぼつ起き現げん象しようっていうんですよ」

　得意げにテジャスは言った。

「なんだかこっちの方が素敵だと思いませんか！」

「露骨な単語が入ってりゃなんでもいいんじゃないのか、お前の場合？」

　眉をひそめてテジャスを睨み据える千里。

　そこに――

「いえ……御主人様……」

　テジャスに並ぶようにして、更に前列席から顔を覗かせる少女が一人。

　千里の三人目のアジャスタント――名をミーティア・ファルチェスクという。

　テジャスと同じ姓が付いているが――こちらは魔法の服ではなくその正体は自動人形である。かつてテジャスが精霊化できなかった頃に使っていた『芯』、言わばマネキンに擬似的な魂が宿って出来上がった付喪神の一種である。

「ポイントは……専門用語でございます……」

　ミーティアは何処か潤んだような表情で――というかこの全自動お下劣人形はいつも年中無休二十四時間営業であちこち潤みっぱなしだが――言ってきた。

　テジャスの場合は外見が小柄で幼い為か、そのエロトークにも何処かこざっぱりした爽やかさがあったりするが……ミーティアの場合、気だるそうに緩んだその表情や、服の上からでも隠しようがない程にやたら豊満なその体たい軀くのせいで、ただその場に佇たたずんでいるだけで無意味に淫いん靡びな空気が出来上がってしまう。

　しかも――

「この……いかにも専門用語的な……堅い表現が……中途半端な淫靡さではなく……徹底的に突き放して上から蔑さげすみ見るかのような……実験動物を観察するかのような……この感じが……えもいわれぬ心地良さに繋がるのでございます……」

「黙れ変態！」

　千里は呻うめくように言った。

　このミーティア……頭の中身が無意味で過剰にエロいのはテジャスと同じだが、その方向性が被虐趣味、要するにＭの人系に偏っている。

　お陰で余計なことを言ってきてそれを千里が咎とがめても、むしろ御ご褒ほう美びと受け取って喜ぶので始末に負えない。まあ咎めてもまったく懲りないのはテジャスも同じなのでどっちもどっちというか、千里の手に余っているのは同じだが。

「それはそうと千里様？」

　こく、と小鳥のように首を傾げるテジャスは純真無垢そのものといった感じである。

　元々の顔立ちが可憐なこともあって、物凄く可愛い。

　これで言動が常識の範はん疇ちゆうに収まるのなら、まあ、千里としても多少は萌え萌えしてやれんこともないのかもしれないが。

「夢を見てうなされておいでのようでしたが」

「あー……そうみたいだな」

「一体どんな夢を？」

　アジャスタントは精神の奥底のレベルで契約者と常時繋がっている為、相手の頭の中に夢を送り込んだり、その登場人物になったりもできたりするが――普段は契約者自身の許可がないと、勝手にその中身を覗き込んだりすることはできない。

「それは――」

　千里は言葉に詰まった。




『……まって……おにいちゃん……』




　思い出したくない。

　そもそもきちんと思い出せない。

　だから嫌な気分だけが残る。

　輪郭の定まらない恐怖と後悔ばかりが千里にのしかかる。

　だが――

「大丈夫です千里様」

　励ますように握り拳を作って見せながら言うテジャス。

「大丈夫って――なにがだよ」

「千里様くらいの年齢なら、全然恥ずかしくありません！」

「何が？」

「夢精」

「してねえよ！」

　千里は喚いた。

「つか何勘違いしてんだお前は!?」

「だって寝ながら起っきするくらいにエロい夢を見ていたのでは？」

「これは単なる生理現象だつってるだろ！」

　傍らの車窓を平手で叩きながら千里は喚いた。

「エロい夢とかと関係ねえんだよ！　正式名称知ってるくらいならその辺も知っておけ！」

「とりあえずパンツ換えましょう！」

　だがテジャスはまるで聞いていない。

「だからしてねえっつってんだよ！　まったく！」

「ええ？　千里様、経験ないんですか!?」

　愕然とした表情で言うテジャス。

「誰でも当たり前のようにしてるよーな言い方するな！」

「誰でも最初は未経験者なんです！」

「それはその通りだがお前が言うと別の意味に聞こえるよな」

「一般的にマスターベーションを頻繁にやっちゃったりすると、精子が蓄積されないので、夢精しなくなっちゃうそうですけど――」

　はっとした表情でテジャスは言った。

「ということは千里様、そんな頻繁に!?」

「なんでそうなる!?」

「おみそれしました！　さすがは千里様です！　今度からはマスターベーション・マスター、即ちマスター×マスターとお呼びいたしますね!?」

「変な感心の仕方すんな！」

「すみませんマスター×マスター！」

「変な呼び方もすんな！　そもそも頻繁になんかしてねえよ！」

「ではどのくらいの頻度で!?」

「それは大体――」

　と言いかけて。

　隣席のウーラがじいいいいいとこちらを見ていることに気付いて千里は我に返った。

「誘導尋問するんじゃねえよ！」

「御兄様」

　ウーラは言った。

「いや。マスター×マスターと呼んだ方がいいのか？」

「呼ぶなッ！」

「そこのボロ雑巾娘の言動から察するに、そのマスターなんとかというのは、御兄様の子種に関する話ではないのか？」

　どうやら『マスターベーション』という単語の意味をウーラは知らないらしい。

　千里の何をどう気に入ったのかわからないが、このアフリカ産呪術戦士型義妹は、千里の子を産む気満々で彼の側にいる。なので夜討ち朝駆けといった感じで『子作りするぞ御兄様』とか言う割には、その手の知識に妙な欠落があったりする。

「いや……それは」

　言葉に詰まる千里。

　説明するのも躊躇ためらわれるし、かといって否定して噓うそを教えるのもまた躊躇われてしまう。

　だがそんな千里の態度からおおよそのところは察してしまったらしい――ウーラはいつもの淡々とした口調で言った。

「ひどいではないか」

「なにがひどいんだよ」

「それがしがあれほど、御兄様の子種が欲しいと言っているというのに……そのような無駄遣いをするとは……」

「無駄遣いとか言うな！」

　まあ確かに無駄にはなってしまう訳だが。

「次の機会には是非一言、声を掛けてくれ。それがしならば御兄様の子種を有効利用する自信がある」

「黙れ、頼むから黙れ！」

　身を乗り出すウーラを、掌を突き出して押し返すようにしながら千里は言った。

「つかお前等な……頼むからもうちょい自重しろ。一般社会でそんなエロトークしまくった日には、外歩けなくなる」

　そう。

　千里達は――今、アバロン学園都市を出て、一般社会に戻るところであった。

　要するに帰省中なのである。

　アバロン学園都市は基本的に秘密の存在である為、亜空間だか異次元だか、とにかくそういう特殊な場所にあって、一般社会とは隔絶されている。

　勿論、魔法を使えない普通の人間――具体的には千里達のような普通科生徒は、どう足掻いてもアバロン学園都市から出ることはできない。魔法使いですら位階の低い者は――技能水準の低い者は出入りできないらしい。

　故にアバロン学園都市と一般社会を結ぶ交通手段が必要になる。

　それが――千里達の乗るこのバスだった。

　もっともバスの形をしているものの、これは定期便としてアバロン学園都市と一般社会を行き来している訳ではない。あくまでこれは一般社会に入った際に目立たないようにと偽装されているだけのことで、実際には逐次利用するタクシーやハイヤーに近い感覚だ。今回も普通科生徒それぞれの帰省に合わせて動いているのである。頼めば実家の前に乗り付けることも可能だろう。

「……『様』付けも考えたらまずいよな……」

　そもそも千里自身は、あまり帰省することについて乗り気ではなかった。

　アバロン学園都市側としては『これも実験の一環』とのことで適合補助者三名を引き連れて帰省しろと言ってきた訳だが――どう考えてもこれは揉め事トラブルの元もとだ。

　確かに非常識世界たるアバロン学園都市で生活する分には、アジャスタントの能力や知識は必要になってくるかもしれないが……逆に常識世界たる一般社会においては、アジャスタント達は異物以外の何物でもない。

　単に魔法だの超常能力だのだけの話ではなく……根本的なところで価値観やら何やらにズレがあったりする訳で。ただ会話しているだけでも無意味に目立ちかねない。そして元々秘密を守らねばならぬ立場としては、目立つのはそれだけで何かと不都合が多いのだ。

　実は千里は、アバロン学園都市管理局の要請を断って帰省しないことも考えた。

　だが――実家にはウーラの母がいる。

　周防・ガン・チータ。

　彼女もまたウーラと同じ呪術戦士である。つまりはウーラにできることはチータにもできる可能性が高いということだ。でもって千里とウーラがいつまでも実家に戻らねば、彼女もまたアバロン学園都市まで乗り込んで来ちゃうかもしれない。そうなれば本当にもう色々無茶苦茶になりかねなかった。

　ならば形だけでも帰省してウーラの母を牽けん制せい――というか何というか――しておいた方が良いだろうというのが千里の判断だ。

「とにかく」

　千里はテジャス、ミーティア、そしてウーラを順に見回して言った。

「つかお前等もクフィールを見習え」

　と彼が指差すのは、三列シートの一番端、千里、ウーラときて、通路を挟んだ向こうに座っている少女だった。

　クフィール・アブソリュート。

　千里の一人目のアジャスタントである。

　蒼い髪。蒼い瞳。体型としては基本的に長ちよう身しん痩そう軀く、ただし着ているメイド服の上からでも出る所は出て引っ込む所は引っ込んでいるとはっきりわかるような――つまり非常に大人っぽくてダイナマイッ！　な感じの――大柄な少女である。

　しかも元々が魔獣の化身であるので身体能力は異様に高く、豊満と言ってもその肉体に贅ぜい肉にくの緩みは微塵も見当たらない。人間形態でいてすら、ただそこに座っているだけですら、その姿には大型の狩猟性肉食獣……例えば虎や狼に通じる精悍さが見て取れる。

　ただし……

「……がぅ？」

　その一方で、他者を威圧するような雰囲気がこの少女にはない。

　肉体の性能面から見れば、醸し出されて当然の迫力が、微塵も感じられない。

　今も――いきなり指差されてクフィールは驚いたように眼をぱちくりさせている。

　いつも何処かぼんやりしていることに加えて、引っ込み思案で積極性に欠けるその言動が、彼女のことを妙に幼く見せているのだ。肉体の大人っぽさと性格の子供っぽさが絡み合ってこのクフィールという少女の上に奇妙な落差を生み出していた。

　それを『可愛い』と評する者もいるだろう――と千里は思う。

「あ……あの？　ごしゅ……もとい千里様。私が……なにか……？」

　もごもごと口ごもるように言うクフィール。

　元々口数が少ないことに加えて、ひたすらにやかましいテジャスが側にいるせいで、どうにも彼女はいつも脇に追いやられているような印象がある。だが三人いる千里の適合補助者に順番を付けるとすれば、間違いなく『第一』を冠されるのは彼女だった。

　しかし――

「ああ、いや、その――まあ」

　千里は頰ほおを掻きながら言った。

「テジャス達に、もうちょい、大人しくしてくれと言ってただけだ。お前みたいに」

「あ――はぁ」

　と曖あい昧まいに頷くクフィール。

　どうやらここしばらく、彼女は何か物思いに沈んでいる様子が多いが――今も千里達の会話を聞いていなかったらしい。

「それよりも――クフィ」

「はい」

「お前なんかここしばらく妙に大人しいな」

「え……？　そ……そうですか？」

「たまに上の空って感じの時もあるし。何か悩み事でもあるのか？」

「あ……いえ、あの、それは」

　困惑の表情を浮かべるクフィール。

　馬鹿正直な彼女の性格はよく知っているから――千里にもこうした反応の裏側にあるものがおおよそ推測がついた。悩み事があるのは事実だが、それを千里に伝えて良いのかどうかわからない……といったところか。自分は従僕の身なので自分の事情で主人たる千里の手を煩わずらわせてはいけない。かといって即座に『ない』と否定してしまっては主人に対して噓をついていることになる。この二者択一の答えが出せずに困っているのだろう。

　真面目で。気弱で。義理堅くて。優しくて。ほんのちょっと愚鈍で。

　そんな――魔獣の化身。

　それがクフィール・アブソリュートなのだ。

「だ、大丈夫、です。はい」

　とりあえず『ある』とも『ない』とも言わずにそう答えることで落ち着いたらしい。

「…………そうか」

　千里は溜め息をついて頷く。

　恐らく『御主人様』としての権限を振りかざせば半ば無理矢理にでもクフィールの悩みを聞き出すこともできたのだろうが……普段からそういう『主人と奴隷』みたいな関係を好んでいない千里としては、そういう手段に訴えるのも気が引ける。

「――とにかく」

　クフィールのことは一端棚上げして――今は差し当たって考えねばならないことがある――千里はウーラを含めて他の三人の少女達を見回した。

「一般社会に出たら、できるだけ大人しくしててくれよ。それこそあんまり目立ったら、誤魔化しきれなくなるし、そうなったら、こいつが」

　千里は自分の左手を掲げていった。

　その手首――本来、Ｇ－ＳＨＯＣＫによって隠れている部分に、刺青いれずみのように複雑な文字列とも紋様ともつかぬものが浮かび上がる。

　パーマンズ・ヴォウ。

　即ちアバロンの機密を守る為の仕掛け――といえば聞こえは良いが、要するにアバロンでの利便性を確保する為の住民票、生徒証の役割を果たすと同時に、余計なことを外で喋ると脳天パーにされてしまう『呪い』でもある。

「発動して俺は脳天パーだよ。勘弁してくれよ」

「大丈夫です千里様」

　テジャスは大きく頷いた。

「脳天パーでも起っきできれば行為に至れます！」

「そんな状態で至れても嬉しかねえよ！」

　とシートを叩きながら言う千里。

　その時――

「――お」

　視界の端を何かがかすめた。

　流れ行く風景の中で殊更に存在感を主張する――黒い巨体。

　改めて千里は窓の外に視線を向けた。

「おお……すげえ」

　蒼そう穹きゆうを征ゆく巨大な異形。

　角と翼と鱗を持った幻獣の王――ドラゴン。

　それが千里達の住むアバロン学園都市を守護する四体の竜の内の一体だった。

　まあ元々異次元だか亜空間だかに存在している魔法都市に、改めて守護神が必要かどうかは疑問だが――まるで衛星の如く常にアバロン学園都市の周囲を彼等は飛翔して監視の眼を光らせているという。

「やっぱでけえな」

　と千里は呟つぶやく。

　バスは現在、アバロン学園都市と外部とを繋ぐ空中橋――〈アンビリカル・ブリッジ〉の上を走行中である。千里達の視点で見れば近寄ってきたそのドラゴンはまるでそびえ建つ『壁』のようにすら見える。細かな距離はわからないので、一体、あの竜自体がどれくらいに巨大なのか――正確な数字は千里にもよくわからないのだが。

　千里がこの巨大な竜を見るのは、アバロン学園都市に入る時に次いで二度目である。

　普段、都市内部で生活している分には彼等の姿を眼にすることはまずない。

「…………帰郷、か」

　千里が改めて前方に視線を向けると――そこには光と影が渦を巻いて入り混じる奇妙な空間が広がっている。〈アンビリカル・ブリッジ〉の終点、性状の違う空間と空間とを繋ぐ空間転移門シフト・ポータルである。

　あれを越えればバスは一般社会側の空間に出る。

　つまり千里達は今にも一つの境界線を越えようとしているのだ。

　常識と非常識。

　普通と異端。

　基本的に魔法使いでも何でもない千里にとってそれは、本来属する世界への帰還ということになる訳だが――

「…………」

　千里は重い溜め息を漏らしている自分に気付いた。

　皮肉な話である。

　アバロン学園都市に来た初日――彼は一般社会へ戻ろうとして躍やつ起きになっていた。だからこれは喜ばしいことなのだ。魔法だの神族だの魔族だの精霊だの、非常識極まりない常識が蔓延はびこる異常な世界を出て、ごくごく真っ当な常識の支配する世界へと戻れる。そう考えれば千里としては小躍りしても良いくらいだ。

　だが……どうにも嬉しくない。

　むしろ気が重いのだ。

　これは勿論――アジャスタント達やアフリカ産呪術戦士型義妹などという常識外れの面子を連れ歩かなければならないからということもあるが。

　しかしそれだけではない。

　彼女等の存在とは別に千里の中で重苦しくわだかまるものがある。

（あそこには……）

　千里の生まれ育った実家。

　そこには……妹の『影』のようなものが残っている。

　ウーラのことではない。

　千里と血の繋がった本来の――今はもういない妹。

　妹の使っていた食器とか。妹の使っていた部屋とか。妹の使っていた靴とか。妹の――そういった『かつてそこに妹がいたという痕跡』が至る所に残っている。普段は気にせずとも、何かの折にそれが目に付く。

　娘の持ち物を処分するのは忍びない――そんな父親の気持ちは千里にも理解できる。それを全部棄ててしまったら、まるで妹が二度と帰って来られなくなるのではないかと不安に思う――逆に言えばそれを棄てない限り、妹が帰ってくる可能性が残っているかのように思ってしまう、そんな父の気持ちはわからないではないのだ。

　だが……

（――俺は）

　妹の痕跡を目にする度に千里は思う。

　妹は此処にいないのに自分は此処にいる。

　自分は――自分一人だけが帰ってきてしまった。

（追いすがる妹を置き去りにして……）




『……まって……おにいちゃん…………』




　細かな記憶はない。

　一体どういう事情があって、自分は妹のことを、あの白い虚無に置き去りにせねばならなかったのか……まるでわからない。思い出そうとしても思い出せない。記憶そのものをあの世界に置き去りにしてきたかのように。

　だから輪郭も定まらない罪悪感が、彼を静かに責める。

　捉え所がないから拭い去ることさえできない。

　家の中に残された幾つもの妹の『遺品オモイデ』は……まるでそれを並べ飾ることで父が千里を責めているかのようにも思えてしまう。どうしてお前は妹を見捨てて一人だけおめおめと戻ってきたのかと。

　だから……

「千里様？」

　クフィールが物思いに沈む千里の横顔に気付いたのか、おずおずと声を掛けてくる。

「あの……どうかなさいました……？」

「あ？　いや。大丈夫だ、大丈夫」

　そう答えてから。

（なんだかな）

　それがクフィールの答えと同じだということに気付いて、彼はまた溜め息をついた。





●　●　●






　常識という強固な壁の向こう側に棲すむ者達が居いた。

　科学という安定した技術の発達により、歴史の表舞台から追われた特異技術――魔法。

　その魔法を守り、研けん鑽さんを積んできた者達、即ち魔法使い。

　彼等は基本的に隠れ棲む者だった。

　断絶はせずとも隔絶した者だった。

　そもそも魔法という技術は、個人的な能力差が如実に出る上に、魔法使いと呼べる程の資質を備えた者は圧倒的に少ない。それ故に、その存在自体が差別と混乱を生むのは必至であり――魔女狩りの例をわざわざ引き合いに出すまでもなく、魔法とそれを使う者達が表舞台から姿を消したのは当然のことであったろう。

　だが……




「――本当にそうなのか？」




　そう最初に疑問を持った魔法使いが、誰なのかはわからない。

　だが現代に隠れ住む秘儀継承者達は、ある時……ふと考えたのだ。




「『十分に発達した科学は魔法と区別がつかない』――クラークの言葉はある意味で的を射ていると言えるだろう」

「既に個々人で把握できる領域を越えて科学は広がり、専門外の人間にはまるで意味不明の代物と化している。過度の専門化・先鋭化により、学ぶには個人的な適性が重要視されてくることも含めて考えれば、それはもう、実質的に我等の魔法と差はないのではないか？」




　かつてパーソナル・コンピュータの存在が『パソコンを使える人間と使えない人間を峻しゆん別べつし能力差別社会を作る』と叫ばれた時代がある。だが結果的にはそれは予想されたような事態には陥っていない。緩やかな変へん遷せんにより、人々の生活習慣や意識が変化し適応していったからだ。

　ならば……あるいは今こそ、数世紀に及ぶこの隔絶を解消し、一般人と魔法使い達が共存する世界を目指すことも可能なのではないか――そう考えた魔法使い達がいた。

　勿論、反対はあった。

　数世紀間に醸じよう成せいされた魔法使い達の価値観は、一般人との関わり合いを否定する上に成り立っている。故に多くの魔法使い達が一般人に交まじることに抵抗を覚えるのは当然のことであった。

　だが同時に――魔法使いとは、元より禁きん忌きというものに抵抗の薄い者達でもある。

　故に誰かが言い出したのだ。




「じゃあやってみようよ」……と。




　具体的には、魔法使い達と一般人とが無理なく共存できるかどうか――その実験テストをしてみようということになった。

　そう。実験だ。

　科学と魔法の区別なく、実験の積み重ねは技術の蓄積と発展には欠かせない。少数派故の色々な行き詰まりを抱えていた魔法使い達の中には、一般人を取り込むことで――あるいはそれを想定した実験を行うことで、また別の可能性を探りたいと考える者もいたのだ。

　その結果として、一つの実験都市が造られることとなった。

　アバロン学園都市――通称〈都市バロウ〉。

　実験の為に一般世界から隔離されたこの場で、魔法使い達は営々と実験を開始した。

　混こん沌とん委い員いん会かいと呼ばれる十三名の『特異な存在』を意思決定機関として置き、実際に魔法的能力を持たない人間達を迎え入れて、どの程度の問題が生じるのか――あるいは生じないのかを調査し始めたのである。

　そして――





●　●　●






　大おお場ば由ゆ々ゆ子こは魔法使いである。

　ただし正確を期すれば『半人前の』とか『新米の』とかそういう但し書きがつく。

　魔力は並ならぬものを持ちながらも、それを制御しきる技能に欠ける。

　一般的な例に喩たとえるならば――体力や反射神経には恵まれているが、技術がそれに伴わないスポーツ選手、いやその卵といったところか。

　勿論それでも非魔法使いの一般人から見れば、彼女は充分に超常の技の使い手だ。

　むしろその半端さ加減は、一般人と魔法使いの間を取り持つのに役立つ『資質』ではないかと考えることもできる。だからこそ彼女はアバロン学園都市の教師という肩書きを与えられているのである。

　だが――

「妨害活動……ですか？」

『そうだ』

　由々子の目の前――即ち路肩に停めた彼女の愛車ミニ・クーパーのフロント・グラスには今、一人の少女の姿が映っていた。

　年齢は十歳前後といった感じだろうか。見た目は多分に幼い。長い金髪をポニーテール状に括り、蒼いワンピースを着たその姿は、思わず同性でもぎゅっと抱き締めたくなるくらいに愛らしいが……見た目に騙されてはいけないということを由々子は重々承知している。

　達人級の魔法使いにとって外見などというものは幾らでも変更の利くものに過ぎない。

　幻影を纏まとっている場合もあるし、簡単な変身魔法シエイプチエンジを自分に掛けている魔法使いもいるし、そもそも肉体を錬金術の秘奥を用いて不定型に改造してしまった者もいる。その気になれば若返りどころか男女すらも転換可能だ。

　目の前の強化硝子に映る少女――ミュセがそのどれに属するのかは由々子も知らない。

　だが自分の師匠が紛れもなく優秀な魔法使いであることは間違いない。だからミュセのその見た目もまったくアテにならないと由々子は理解していた。

　事実……ミュセは会う度にその姿が異なる。

　初めて由々子が出会った時は、ミュセは杖をついた皺しわ深い老婆の姿だったからだ。

　それはさておき――

『長期休暇で生徒達が揃そろって里帰りというのは都合が良い』

　とパフェを食べながらミュセは言った。

　どうやら彼女は何処かの喫茶店にいるらしい。恐らくお冷やの入った硝子コップか、その中の氷を水晶球の代わりにしているのだろう。衆人環視の中で堂々と通信系の魔法を使っている時点で彼女が尋常の魔法使いでないことは明らかだった。それ程にさりげなく魔法を使うか、さもなくば周りの者達に何らかの精神操作系の魔法を掛けているということだからである。まあ単に手品師の類たぐいか、さもなくばコップに話し掛ける変な人、くらいに思われているだけかもしれないが。

　同じく――由々子はフロント・グラスを水晶球の代わりとして、魔法通信の映像を映し出している。ついでに言えば音声に関してはカーステレオを代用している。

　勿論、完全に虚こ空くうに立体映像を映し出して、会話することも可能は可能だが――既にある物理的な機構や実体を流用した方が、使う魔法の術式も単純なもので済む。特に半人前の由々子としては、こうした機械と魔法の折衷様式を使うこともしばしばだった。

『こちらとしても無意味に殺せつ生しようをしなくて済む』

「はあ……それはありがたいのですけど」

　首を傾げる由々子。

「具体的にはどのような？」

『生徒達が帰って来ないようにすれば良い』

「…………え？」

　目をぱちくりと瞬またたかせる由々子。

「それって……」

『例えば出て行った生徒達が、アバロン学園都市に帰るのを拒否すれば良い訳だ。そうすればアバロン学園都市の融和実験は失敗だった、という結論になる』

「そ……それはそうですけど」

　アバロン学園都市の存在理由は『一般人と魔法使いが融和して暮らせるか否かの実験』である。個人としての能力では、大抵の場合に圧倒的優位に立つ魔法使い達は、それ故にかつて普通の人々の恐怖と嫌悪の情を浴び、圧倒的多数という集団の圧力によって陽の当たる世界から追われた。

　故にこそ、魔法使い達は一般人との融和について慎重にならざるを得ないし、一般人が無意味に魔法使いを恐れないよう、その能力の間を埋める為のものとして適合補助者達を用意したのだ。

　これで普通科生徒達がアバロン学園都市に適合して問題なく暮らせれば、融和実験は成功ということになる。逆に普通科の生徒達の学園生活が何らかの理由で破は綻たんすれば、これは失敗とみなされる。勿論一人や二人の適合不全で失敗と判断されることもなかろうが――全員揃ってとなれば、これは間違いなく失敗だ。

　しかし……

「そんなに上う手まくいくでしょうか？」

『戯たわけ。上手くいかせるのがお前の仕事だと言っておる』

　硝子面に映った少女は顔をしかめて言った。

『勿論こちらでも手は打つがな。万全を期すならば個別の生徒に妨害工作をする手段を残しておいた方が良い、という話だ』

「な、なるほど……」

『生徒の実家だの何だのの情報は手元にあるのだろう？』

「ええ。それはもう」

　と頷いて由々子は手にしたスマート・フォンを示して見せた。

　生徒達の実家だの何だのの情報は全てこの中に複製済みだ。

　ちなみに由々子のスマート・フォンは、モノそのものは普通に一般社会で使われている代物だが、インストールしてあるソフトは色々と魔法関連の技術で作られている。コンピュータ関連の技術は実は魔法との親和性が高く……昨今は色々と魔法使い達も節操なくこの手の小道具ガジエツトを使っていたりする。

　それはさておき。

『細かい方法は任せる。極端に言えば、生徒を『交通事故』に遭わせても良い』

「そ、それじゃ結局殺しちゃうことになるじゃないですか！」

『だから極端に言えばと言っておるだろう』

　怯えた様子の弟子に対して呆れの表情を示しながらミュセは言った。

『別に「こっちに恋人が出来たからあっちには帰りたくない」とかそーゆーのでも構わんし「アバロン学園に戻れば悪いことが起きる」と脅おどすのでもいい。方法は任せるとはそういう意味だ。とにかく、生徒達がアバロンに帰って来なければ、それでこっちの思惑通りということになる』

「……うーん」

　と由々子は首を傾げる。

　確かに師匠の言うことはわかるが――問題は生徒達の側にはアジャスタントがついていて、なおかつ彼等の手にはパーマンズ・ヴォウが刻印されているということである。

　アジャスタントは言うに及ばず、パーマンズ・ヴォウも消極的には生徒達のアバロン離れを阻そ害がいする方向に働く。何しろこんな呪いを付けて生活していると、落ち着かないだろう。迂う闊かつにアバロンの話をした途端に自分が脳天パーになるとわかっていて、帰郷を思いっきり楽しめる者がどれだけいるか……

　ましてや元々アバロンの普通科に選ばれた生徒達は、『ここではない何処か』を望んだ者達ばかりだ。別の言い方をすれば実家、故郷、そういった場所に拒否感を持っていた者達ということである。そういう者であればアバロンのような特異環境にも慣れやすいという判断だった訳だが――そうなると、彼等は帰郷しても、すぐにアバロンに戻ってこようとするのではないだろうか。

　勿論、かつてアバロン学園都市を去って一般社会に戻った実例――星ほし塚づか暁あけ美みのような、単に、自分の感情や境遇について勘違いをしただけの者もいるのだろう。そうした者ならば、ちょっとした揺さぶりでアバロン学園と縁を切りたがるようになるかもしれない。実際――追跡調査では、彼女は普通に問題なく一般社会で学生生活を送っているようだ。

　だがそれが果たして多数派なのか少数派なのかは、わからない。

『わかったか？』

「はい。了解しました」

　いずれにせよ、師匠からの命令に由々子は逆らう術すべを持たない。

　ましてや……アバロン学園都市の実験が失敗することは、由々子の望みでもある。

　何をやっても失敗ばかり、他に取り柄のない彼女が、ようやく自分の内に見つけることのできた輝ける宝石――魔法の才能。だが適合補助者を用いた融和政策は、そんな彼女を再び『凡人』の中に埋没させかねない。

「では――行って参ります」

『うむ。定期連絡は忘れぬようにな』

「はい」

　頷くと由々子はキーを捻ひねってミニ・クーパーのエンジンを掛ける。

　ぶるんと車体が震えると同時に、フロントグラスの少女の幻影は消えた。まるで最初からそんなもの映っていなかったとでも言うかのように――綺麗さっぱりと。

「妨害活動……妨害活動ねえ……」

　今一つ気が乗らない様子で呟きながら、由々子はクラッチを繋いで――

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　間違えてセカンドにいきなり繋いでしまった由々子のせいで、ミニ・クーパーは猛然と飛び出し、ハンドルを切る間もブレーキを踏む間もないままに、アバロン学園都市の運河に落っこちていた。

　……まあ、いつものことだが。
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　走り去っていくバスの姿を見送ること――数秒余り。

　千里がふと辺りを見回してから視線を戻すと、その姿は煙のように消え失せていた。

「あー……」

　千里達が降りたのは、彼の実家から程近い私鉄の駅前だった。

　都会という程に賑やかでもなく。田舎という程に寂れてもおらず。近くには小さいながらも商店街があって、買い物にせよ娯楽にせよ大抵は駅の周辺で間に合うようになっている。

　都心から少し離れた土地柄のせいか、単に平日の昼間だからか、駅前の人通りはあまりない感じだ。駅前のロータリーに停まっているのも客待ちのタクシーが一台だけ。

　だが……

「そうだった。まずい。俺も色々毒されてるな」

　肩を落として千里はそう呟いた。

　確かに人通りは少なめだが……それでもメイド服姿の少女やら、鎖付きゴスロリ姿の少女やら、槍と盾持った少女やらが目立たないはずもない。数少ない通行人達がすれ違いざまに送ってくる視線が痛いのなんの。

「いっそ何処かのイベント会場とか……秋葉原辺りで降ろしてもらった方が良かったんじゃねえのか……？」

　と思ったりする千里だが後悔先に立たずである。

　まあ何処で降りようと、結局は家まで帰る訳だからこの駅は通らねばならない訳だが。むしろ電車の中をこの面めん子つを引き連れて移動している方が注目されまくるだろう。結局はアバロン学園都市内で着替えを済ませてこなかった千里達の落ち度である。

「……普通に見える格好がミーティアだけってのも、考えてみればとんでもねえな」

　千里は同行の少女達を振り返って言った。

　なんだかんだでミーティアの格好はそれなりに際どいが、しかし、ゴスロリでもメイド服でも呪術戦士装束でもない――つまりは変な方向に特化していないので、案外、普通に街の風景に馴染んでいるのだ。

　だが――

「……御主人様…………」

　ミーティアは何故か激しいショックを受けたようだった。

「ひどい……っ！」

「なにがひどいんだよ。俺はただお前が一番普通に見えるって」

「……そんな……そんな屈辱……あああああ」

　顔を両手で覆ってミーティアは身をよじる。

　何やら通行人の視線が一瞬にして冷たく突き刺さるようになった気がする。まあ駅前で泣き崩れる女を連れている少年――となると目立たないはずがない。それも悪い意味で。

「…………テジャス」

　うんざりした表情で千里は言った。

「はい？」

「こいつは一体何を言ってるんだ？」

「普通って言われたのが嫌なんじゃないですか？」

「…………」

　千里はよよと泣き崩れるミーティアをしばらく眺めていたが――

「ミーティア」

「…………はい」

「所詮、お前もそこまでか」

　精一杯悪ぶった声と表情を取り繕って千里は言った。

　とりあえずこの場を何とかしないと無意味に注目を集めてしまう。

「――え？」

　ぱちくりと眼を瞬かせるミーティア。

　こうしてみると妙に幼い感じで、この変態Ｍ系人形も妙に可愛らしく見えたりする訳だが、千里は余計な感想を押し殺して演技を続けた。

「この俺の奥深いプレイの神しん髄ずいも理解できぬとは……所詮、お前は偽りの雌めす犬いぬ」

「…………」

　ミーティアは目を見開いて硬直する。

　そんな彼女に――内心は頭を掻きむしりたい気持ちだったが――千里は冷え冷えとした視線を浴びせて言った。

「お前は異常な格好をしただけで異常だと言われて喜ぶような底の浅い奴なんだな」

「え……あの……」

「いいか。本物の異常というものはな。日常の中に潜んでいるものだ。普通の格好をした奴が、包丁片手に道端に佇んでいるのと、コスプレした奴が道端に佇んでいるのと、どっちに狂気を感じる？」

「あ…………」

　何か得心の表情がミーティアの顔をかすめた。

「一旦は普通の人間だと周りに思わせておいて。その後、細々とした仕草や、言動、そこから滲み出る異常性によって、周りの者達の好意的な評価が否定的なそれに変わる瞬間の落差！　プラスからマイナスへの変換！　そこにこそ、本当の雌犬の喜びが――真実の堕だ落らくとそこに伴う負の快楽があると、お前にはわからない訳だな」

「…………御主人様……」

　涙に濡れながら身を震わせるミーティア。

「わ……私が……私が浅はかでしたっ…………!!」

　がばりと千里の下半身にしがみつくミーティア。

　これはこれで目立ちまくりだが――喚きたいのと蹴り離したいのをぐっと堪こらえて、千里は言った。

「この浅はかな雌犬め。お前には罰ばつを与えないといけないな」

「罰……！」

　目を輝かせて千里を見上げるミーティア。

「いいか。俺が良いと言うまでお前はマゾとして振る舞うことを許さない」

「……え？」

　一瞬、意味がわからない、といった表情で固まるミーティア。

　だが――

「……そ……そんな…………！」

　数秒後には、身を震わせつつ、しかし、どういう仕掛けか、ミーティアの表情には何処か嬉しそうな色が乗っていたりする。

「それが罰だ。できるか？」

「……ご……御主人様の御命令とあれば……！」

　と言いつつも、明らかに喜んでいるミーティア。

「よし。では立て。立って普通に振る舞え。勿論、俺を『御主人様』と呼ぶことも許さん。お前にとって屈辱の極みである普通人の格好と言動をするのだ！」

「はいっ!!」

　ぴょこんと立ち上がるミーティア。

　その様子を見て――

「御主人様、随分手慣れてきましたね」

「御主人様って言うな。つーか誰が好きこのんで手慣れるかっ！」

　ぼそぼそと囁いてくるテジャスに唸るように言う千里。

　とはいえ何となくミーティアの扱い方については見当がついてきたのは事実である。まあ要するに何でも強引に『プレイ』と言い切ってしまえば後はミーティアの方で勝手に色々変換して悦んでくれるのである。

「それはそうとして」

　千里は他の少女達を見回す。

「なんでお前等はその格好なんだよ」

「がぅ？」

「むむ？」

　首を傾げるクフィールとウーラ。

　対してテジャスは大きく頷いて言った。

「そうですよ。少しはＴＰＯというものを考えて下さい二人共」

「お前が言うな！」

　ゴスロリ服＋首輪と鎖なんぞ、非日常性という意味ではメイド服と大差ない。

「テジャスはともかく、二人共、帰省用の普段着買ったろうがよ」

「あ……そ、そうでした」

　とクフィールは恐縮した様子で身を縮める。

　ついつい着慣れているメイド服で来てしまったということらしい。まあ既に見慣れてしまっていたことに加え、今まで帰ってからのことばかり考えていたせいで、バスの中にいる内に指摘しなかった千里の方も悪いのだが。

　クフィールは千里と顔を合わせるのを恐れるかのように眼を伏せて、ぼそぼそと付け加えた。

「でもその……なんだか……袖を通すのが勿もつ体たいないような気がして……」

「別にそんな高価な服でもないだろが」

「……でも」

　もじもじと自分の足下を見ながら――クフィールは益々声を細らせて言った。

「……千里様が……」

「俺が？　どうした」

「……私の為にって……買って下さったものなので……」

「…………」

「…………」

　千里はとりあえず午後の晴れ上がった空を見つめてから――深呼吸。

　吸って。吐いて。吸って。吐いて。吸って。吐いて。

　でもって……

「――てぇいッ！」




　ごがん！




　――とばかりに千里は手近にあった自動販売機に頭突きをかました。

「がぅっ!?」

　びくりと身を震わせるクフィール。

　さすがに他の少女達も何事かと眼を丸くして千里を見つめている。

「千里様!?　あ――あの」

「なんでもねえよ」

　おずおずと尋ねてくるクフィールに対し唸るように答える千里。

「自動販売機に何か恨みが……？」

「んな訳あるかッ！」

　喚いてから千里は溜め息をついた。

「ああくそ、不覚だ不覚」

「がぅ……？」

　クフィールは訳がわからないといった様子で首を傾げているが、千里としてはいちいち理由を説明してやるつもりはなかった。というかとてもそんな恥ずかしい真似などできない――特に原因そのものたる本人に対しては。

（不意打ちで可愛いからな……こいつ）

　クフィールは完全に天然というか、その言動には下心や計算の類がない。

　だからこそ千里としても、つい無防備な状態で、彼女のそういう、今時あり得ないくらいに健気で可愛らしいところを見てしまう訳で。

「――御兄様」

　ウーラは不思議そうに首を傾げて言ってきた。

「御兄様の買ってくれたあれはてっきり勝負服というものかと思っていたのだが……」

「家に帰るだけだってのに誰と何を勝負するつもりだお前は。普通に帰省するのに目立たないように買ったんだっつーの！」

「むう……」

「ああくそ。先が思い遣られるが……とりあえずこんな所で突っ立っててもしょうがない。何処かに入って打ち合わせを――」

「御主人様御主人様」

「御主人様って言うなっつってんだろが」

　と言いつつ、服の袖を引っ張ってくるテジャスを振り返る千里。

「なんだよ？」

「着替えるのでしたらあそこが！」

　とテジャスが指差すのは――商店街の並びから少し離れたところにある、ビルだった。

　いや。それは単なるビルではなく……

「人目もはばかれて絶好のロケーションです！」

「ああ、なるほど確かに――」

　と言いかけて。

「……ってラブホじゃねえか！」

　テジャスが指差しているのは、言うまでもなく、ファッションホテル――まあもっと俗っぽく言えばラブホテル、通称『ラブホ』である。外面的にはごくごく普通のビルだが、看板が『ホテル　おひるねニャンコ』となっているので一発でわかる。これで普通のビジネスホテルだったら、経営者の正気を疑わねばなるまい。

　ついでに言うと、その手のホテル特有の、『車でそのまま入ってね』と言わんばかりの一階部分からしても間違いあるまい。

「千里様」

　ラブホテルを指していたその人差し指をちちち、と振ってテジャスは言った。

「そこは婉えん曲きよくにブティックホテルと」

「言い換えても中身は同じだろうが！」

「それがわびさびというものです」

「日本文化に謝れ！　主に千せんの利り休きゆう辺りに！」

　千里はテジャスの頭を上から鷲わし摑づかみにして言った。

　もっとも元々防御力に秀でた魔法具の化身、千里の指の力なんぞテジャスにとっては痛くも痒くもないだろうが。

「そもそも着替えるくらいは女子トイレでもできるだろが」

「いえ、でもせっかく、御主人様の御家族に御挨拶するのですから、こう身体を清めてですね。その点、あそこにはシャワーもありますし！」

「お前は服状態でついてくるんじゃなかったのか？」

　よく考えればアバロン学園都市を出る前にそう打ち合わせしていたはずだ。

「ああ、そんな余計な記憶力を発揮されてはいけません！」

「なにが余計だ！」

　千里は低い声で言った。

　やっぱり人目があるので大声を出せないのである。

「だって千里様。ラブホですよラブホ!?」

　ぶんぶんと拳を握り締めてテジャスは言った。

「ブティックホテルじゃなかったのかよ」

　という千里のツッコミは勿論、無視。

　テジャスはまるで楽団指揮者のように大きく両手を広げて続けた。

「無意味にワクワクドキドキしてきませんか!?　やたらと滾たぎりまくるものがありませんか!?　本当にベッドは回転するのかとか、本当にマジックミラーはあるのかとか、本当に隠しカメラが仕掛けてあって、ナニの一部始終が後日裏ビデオとして出回るのかとか！　気になりますよね？　レッツ検証！」

「ならねえよ！　心底どうでもいいんだ、んなことは！」

「千里様！　千里様は自分の心に噓をついています！」

　びしりと音の出そうな仕草で千里を指差しながらテジャスは言った。

「どうか千里様！　ご自身の心に耳を傾けて下さい！　千里様の心が、魂が、ラブホに入りたい入りたいと叫んでいるのが聞こえないのですか!?」

「勝手に人の内面を捏ねつ造ぞうするんじゃない！」

　喚いてから千里はテジャスの頭から手を放した。

「ああくそ、でも――このままじゃ本気でまずいな」

　着替えのことだけではない。とりあえず少女達と帰省後の振る舞いについてきちんと打ち合わせをして準備をととのえておかねばなるまい。

　親の前で『御主人様』などと呼ばれた日には一体どうなることか。

「何処か適当な場所は……」

「ですからここは『ホテル　おひるねニャンコ』ですよ！」

「やかましい」

　そう言ってから――

「まあ、あの辺が無難か」

　千里は辺りを見回し、すぐ側にカラオケボックスの店舗を見つけた。

　カラオケボックスならば他の部屋とは隔離されているから、多少訳のわからない話をしても問題はないだろう。それこそ飲み物を持ってくる店員に気を付ければ良いくらいだ。

「行くぞ、カラオケボックスだ。着替えもそこのトイレでやりゃいいだろ」

　そう言って千里は歩き出した。
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　車をしばらく走らせていると適当な場所は見つかった。

「――大丈夫……よね」

　平日のホームセンターの、更に屋上駐車場。

　大抵はわざわざ屋上まで上がるまでもなく、建物の横の駐車場に停車させるため、他の車の姿も人の姿も皆無である。屋上ということで開けていて、何やら隠し事には適さないような印象があるが、実際には他に背の高い建物が側にあるのでもない限り、無関係な人間に目撃されたりする可能性は極めて低い。

　大場由々子は念の為に師匠から借りてきた人払いの魔法式符を、屋上駐車場の入り口であるスロープ部分や店内との連絡用エレベーターに貼り付けると、ポケットから取り出した白墨で屋上駐車場のコンクリ床に魔法陣を描き始めた。

　半人前の魔法使いには『魔法を使うべき場所』についても探すのが一苦労である。

　記憶操作くらいは、勿論、由々子にもできるが――さすがに不特定多数の人間に目撃されたりすると、とてもではないが一人一人魔法を掛けている余裕はない。ましてや携帯で写真等撮られてメールで送られたりしたら、もうどうしようもない。

　なので目撃者はいないに越したことはないのである。

　特に――やはりこれも半人前故だが、複雑で規模の大きな魔法となると、呪文詠唱や印を切る程度では間に合わず、魔法具や魔法陣による増幅や調整が必要になってくる。そうなれば益々目撃されては誤魔化しにくくなってくるのだ。

「えっと……ええと」

　ポケットから取り出した手帳とにらめっこしながら、由々子は魔法陣を描いていく。

　直径にして五メートル近い、かなり大きなものである。

　しかも内容は相当に緻密――由々子の表情や独り言の口調を見聞きしている分には、のんびり落書きしているようにすら見えるが、実際に彼女の手元、つまりコンクリ床に描かれた文字や図形を見てみると、驚く程に細かく、人間の手で描かれたというのが信じがたい程のものがそこには存在していた。

「あ。違った、ここはこう……」

　とか何とか言いながら、魔法陣を描くこと、およそ半時間。

「あたたたた」

　しゃがんでいたせいで痛む腰と膝を伸ばしながら、由々子は自らの力作たる魔法陣の真ん中に立った。

「えっと。じゃあ――」

　由々子は魔法陣の真ん中で何かに祈るように目を閉じて胸元で両手を合わせると、呪文を詠唱し始めた。

「我が名と我が技を背に命令す……えと……我が名はオオバ・ユユコ・超常の業わざの使い手です――もとい……使い手なり……」

　千里辺りが横にいたら『いいのかおい？』と突っ込みそうな感じでつっかえつっかえ呪文を詠唱していく由々子。『もとい』とか『えっと』とか明らかに余計な一言を入れちゃったり、間違い部分をやり直したりしつつ、詠唱することおよそ一分。由々子は最後に両手を広げて唱えた。

「顕あらわれよ――ポチ、それも、たくさん！」

　次の瞬間。




　――ごおおおおおおああああああああああああああああああああああああ！




　轟音と重なるようにして獣じみた咆ほう哮こうが響く。

　同時に由々子の正面の空間が揺らぎ、そこからまるで、水面下から浮かび上がるかのように、空間に幾重もの波紋を刻みながら巨大な――身の丈三メートルを超えようかという人影が浮かび上がってくる。

　もっとも人影といっても、それは四肢が胴体に備わり頭部がある、という程度の意味でしかない。細部を見て行けば手足の長さや関節の位置が微妙に人間のそれとは異なるし、黒い巨体の表面は、皮なのか樹脂なのか布なのかも判然としない。ただ顔面に嗔まり込んでいるのは明らかに鋼鉄製と思しき仮面で、その鍵穴のような『覗き穴』から、紅い瞳がぎょろりと覗いていた。

　生物とも機械ともつかない異様な姿。

　やたらに太い四肢には、これまたやたらに頑丈そうな鎖が繋がれ、がちゃりがちゃりと音を立てている。それが切れた時にどうなるか……その状況がひどく容易く想像できてしまいそうな、鎖であり、音だった。

　これぞ――由々子の魔力を分離させ、境界面を与えて具象化させた人造精霊、『ポチ』である。どう考えても『ポチ』って感じの外面ではないが、まあこれは由々子の命名なので他人が文句を言える筋合いでもあるまい。

　由々子は魔力こそ豊富だが、制御する為の能力と技術がまだ低い為、こういう形で魔力を『使い魔』の形に分離して安定させているのである。

　逆に言えば……このポチはあくまで由々子の魔力が形をとっただけのもので、本質的には生物でもなければ、神族や魔族でもない。

　故に――

「ぶれいく！」

　由々子の台詞せりふ――ではなくて呪文と同時にポチは、爆裂した。

　比喩でも何でもない。

　いきなり、その巨体が破裂したのである。散弾銃をぶち込んでも平気そうなその巨体が、いとも簡単に引き裂かれ、ばらばらと肉片だの手足の先だのが屋上のコンクリート床にぶちまけられる。だがさすがに元々非生物、血が出る様子はなく、むしろそれらの『破片』はそれぞれが蠢うごめいて――




　――爆音。




　ぽぽぽぽぽぽぽぽん！　ととてもわかり易く小さな、まるでかんしゃく玉か爆竹みたいな音がしたかと思うと、『破片』が爆発していた。

　ただし――今度はそれは『破裂』の為ではなかった。

『ごあぉぅ』

　若干――というかかなり迫力を欠いた声が唱和する。

　爆発の煙が収まったそこには、身長五十センチ程の、ずんぐりむっくりにデフォルメされたポチが並んでいた。その数、およそ二十。小さなＳポチ達Ｓ――ポチＳＳは、激烈に短い両手を振り上げて、また確認するかのように吼えた。

『ごあぉぅ』

「あ。やっぱり小さくなると、とりあえず大人しくなるわね」

　と満足げに頷く由々子。

　ちなみにポチＳＳは、一体だった時と打って変わって、素直に整列すると、揃って両腕を振っている。その様子は――まあデフォルメされていることもあって、意外と微笑ほほえましかった。一体だけだと、高圧の魔力に、魔法回路の方が負けて暴走しやすくなってしまうのだが、二十分割すると、それなりに制御が利くようになるらしい。

「じゃあみんな。やることはわかってるわね？」

『ごあぉぅ』

「ステルス・モードで生徒の皆の所に行って頂戴ね」

『ごあぉぅ』

　由々子の命令と共に、ポチＳＳは頷くと――すっとその姿を薄れさせる。もっとも単に見えなくなっただけのようで、とたたたた、と小柄なポチＳＳの走り去る音は由々子の周りでしばらく響いていたが。

「これでしばらく様子見かな……」

　呟く由々子。

　そんな彼女を――

「――みゃ？」

「あれ。魔力を使った気配がするから来てみたら」

「大場先生ですねぇ～」

　ホームセンター屋上の端、エアコンの室外機や給水塔がまとめられている一郭にて、由々子の姿を眺めている人影があった。それも――三つ。

　割と平凡な、中肉中背の青年と。

　でもってその左に侍る、赤毛に褐色の肌をした小柄な少女と。

　更にその右に侍る、緑の髪と透き通るように白い肌の長身痩軀の少女と。

「何してるんだろう？」

「魔法陣は使い魔を多重制御する為のもののようですけれど～」

「みゃ。召喚魔法であるか？」

「いや。自分の魔力を使い魔の形にしてるだけみたいだね」

　魔法使い――羽は瀬せ川がわ拓たく人と。

　そしてその使い魔、タナロット・アンサーティン。

　そしてその魔ま法ほう機き杖じようの化身、ファルチェ・ザ・ヴァリアブルワンド。

　勿論、彼等には人払いの簡易魔法式符など効かない。むしろ精霊召喚とこの人払いの魔法の魔力が目印となって、彼等の興味を惹ひいてしまった形だ。

　そして――

「そういえば帰省の時期だね、今」

「みゃ？　二次規制はいけないのである」

「いやそうじゃなくて」

「生徒さん達が心配で、見に来ちゃったのでしょうか～？」

「そうかな」

　…………

　勿論、由々子は、自分が作戦開始早々、見つかってはいけない相手に見つかってしまったことなど、まるで気付いていなかった。
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「いらっしゃいませ」

　店舗内に入ると――自動扉と連動した再生音声と共に、受付カウンターの向こうの若い女性店員二人が声を掛けてきた。

「人数は五名。時間は二時間。いけますか」

　端的にそう告げる千里。

　だが――

「…………？」

　女性店員達の様子が少し気に掛かった。

　一瞬、驚いたような表情を浮かべてから――何やら目配せのようなことをしていたように思ったのだが、これは千里の気のせいだったのだろうか。まあコスプレ少女を何人も連れていれば、変な眼で見られるのも当然なのだが。

「いけますか？」

「あ。はいはい。お待ち下さい」

　改めて尋ねると、慌てたように女性店員達は頷き、手早く空き部屋を確認――部屋番号のプレートやおしぼり、消毒済みカバーのついたマイクを詰めたバスケットを手渡してきた。

「２０１号室です。フリードリンクで、コップはドリンクバーコーナーにあります」

「どうも」

　バスケットを受け取って千里は受付横の階段を上り二階へ向かう。

　指定された部屋は、階段を上がってすぐの所にあった。

　少女達と共に中に入って扉を閉めると――ようやく安あん堵どの溜め息が千里の口から漏れた。

　とりあえずこれで奇異の視線に晒されるのは一時停止できたということになる。

「なんだかな……」

　ソファに座りながらぼやく千里。

「やっぱり疲れるばっかじゃねえか、帰省」

　これからのことを考えるとやはり色々気が重い。

　天井を見上げて嘆息していると――

「――一番、テジャス、『M-O-●-S～K-●-Kする衝動』いきます！」

「やめんか！」

　ソファから身を起こして怒鳴る千里。

「えー？」

「別に歌う為に入ったんじゃねーだろ」

　不満そうに言うテジャスに千里はジト眼で言った。

「とにかく、帰省する前に一通りもう一度確認しておくぞ」

　千里は少女達を見回して言った。

「まず――テジャス」

「はい！」

「先にも言ったけど。とりあえずお前は服の状態でいろ」

「えー？」

　不満そうにするテジャスだが、とりあえず千里はこれを無視。

「でもってミーティア」

「はい」

「お前は先に言った通り、普通の――」

　と言いかけて。

　ふとあることを千里は思いついた。

「そういえばお前――前に槍に変形してたけど。何処まで変形できるんだ？」

「何処までと申しますと？」

「スーツケースとかそーゆーのに変形できないか？」

　と千里。

　以前、『臨海学校』の際にミーティアは槍のような兵器形態に変形していたが、彼女によると他にも、体内に記憶された形状の兵器に変形できるという。本来は自動人形筐体の彼女なのだが、どうもアバロン学園教師の佐久間榮太郎に魔改造――文字通りに――された結果として、自らの構成部品をばらんばらんのブロック状態にして、まったく別の形状を組み上げる、ということも可能になったらしい。

「要人警護用偽装モードに御要望に近い形態があったかと」

　ミーティアによると、要人警護用の武器の一つとして、一瞬で変形して機関銃になる『スーツケースのようなもの』というのは実際に一般社会にもあるらしい。

「じゃあそれだ。その格好していろ」

「ですが御主人様」

「なんだよ」

「スーツケース状態では虐めていただくにもバリエーションが……」

　まあ確かに縛ったりだの何だのもそう色々できないだろうし、三角木馬に乗せたりするよーなことはできない訳だが。というかやってもまったく意味不明である。

「ああ――」

　千里は思わず喚き散らしたいのをぐっと堪えて。

「スーツケースってのは頑丈だよな。旅行鞄かばんでもいいけど」

「はい」

「たまにサラリーマンが、道端でその上に座ってたりするよな」

「――！」

　表情を輝かせてミーティアは頷いた。

「不詳ミーティア・ファルチェスク……全力で御主人様の椅子を務めさせていただきます……！」

「鞄だっつーに」

「ああ。そうでした。でも……」

　ミーティアは何やら『椅子……私は椅子……あああ』とか変な方向にうっとりしているが、突っ込むとややこしくなるのでこれは放置。長々と出そうになった溜め息を無理矢理呑み込んで千里はクフィールに向き直った。

「でもってクフィ」

「がぅ――じゃなくてはいです」

　名を呼ばれ、何やら敬礼するように背筋を伸ばすクフィール。

　そんな彼女を見つつ――

「お前は――……あー……………」

　千里は腕を組んでしばらく唸っていたが。

「その、なんだ、ええと」

「千里様？」

　千里の懊悩する様子に、首を傾げるクフィール。

「あー。とりあえず、俺の、その」

「……？」

「か……彼女…………ってことで」

「………………」

　目を瞬かせて硬直するクフィール。

　とりあえずクフィールに関しては魔獣状態の方が遙かに目立つから、人間形態で千里に同行する、という点については事前に打ち合わせをしていたが。どういう『肩書き』というか『役割』というか――を与えられるかについてはまだ話をしていなかったはずだ。

「え……えっと……」

　ぱくぱくと喘あえぐように口を開け閉めするクフィール。

　どうやら驚きで言葉が出てこないようなのだが――

「あ、いや、あくまで演技、というか偽装だからな！」

　彼女を押し留めるように片手を掲げて千里は言った。

「うむ。その通りだ。肝に銘じるがいい」

　そう言って大きく頷くのはウーラである。

「御兄様の子を産むのはそれがしだからな」

「それとこれとは関係ねえだろ」

　とジト眼で義理の妹を睨む千里。

「いや。だから偽装結婚の場合、本当の妻はそれがしだと」

「誰が結婚するっつーたか！　彼女だ彼女！　恋人！」

　と言ってから。

「ぬがあ……！」

　自分の口にした単語のアレさ加減にのたうつ千里。

　恋人。こいびと。英語で言うとＫＯＩＢＩＴＯ――もといbe lamourとかbelly warmerとかbest fellowとかbig momentとかcherieとかchickとかdoxyとかsweet heartとかsweetieとかtrueloveとかturtledove（以下略）。

　まあ何にしてもこう、口にするともう恥ずかしさ満載の言葉である。

　彼はしばらくソファの上でのたくっていたが――

「とにかく！　ええと、クフィールは俺の彼女ってことでいくぞ！」

　半泣きで喚く千里。

　まあどう理由付けをしようと、帰省で女連れというのは誤解を受けまくるに決まっているのである。ましてや千里の父親はともかく、その妻――ウーラの母親は、ウーラと千里をくっつけようと画策しているところがあるので、余計にその辺がややこしい。

　ならばいっそ、「こいつは俺の彼女」とか言い張ってしまった方が、ウーラの母親の余計な行動を抑えるにも良いかと千里は考えたのであった。

「とにかくそうでないと女連れで帰省とか不自然すぎるんだよ！」

「それがしがカノジョ役で良いではないか」

　とウーラが言う。

「お前はそもそも素性を隠す必要がないだろうが！　大体それならクフィールのことはなんて説明するんだよ」

「むう」

「とにかくこの配役でいくぞ。いいな」

　そう告げてテーブルの空コップを摑むと千里は立ち上がった。

　このカラオケボックス――飲み物は女性店員が言っていた通り、フリードリンク制かつセルフサービス方式だ。つまり飲み物が欲しければ渡されたコップを持ってドリンクバーに行かねばならないのである。

　扉を閉めて廊下に出ると――千里は長々と溜め息をついた。

　どうして自分がこんなしょーもないことで色々悩まされないといけないのか。

　アジャスタントの同行を命じてきたアバロン学園の関係者を全員呼び出してぶん殴ってやりたいところだ。

　そんなことを考えつつ千里がドリンクバーの機械がある場所へと歩いていくと――

「――だよね。あれ。周防って家の」

「……!?」

　ふと聞こえてきた声に千里は立ち止まった。

　周防。周防千里。

　聞き間違いでなければそれは――

「そうそう。あの行方不明になったっていう」

「しばらく見てなかったから、また行方不明になったのかって噂になってたのよね」

「単に引きこもってただけじゃないの？　そういう時期もあったって」

「それがどういう心境の変化なのかしらね。女の子四人も連れて」

「あ、でも一人はあれじゃないの？　周防さんちの変な奥さんの連れ子の」

「そっか――」

　どうやら店員達が世間話をしているらしい。

　声のしてくる方を見ると、ボックスの一つが扉が開け放しになっていた。恐らく、店員が客の帰ったボックスの掃除をしているのだろう。

（――そうか）

　千里は忌いま々いましげに考える。

　先程の、あの受付の店員達の反応は――単にコスプレ少女四人連れ、という点だけではなく千里を『あの周防家の長男』と気付いた上でのものだったのだろう。

　子供の行方不明事件。

　長男の帰還とその後の引きこもり。

　そして父親の国外での遭難と――帰還。

　更に、見るからに異国出らしき後妻とその連れ子の奇行。

　まあ確かに、近所からすれば周防家というものは、何かと話題になりやすい、しやすいのだろう。千里の方が覚えていないだけで、受付の二人にしても、ひょっとしたら近所の住人なのかもしれなかった。

（くそ……）

　あの、無責任な他人から注がれる、奇異なものを見る視線。

　あれがどうしても我慢ならなかったからこそ、千里は引きこもりになったのだし、その後、アバロン学園に入学することになったのだ。

　要するに地元の周防家に対する態度は何も変わっていない。

　何かと話題性のある変な一家を、面白おかしく眺めている――そんなところか。

「まあ、あそこの家族も大変よね。長男が行方不明になったと思ったら、帰ってきて」

「父親も確かしばらく消息不明だったんだっけ？」

「そうそう、帰ってきた時に、金髪の奥さん連れて――」

「周防家の男の人ってのは行方不明になり易い体質なのかしらねえ」

「なによそれ、そんな体質あるの？」

「知らないけど」

　無責任で無神経な笑い声が聞こえてくる。

　やがて――

「――!?」

　部屋から、コップやらマイクやらリモコンやらを持って出てきた女性店員二人は、廊下に立っている千里を見てぎょっとした表情を浮かべる。

「…………」

「…………」

　千里は無言。

　女性店員達は、気まずそうに顔を見合わせると、ぺこりと千里に向かって一礼すると、逃げるようにその場を去った。

　わかっている。

　店員達だって別に悪気があった訳ではない。変わった経歴や素性の人間が近所にいれば誰だって話題にする。ただそれだけのことだ。彼女等は千里やその家族を侮ぶ蔑べつしている訳でも嫌悪している訳でもない。本当にただ話の種にしただけだ。無神経だとは思うが……今更、彼女等を憎むような気持ちは湧いてこない。

　ただ――

「…………？」

　千里は奇妙な違和感を抱いたままその場に立ち尽くしていた。

　何かおかしい。何かが。

　だが何なのかわからない。

（なんだ……？）

　女性店員達の噂話は別に目新しい――もとい耳新しいものでもない。それこそアバロン学園に行く前は何度も耳にしてきた類の内容だ。千里の顔も知らずに周防家の噂話をしている人間も多かったので、自然と彼が耳にする機会も多かったのだ。

　だが――それらに比べて何か違う。

　何が違うのか？

（なにが……？）

　わからない。

　単にしばらくアバロン学園にいたから、千里の感覚自体が全体的におかしくなっているのだろうか？　それとも何かあの女性店員の会話の内容に妙な部分があるのか？

「なんなんだ……？」

　曖昧模も糊ことしてよくわからない違和感を抱えながら、千里は呻くように呟いた。
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　平凡な街並みが何処までも広がっている。

　都会という程に高層建築が目立つ訳ではない。田舎という程に田畑を見かける訳でもない。全体として中庸。特徴らしい特徴もない街だった。

「ここは……」

　きょろきょろと辺りを見回す由々子。

　シフト・ポータルによる空間転移で移動してきた直後である為、彼女からすれば地名は勿論、緯度や経度の類もまったくわからない。

「東京近郊ですよ。鷺さぎ乃の谷や町――いわゆるベッドタウンですね」

　と彼女の背後で言うのは拓人である。

　勿論、その脇にはあの有名な未分化魔神タナロット・アンサーティンもいる。見た目は小柄な少女だが、内包する魔力は由々子のポチを何倍も上回る怪物である。

　勿論……拓人自身も由々子よりも上位の魔法使いであり、更には業物の魔法機杖を持っている。もし戦ったりした場合は、由々子は瞬殺されてしまうだろう。ポチＳＳを放ってしまった後なら尚更である。

　由々子は――作戦開始早々に拓人達に見つかってしまったのである。

　総じて優秀な魔法使いは自分の魔法の痕跡を抑える術を色々と心得ている。そもそも魔力は効率よく使われている限り外に漏れ出したりはしない。破綻のない術式に必要最小限の魔力を注ぎ込み、その起動と同時に魔力が使いきられるような設定と調整になっていれば、大規模魔術を使ったところでそうそう他の魔法使いに気取られたりはしない。

　勿論、占術の類で探られれば知られてしまうことはあるが、少なくともわざわざ探る気もない相手の気を惹いてしまうようなことはない。

　つまり由々子の魔法は未熟なので、効率が悪く、魔力が漏れていたのだ。

　当然――こちらの世界では魔法使いは極めて珍しい存在なので、他に魔法使いがいれば様子を見に来るのは自然な話である。特に規模の大きな魔法は相互干渉しやすく、お互いに時間や距離を置かねばならない場合もあるからだ。

　で――見つかった由々子としても、本当のことを話す訳にはいかない。

　幸い、由々子の行為を拓人は好意的に解釈していたようで、『生徒達の様子が心配で使い魔を放った』と思い込んでいる。なのでとりあえず由々子もその誤解に乗っかる形で振る舞っていた訳だが――

『とりあえず使い魔から異常報告とかが来ない限り暇ですか？』

　と聞かれれば、『はい』と答えるしかない。

　まあ――しばらくは様子を見る意味でも由々子自身は行動を起こすつもりはなかったので、暇といえば実際に暇な訳だが。

　すると……拓人は意外なことを提案してきた。

『ちょっと周防千里君の素性とか身辺について調べているんですけど。一緒に手伝ってもらえないですか？』と。

　何でも妙な事件があの周防千里には絡んでいるらしいとかで、拓人としても万一に備えて人手が欲しいと思っていたところであるらしい。

　既に由々子から見れば一人前の魔法使いである拓人がもてあますような事件に、由々子一人が加わったところで何か変わるとも思えなかったが……拓人によると『僕とは直接繋がっていない第三者の視点が欲しいんですよね』とのことだった。タナロットは彼の使い魔であるし、ファルチェも彼の魔法機杖であるから、万が一、彼が何らかの精神汚染やそれに類する影響を受けた場合、潜在的魔法回路を経由して、彼女らにもそれが影響を及ぼす可能性があるのだとか。

　まあそういう訳で。

　由々子はポチＳＳからの報告が何か来るまで、という期限付きで拓人の調査に同行することになったのである。

「周防家のある町ですよ」

　と拓人は言った。

「どうにも此処の町の人達の記憶が曖昧っていうか――認識にズレがあるんです」

「ズレ、ですか」

「周防家の長男、周防千里。この人物が六年前から五年前にかけての一年間、行方不明になっていた――俗に言う『神かみ隠かくし』状態にあった」

「え？　そうなんですか？」

「ええ。記録ではそうなってます。けど――他の部分がどうにも曖昧で。一緒に妹もいなくなったとか、その妹は現在も行方不明だとか――実は最初から周防家に娘などいなかったとか、あるいはいたけれど、こちらは行方不明にならなかったとか……」

「どういうことなんです？」

「わからないんですよ。雑な記憶操作をするとこういう状況になることはよくあるんですが、そもそも記憶操作の魔法を使った痕跡もなくて……その場合は、余程にうまく痕跡を消しているか、あるいは魔法でない別の力が作用しているのか」

「…………」

　由々子はただただ首を傾げるしかない。

　魔力はさておき、知識も技術も半人前の彼女としては、本当に雲をつかむような話で捉えどころがない。

「ただ……」

　拓人は首を傾げて言った。

「しばらく探知系の魔法や占術を使って色々調べてみたのですけど。その、町の人の記憶が曖昧なのや、ズレがあるのには、特に何の魔法の痕跡もなかったのですけど――この町の片隅に、割と大規模な魔法を使った痕跡があるんです。それもおよそ六年前に」

「大規模な魔法というと――」

「精霊召喚」

　拓人は言った。

「というより人造精霊生成術ですね。かなり魔力量や神格値の高い、ね」

「…………それって」

「そう。だからさっき、僕達はそっちが気になって見に行ったんですよ」

　と拓人は頷いてみせた。

　人造精霊生成術。

　つまりは自身の魔力を切り離し――あるいはどこかに蓄積していたそれを使い、魔法によって器うつわを作り、その中に注ぎ込むことで精霊と成す。

「でも精霊召喚や精霊生成で人々の記憶に障害が出るなんてことは……ないですよね？」

「ええ。十中八九は」

　と拓人はまた頷く。

　魔法は使い手を著しく選ぶ上に、基本的に不安定で――常に同じ結果が出るとは限らないからこそ、科学技術に一旦は敗北して歴史の表舞台から消えてしまった。だが千年以上に及ぶ研究の成果は、魔法の不安定さを極限にまで抑え込むことに成功している。

　少なくとも現在の魔法使い達は『精霊召喚の魔法を使ったら周囲の人間の記憶消去魔法として機能した』などという間抜けな真似はしない。可能性としては零ゼロではないが、それは事実上無視しても構わないくらいに小さなものだ。

「多分、直接の因果関係はないと思うんですよ。ただ……」

「ただ？」

「その精霊生成魔法術式を行ったであろう人物が問題で」

　言って拓人は肩を竦めた。

「え……？」

「記録によるとこの町に、一時期、ガストン教授がいたはずなんです。町外れには彼が住んでいたらしい屋敷も残ってます」

「ガストン教授？」

「三年、いやもう四年前になるのかな」

　何やら懐かしむかのような表情で拓人は言った。

「〈学園〉で『ガストン教授の乱』っていう事件がありましてね。〈学園〉を追われたガストン教授という魔法使いが、復讐として中央コンピュータの〈フィロソフィア〉を乗っ取ってしまったんです。お陰で〈学園〉全体が大混乱に陥ってしまって」

「〈フィロソフィア〉を乗っ取りって……」

　呆然と呟く由々子。

「そんなことできるんですか!?」

　それはとんでもない難事ではないのか。

　アバロン学園都市の母体であり、実験の運営主体でもある魔法使い達の学舎マジシャンズ・アカデミイ――通称〈学園〉は、やはり通常空間から切り離された場所に設置されている。そしてその常設型の亜空間生成術式を稼働させているのが、超コンピュータ〈フィロソフィア〉なのである。

　当然……これを乗っ取るということは〈学園〉そのものに対して生せい殺さつ与よ奪だつの権を握るということになる。〈学園〉の魔法使い達がこれを許すはずもなく、〈フィロソフィア〉には電子的な防御に加え、乗っ取り防止用の魔法的な対抗術式が幾重にも組み込んであるはずだ。

　それを突破したとなると――間違いなく達人級の大魔法使いである。

「困ったことにできちゃったんです」

　苦笑して言う拓人。

「まあ事件そのものは問題なく解決されたんですが……一時的とはいえ〈学園〉の機能が麻ま痺ひしてしまったくらいで。〈学園〉上層部の十二席委員会は、事後処置の一環としてガストン教授について追跡調査をしています」

　その際にガストン教授が拠点の一つとして使っていた屋敷がこの街にあるという。

「ガストン教授は問題の精霊召喚の術式が起動する前に死んでますが。彼が残した術式が自己更新型か何かで、時間差で起動した可能性があります」

「でもそれって……周防君には何の関係も」

「記録では……ガストン教授は兵器系人造精霊を製作しています」

　拓人は一瞬、表情を曇らせる。

　その意味が最初、由々子にはわからなかったが――

「アブソリュート・シリーズという」

「……アブソリュート？」

　首を傾げる由々子。

「何処かで聞いたような……」

『絶対』を意味する単語を冠する兵器系人造精霊。

　それは――

「現在、三体稼働中なのが確認されています」

　拓人はポケットから万年筆――実際には万年筆に擬態した魔法機杖だが――を取り出して、空間を切り取るように四角を描く。するとそこにずらずらと文字つきで一連の情報が描き出された。

「一体はガストン・アブソリュート、これは純粋にガストン教授のコピーですね。なので員数外の零番機扱い。そして二体目がアーシュラ・アブソリュート。正確にはこれがアブソリュート・シリーズの一番機ということになります。ガストン教授の乱というのは、実際にはガストン教授本人ではなくて、彼等が起こしているんです。ガストン教授の死後に彼等は完成して起動しているみたいですね」

「あ。そっか」

　本人は六年以上前に死んでいると拓人は言った。

　ならば四年前の時点で本人は事件に関われるはずがない。

「で、問題は二番機」

　拓人は反応を窺うかがうかのように視線を由々子に向けて言った。

「個体識別名パーソナル・コード――クフィール・アブソリュート」

「――え？」

　それはつまり。

　周防千里の……

「そう。彼のアジャスタント、クフィールなんです」

「…………」

「これは、偶然なんでしょうか」

　クフィールそのものは、ガストン教授の乱の際にも予備戦力のような形で持ち込まれていたらしい。だが存在係数を圧縮されたままで実際に起動されることはなかった。あるいは四年前の時点では、まだ自動更新型の魔法術式が完成しきっていなかったのかもしれない。

　今のクフィールはその『ガストン教授の遺産』の、再利用である。

「違うとしたら――何が？」

　恐らく偶然ではない。

　だが偶然ではないとして――何がどう繋がってくるのか？

「わかりません。わからないから、調べに行こうかと」

「何処へ？」

「勿論――」

　拓人は明後日の方を振り返って――まるで町並みを透かし見て、その彼方にある何かを見つめるかのようにして言った。

「この町の郊外にある、旧ガストン邸へ、です」
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　久々の我が家は変わり果てていた。

　一瞬――それが自分の育った家とはわからなかったくらいに。

「…………」

　いや。別に家のあった場所が更地になっていたとか、家が半壊していたとか、あるいはとんでもない増改築が行われていたとか、そういう話ではない。

　基本的な形状は変わっていない。

　築十八年の一戸建て。やや小さいながらも６ＬＤＫ、結婚直後に色々張り切っていた父が二十年ローンを組んで買った周防邸である。比較的、給料が良いとはいえ当時二十代のサラリーマンだった父がいきなり高級住宅を買えるはずもなく――造りは割と平凡な建物で、住宅街の風景にはよく馴染んでいる感じだった。少なくとも千里がアバロン学園に入学するまでは。

　だが――今。

　周防邸は周囲の風景から浮きまくっていた。

　何故なら……家の壁という壁に、赤と黒の塗料で、何やら呪術の紋様だか呪文の文字だかわからないものが所狭しと描き込まれ、しかも玄関には門柱の如く二本の槍が地面から天に向かって生えており、その上には犬だか猫だかフェレットだかよくわからない動物の頭蓋骨が、カラスのモノらしい羽根と一緒にセットオンされていたりする。

　何というか――不吉というよりひたすらに怪しい。

　暴走族やら自称芸術家やらがスプレーで壁に描く文字やら絵も、これに比べると可愛いものだろう。はっきり言って壁という壁には地肌の色が残っていないし、よく見ればあちこちに頭蓋骨だの羽根だの毛皮だのをあしらったオブジェが配置されている。

　周防邸の周囲だけ日本ではないかのような、異様な雰囲気が漂いまくっていた。

「これは――」

「これはまた」

　千里の隣で周防邸を眺めながらウーラが頷いた。

「少し見ぬ間に、我が家も随分と様になったようだ。母様も張りきったのだな」

「――は？」

「御兄様が帰るというので歓迎の意を込めて頑張ると――」

「って、この有様、俺のせいかよ!?」

「以前のような安やす普ぶ請しんではいつ悪霊に襲われるともわからん状態だったからな。御兄様。これで今日から枕を高くして眠れるというものだ」

「むしろ悪夢見そうだよ!?」

　と周防邸を指差して千里は喚いた。

　続けて『こりゃ一体何の呪いだ!?』と思わず叫びそうになってから――ようやく千里は思いだした。呪術みたい……ではなくこれは呪術様式そのものだ。

　ウーラも――その母のチータも、元々アフリカの呪術戦士である。

　それもウーラが一人でアバロンに辿り着き、一人で生活することを許されていたことを思うと、あのアバロンの魔法使い達から見てもそれなりに、立派な能力を保持しているということなのだろう。

　しかし基本、どんな家を建てようが、どんな色に塗ろうが、それは個人の勝手というものだろうが――何処かの漫画家の家よろしく、これでよく近所から苦情が出ないものである。まあ出ても無視しているだけかもしれないが。周防邸の新妻は御近所づきあいでノイローゼになるような尋常な神経をしていない。

　ともかく……

「ああくそ……これじゃアバ……」

　――『これじゃアバロンにいるのと同じ』と言いかけて千里は口を噤つぐんだ。

　パーマンズ・ヴォウがいつ発動するのかわからない。とりあえず余計なことは口にしないのが吉だろう。

　もっともアバロンという言葉自体はこちら側でもよく知られた単語というか、元々はアーサー王物語に出てくる伝説の島で、実際の地名だの商品名だのに使われている為、即アウトという訳でもないのだろうが。

「……つかクフィール」

「がぅ？」

　そっと声を掛けられて首を傾げるクフィール。

　ちなみに今の彼女は黒いワンピース姿である。一歩間違えばゴスロリになってしまいそうな感じだが、とりあえずフリルだの何だのは千里が禁止したので、実にあっさりとした仕立てになっている。

　勿論この衣装はテジャスの変形した姿である。

　以前、彼女が変形した時は生地が足りない感じでぱっつんぱっつんというか、えらいミニな感じのゴスロリ服になっていたが、フリルだの何だの余計な部分を省かせると、その分基本の生地に回す余裕ができたのか――そんなに裾が短くて扇せん情じよう的てきな感じにはなっていない。

　まあ長身のクフィールが着ていると、やっぱりワンピースも微妙に似合わなかったりするのだが。というより千里自身が、もうクフィールのメイド服姿を見慣れてしまっただけかもしれない。今もついついヘッドドレスやエプロンがないクフィールを『何か足りない？』みたいに見てしまっている。

　まあそれはさておき。

「例のパーマンズ・ヴォウだけど。アレ、どういう条件で発動するんだ？」

「あ……基本的には自分から暴露しない限りは大丈夫だと思います。失言の類は千里様の意識がそれと認識しませんし……」

「それってつまり、俺の意識の問題？」

「はい。アバロンも魔法も学園も都市も一般社会において存在する言葉ですから、言葉そのもので呪いが発動する訳ではありません。逆に千里様が故意に資料を作って書き残したりすると、口にしていなくても発動します。あくまで秘密保持契約に関して意識的に裏切る行為をしないといけないということです」

　すらすらと――珍しくクフィールが立て板に水と答える。

　恐らくこの辺りはアジャスタントの基礎知識なのだろう。

「じゃあお前達と喋っている分には、殊更に誰か部外者に会話を聞かせようとしない限り問題ないって感じか？」

「はい」

　こっくりと頷くクフィール。

「実をいえば不測の事態で情報が漏れることに関しては、大抵が記憶消去その他で対処できるのですが、意識的な情報漏洩に対しては、対処しにくいことが多いので……その辺りは『故意』かどうかで判断するようです」

「はー……まあそれなら少しは安心だが」

　呟いてから、千里は改めて周防邸を眺める。

　とりあえずウーラが帰る日時については連絡を入れているらしいので、いつまでもここで変わり果てた我が家を見ている訳にもいかない。

　千里は意を決してインターホン――これも何やら呪術紋様がべったり付けられていたが――を押した。

　こればかりはごくごく普通の『ぴんぽぉん』という音が鳴る。

　そして――

「…………うぁ」

　千里が短く呻く。

　玄関扉が開く前から、家の中の廊下を爆走する『どどどどどど』という音が聞こえてきたように思ったからである。

　で……

「おかえりぃッ!!」

　どばん、と扉を蝶ちよう番つがいごと吹っ飛ばしかねない勢いで開きながら、勢い余って空中で一回転、猫のように着地を決めた後、更に脱だつ兎との如く飛び出してきたのは……まあ言うまでもなく周防家の新妻で、千里の立場から言えば継母であった。

　ただし、『妻』とか『母』とかいう肩書きを添えるとどうにも違和感が拭ぬぐえない。

　何故かというと――たたたたた、と千里達に歩み寄ってくるその姿は、どう見ても大人のそれには見えないからだ。

　はっきり言って、見た目は完全にお子様である。

　肌は褐色、髪は金髪に近い赤毛、眼は紫――この辺りを視ていると確かにウーラの血縁だなというのはよくわかる。顔立ちも基本はよく似ている。人種的特徴がないというか、強いて言えば様々な人種を平均化した結果として、突出した部分がなくなり、極めてバランスの良い顔立ちになっているのである。

　つまりは美人なのだ。ウーラと同じく。

　だが――単にウーラと並べて紹介すると大抵の者が『妹さん？』と聞いてくるに違いない。百五十センチ程しかない身長に加えて、全体的に童顔なのである。

　少なくとも十代半ばの子供がいるとは到底思えない。

　周防・ガン・チータ。

　周防の父がアフリカで遭難した際に娶めとってきた妻である。

　ちなみに。

　ピンクの格子模様の大きなエプロン姿で、右手には槍を、左手には何故かタジン鍋を持っていたりする。もっとも槍の先端はステンレス包丁で、包丁根元の飾りは羽根ではなくて、近所のスーパーの割引券の類が括くくり付つけられていたりするので、これはこれできちんと地元に適応する努力をしている結果なのかもしれない。努力の方向がかなり間違っている感じだが。

「あ……た、ただいま」

「ただいまだ、母様」

　若干、辟へき易えきした様子で挨拶する千里と、いつもの如く無表情に挨拶するウーラ。

「うむ。よく帰った」

　とチータは同じく無表情で娘に大きく頷いてから――いきなり、へにゃ、と相好を崩して千里に言った。

「センリもよく帰った」

「はあ……どうも」

「――で」

　きらきらとその紫の瞳を期待に輝かせてチータは言った。

「オフロにするか？　ゴハンにするか？」

「え？　あ――」

　戸惑う千里。

　これではまるで新妻に出迎えられる夫の図だ。まあチータはその辺りの細かい機き微びがまだわかっていないのだろうから、家に帰ってきた家族には父と同じように応対しているのかもしれないのだが――

「それともムスメにするか？」

「――は？」

　ウーラを指差して言うチータに、千里が間の抜けた声を漏らす。

「それとも拙せつ者しやにするか？」

　と言いつつくるりと回るチータ。

　大きめのエプロンだったので全然気付かなかったが――

「……ちょっ!?」

　思わず叫びそうになる千里。




　はいてない。




　つかエプロンしかつけてない。

　つまり――

「なんて格好してるんですか！」

　思わず喚きながら千里はチータの両肩を摑んで家の中に押し込んだ。ただでさえこの家の外観で何を言われているかわからない上に、その家を守っている主婦がコレである。近所の評判がどうなっているのか、正直、あまり考えたくない。

「む？　センリは嫌いか？　ジャパニーズ・トラディショナル人妻ウェア」

「間違った文化理解してんじゃないっ！」

　以前はもうちょっとマシというか、ここまであからさまに無茶苦茶ではなかったはずなのだが――千里がいなくなった後でタガが外れたのか、日本という環境に慣れきって本物の『地』が出てきたのか。

　いずれにしても千里としては色々と頭が痛い。

「チータさん、曲がりなりにも人妻で母親でしょうが！　もうちょっと慎つつしみってものを覚えてください！」

　というか、やけに幼い外見なので、意味もなく児童ポルノ法とかに引っかかりそうなのはどうなんだと思う千里であった。

　どう考えても三十を超えているはずだが、十代前半と言われても信じてしまいそうなので、常識を知らない外国人の子供に、変な日本の風俗を教え込んでいるかのような背はい徳とく感かんが物凄い濃度で漂っているのである。

「ツツシミ。悪いなセンリ。ブッキョー用語はまだ覚えてない」

「一般名詞だ！」

　悲鳴じみた声で喚いてからがっくりと玄関に膝をつく千里。

　でもって――

「ところでセンリ」

　首を傾げてチータが言った。

「ソレは何だ？」

「――え？」

　とチータが槍の穂先で指しているのは、言うまでもなく、それまで眼を白黒させながら状況を見守っていたクフィールであった。

「あ……ええと」

　千里は一瞬、言葉に詰まる。

　チータへの――隙あらばウーラと千里に子作りさせようとする彼女への牽制の意味もあって、一応、クフィールは『千里の彼女』という設定で連れてきた訳だが。

　いざチータ本人を前にすると若干ながらその設定を口にするのを躊躇ってしまう。

　何しろ部族の掟おきてとやらで子作りしちゃうくらいだから――彼女等にとっては千里とウーラが子作りしているかどうかは、それなりに重要事である訳で。ここに千里が彼女なんぞを連れてきたらチータがどういう反応を示すか……

「こいつはクフィールっていって、その」

「むむ？」

　チータは眼を細めて言った。

「まさかセンリ。それは」

「ええ。その――」

「センリのムスメか」

「ええ。俺の――…………って何言ってんだアンタは!?」

「でかしたぞウーラ」

「俺が此処出て半年も経ってねえよ!!」

　満足げに、自分の娘の肩をぽんと叩いて頷くチータの斜め下っぷりに、千里は思わずタメ口でツッコミを入れていた。

「これで拙者もお婆ちゃんか。ふふふ」

「違うつってんだよ！　満足げに慈いつくしむ眼をすんな！」

「むむ？」

　首を傾げるチータ。

「違うのか？」

「…………違います。常識的に考えてください。主に日本の常識で」

　まあいくらウーラやチータ達の部族でも、半年やそこらで子供は生まれてこないだろうし、ましてやそれがこんなにでっかく成長したりはすまい。

　まあチータの外見を見ていると色々『実は違う常識と物理法則でもあるんじゃないのか？』と思いたくなってくるが。

「俺の、彼女です」

「む？　カノジョ？」

　チータは眉を顰ひそめた。

　アフリカ産幼妻（モドキ）は、表情を険しくしてクフィールと千里、それにウーラを見比べていたが――

「センリ」

「……はい」

「テツガク用語はまだ覚えていないのだ」

「そのネタはもういいです」

　がっくり項うな垂だれながら千里は言った。

「だから、その、こいつは、カノジョ――っていうか、その、だから俺の、恋人です！」

「……がぅ」

　クフィールが真っ赤になって俯うつむく。

（あ、こら、なにそんな赤くなってんだてめえ！）

　と喉まで出かかった声を呑み込む千里。

　長身であるせいか、それともいつもと違った格好をしているせいか、赤面して俯いているクフィールは妙に初うい々ういしくて、可愛らしい。いつもの若干おどおどしているような仕草も、何処か抜けているようなおっとりさ加減も、こうなるとひどく魅力的に映る訳で。

（そんな、お前、そんな赤くなられたら――ええと）

　自分も赤面しながら千里は慌てて言葉を取とり繕つくろった。

「恋人っつーか、その、ええと」

「むむ？　コイビト？」

　首を傾げるチータ。

　案外、掟やらしきたりで子作りしちゃう社会集団には、『恋人』という概念そのものがないのかもしれない。

「だから――その、嫁さん候補っつーか、ええと、その、だから」

　クフィールの初々しい反応と、チータの怪け訝げんそうな表情と、それから不満げなウーラの視線と、その他諸々の影響から来る感情がごっちゃになって、千里は色々追い詰められていた。

　なので――

「こ、こいつと、こ、こここ子作り予定っていうか!?」

「がぅ……」

「つかお前ももっと堂々としてろ！　俺の方が恥ずかしいわ！」

　とりあえずクフィールに怒鳴ってみる千里だった。

　そんな二人を、チータはしばし怪訝そうに見ていたが――

「ウーラ」

　およそ表情という表情を消してチータがウーラに声を掛ける。

　その顔は幼妻からいきなり『戦士』――いや『武士』の様相を帯びていた。

「なんだ母様」

　応えるウーラの様子はいつも通りだ。

　だが――

「腹を切れ」

「――わかった」

「介錯は拙者がしてやろう」

「ありがたき幸せ」

　まるで前もって打ち合わせてあったかのように淀よどみなく進む母娘の会話を、しばし千里は呆然と見ていたが――

「ちょ、ちょ、ちょっと待て！」

　ウーラがずろりと腰の後ろから刃渡り三十センチ程のナイフを引っ張り出したのを見て千里は慌てて止めに入った。

「何やってんだお前は!?　チータさんも何言ってるんですか！」

「「切せつ腹ぷくだ」」

　母娘揃ってハモる二人。

「切腹って――」

「日本風割腹自殺だ」

「意味わかんねえんじゃなくて！」

　丁寧に解説してくるウーラに千里は言った。

「なんでそうなる!?」

「センリ。我等にとって子作りは戦い――合かつ戦せん」

　何故かそういう部分だけは妙に流りゆう暢ちような日本語で言うチータ。

「敗北は死あるのみ」

「いやだから勝ち負けとか!?」

「ウーラは戦いくさに負けた。ならば責任をとらねばならない」

　とチータは言った。

「先に仕掛けておきながら後から挑んできた敵に負けるとは言語道断」

　こちらも改めて見れば、何処から取り出したのかでっかい鉈なたを片手に握っていたりする。これならまあ、ウーラの首なんぞ一撃で落とせそうだが――

「先にって――」

　まあつまり千里がこの家にいる頃からウーラはその手の話題を振ってきていたから、これが『先制攻撃』ということになるのだろう。確かにクフィールと知り合ったのはその後である訳だが――

「だから！」

　千里は悲鳴じみた声で言った。

「俺は妹と子作りする気はねーんだよ、最初から！」

「――む？」

　チータは眼を瞬かせてウーラの方に視線を向ける。

「そうなのだ。母様」

　ウーラが頷いた。

「御兄様はそれがしが『妹』属性であるからお手つきにできぬと」

「属性とか言うな。つかお前の何処が『妹キャラ』だ！」

　と喚く千里。

　そこに――

「どうした？　何を騒いでるんだ？」

　家の奥から顔を出して尋ねてきたのは。

「親父――」

　呟く千里。

　廊下の奥に立っているのは、その言葉通り千里の父――周防将人だった。

　つまりはこのチータの夫ということになる訳だが、言語道断なくらいに非常識要素満載のチータに比べるとこちらは非常に常識的というか、平凡を絵に描いたような人物である。

　強いて特徴を挙げるとすれば、やや背が高いことと、真面目な性格がその顔立ちや立ち居振る舞いにも滲んでいる点だろう。その双眸は理知的で表情もごく穏やかだ。

　本来、先祖に日本の武士を持ち、武士の価値観を美徳とする部族の出であるチータが、何を以て将人に惚れ込み、押しかけ女房になったのかは千里にもわからない。実の息子である千里が見ても『サムライ』っぽい雰囲気など将人には欠片もないように思えるのだが。

「おお。千里――おかえり」

　将人が柔らかな微笑を浮かべてそう言った。

「た……ただいま」

　千里もとりあえず笑顔を取り繕ってそう告げる。

（……ああくそ）

　胸の内で千里は嘆たん息そくした。

（やっぱり……気まずい）

　実を言えば、千里と将人の間には今も多少ぎくしゃくした空気がある。

　それは言うまでもなく、千里と妹の行方不明事件が原因だ。

　行方不明になった子供二人が、共に戻ってこなければある意味でむしろ諦めがつく。だが原因不明のまま、片方だけが戻ってきたとなると――『どうしてこの子だけが？』という疑問が当然に生じる。そしてその疑問は子供の側からすれば『どうしてお前なのだ？』と責められているようにすら感じられてしまう。

　勿論、父がそんなことを直接、千里に言ってきた訳ではない。

　だがそれでも――千里は時折、妹の写真を眺めている父の姿を見ると、自分が責められているかのような気持ちになったものだ。

　だが……

（…………？）

　何か違和感が千里の脳のう裏りをかすめる。

　何だろうか――これは。

　目の前にいるのは確かに父・将人だ。

　それは間違いない。間違いないのに何故か別人のように見える。いや――違う。正確には、アバロン学園都市に行く為、最後に別れた時の将人の印象と、ズレがある。

　妙に明るい？

　いや。違う。

　明るいという意味ならそもそもチータを娶った時にも舞い上がっていたから、その時も充分に明るかった。今の将人の態度はそれとは方向性が違う。

　強いて言えば……

（俺に対する態度か？）

　千里に対するわだかまり、ぎくしゃく感がひどく薄いかのような――

「千里。とりあえず疲れたろう。荷物置いてきなさい――ってえらくまたゴツい鞄だな。そんなのどうしたんだ？　向こうで買ったのか？」

　と、将人が眺めているのは、千里が提げている鞄だ。

　表面は樹脂製だが、やたらごつごつした――それこそカメラか、さもなくば銃でも入っているかのような、耐圧製と気密性のありそうな鞄である。しかもあちこちやたらにメカメカしい感じで、スイッチ一つでそれこそ何かのマシンに変形しそうだ。

　というか実際に変形した結果がコレなのだが。

　そう――ミーティアだ。

　この鞄は彼女が変形したものである。ちなみに千里が元々持っていた布製の鞄は、折り畳んで中身と共にこのミーティア・トランクの中に入っている。

「ああ。まあね」

　と千里は頷く。

「俺の部屋はそのまんま？」

「当たり前だろう」

　と将人は言った。

「別に結婚してこの家を出て行った訳でもなし。わざわざお前の部屋をなくす意味がない。さすがにウーラが増えた時は増築も考えたがな」

　と苦笑する父親の姿に――千里は、妙な安堵感を覚えた。

　正直、この家にはもう居場所がないのではないか……そんな風にすら一時期の千里は思い詰めていたからだ。

　だが離れてこそわかることもある。近くにいすぎてわからなくなることもある。

　自分は此処に帰ってきて良いのだと――そう言われたような気がした。勝手な話だとは千里自身も思う。元々は自分から強引に此処を出て行ったというのに。改めて戻ってくれば、ほっとしてしまう自分がいる。

（俺はずるい人間なのかも）

　そんな風に思う千里。

　だが――

「さすがに子供が三人になるとは思ってなかったしな」

　そんな父の言葉の意味が――一瞬千里にはわからなかった。

「……え？」

　眼を瞬かせて声を漏らす千里。

　三人。千里と。ウーラと。そしてもう一人は？

　父が妹の部屋をウーラにあてがわなかったのは理解できる。妹のものを処分してしまうと妹がもう絶対に帰って来ないかのように思える――そんな心理が働いたのだろう。だからこそ千里は『増築云々』の台詞にも違和感を覚えなかった。

　だが――

「まさかおめでた？」

　と千里が振り返ったのはチータである。

　だがどう見てもその体型はお子様状態のまま、腹の膨ふくらみどころか胸の膨らみすらかなり怪しい感じなのだが――

「む？　いや。恥ずかしながらそれはまだだ」

　とチータ。

「だがお前様とは何度も子作りに励はげんでおる故――じきに！」

「チータ。子供達の前だよ」

　苦笑して妻をたしなめる将人。

（違う？　じゃあ――）

　三人とは何処から来た数字なのか。

「ところでその子は？」

　と将人が尋ねてくるのは、言うまでもなくクフィールである。

「ああ。えっと――ごめん、先に言っておくべきだったけど。こいつうちに泊めていいかな。俺の――その、彼女、なんだ」

「く……クフィール、アブソリュート、です」

　と言ってぺこりと頭を下げるクフィール。

　ちなみに今その蒼い髪は、軽い幻影の魔法を使って黒に変色させてある。これならばとりあえず『外国人』程度で押し通せるだろう。

「よ……よろしくお願い致しております……！」

　緊張のあまりか微妙に言葉遣いがおかしかったりするが、まあここまでは及第点であった。妻にチータを娶っちゃってるくらいなので将人も細かな礼儀にはあまりうるさくない。

　実際――

「ほう！」

　将人は、怒るでも怪訝の表情を浮かべるでもなく、むしろ嬉しげに笑った。

「そうか。千里もそんな歳か」

　腕を組んでしみじみと言う将人。

　完全に我が子の成長を感慨深く見守る父親の態ていである。

「千里が彼女連れてくるとはな。しかも親に紹介するとなると――」

「あ、その、まあ、ちょっと理由があって、こいつは帰省できなかったから」

　しどろもどろに言い訳する千里。

　もうちょっと『設定』は煮詰めておいた方が良かったかもしれない。

　そんな風に思いつつ――

「そうかあ」

　将人は楽しそうに頷いた。

「これは万ま尋ひろもいつ彼氏を連れてくるかわからないな。覚悟しておかないと」

「………………………………………………………………………………え？」

　千里は――凍り付いた。

　今、父は何と言った。

　まひろ。万尋。

　それは――

（なにを……親父は言って……？）

　千里の中では禁句で。

　いや。『あの日』から周防家の中でも事実上の禁句で。

　なのにそれを父はごく日常的な調子で口にして――




「なあに？　私がどうかした？」




　そして背後からその声が聞こえた時。

「…………ッ」

　千里は心臓が異常な鼓動を繰り返しているのを自覚した。

　恐怖か。驚愕か。混乱か。それとももっと別の感情か。いずれにせよ千里の心臓はあまりに予想外の出来事に晒されて、破裂寸前になっていた。

　思考が乱れる。

　意識が揺れる。

　一体――この背後から聞こえてきた声は何なのか？

　振り返ることができない。

　恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい。恐ろしい――！

「千里さ……千里くん？」

　カラオケボックスでしつこく言い聞かせたせいか、クフィールは、怪訝の表情を浮かべて『彼女バージョン』の呼び掛け方をしてくる。彼女にしてみれば千里が気も狂わんばかりに動揺している理由がまったくわからないのだろう。

　自分の聞き間違いであって欲しい。

　何もかも幻聴であって欲しい。

　そんなことを考える千里の望みを打ち砕くかのように――

「ああ。万尋。おかえり」

　こともなげに将人はそう言った。

　千里の背後に視線を向けて。

「おかえり、マヒロ」

　とチータまでもが当然といった様子でそう言った。

　そして――




「あ。お兄ちゃん――おかえりなさい」




　甘えるような響きを含んだ可愛らしい声が、千里の後頭部に突き刺さった。

　あり得ない。あり得ない。断じてあり得ない。

　けれど――




「あれ？　お兄ちゃん、その女の人は？」




　静かな口調で誰かの声が問う。

　無邪気に。




「あ。ひょっとしてお兄ちゃんの彼女？」

「そうみたいだよ」

「そうなんだ――なんだかショックだな」

「はは。万尋はお兄ちゃん子だったしなあ」

「そうだよ。彼女を連れてくるならまず私を納得させて欲しいな」

「こりゃ千里も大変だな。万尋の要求水準は高そうだ」

「そんなことないよ」

「マヒロはウーラを認めてくれたぞ」

「それは同じ妹としてだもん」




　楽しげに会話する親子。

　それはもう本当に他愛なくも和気藹々としていて。

　微笑ましくて。

　なのにそれが――今はひどく遠くに聞こえる。

　まるで何かが崩壊していく轟音のように、千里の鼓膜には幾重にも反射してごおごおと意味不明の音の羅ら列れつになっていった。

「あ…………」

　喘ぐように千里は己の胸元を摑む。

　そして――




「どうしたのお兄ちゃん？」




　まるで止めを刺すように。

　まるで逃げられないと告げるかのように。

　不意に――ふわりとした体重を感じさせない仕草で、千里の前に黒い人影が割り込んでくる。恐らくは玄関口に棒のようにつっ立ったまま、いつまでも振り返らない千里に対して、自ら動いて回り込んできたのだろう。

　小柄で線の細い印象の少女だった。

　一瞬、影のように黒く見えたのは、おかっぱ頭の黒髪に加えて、黒いジャケットとスカートを身に着けているからだった。だがそれはテジャスのような『黒々しさを主張する黒』ではなく、もっと静かな……灰色にくすんでいるかのような、艶のない、全ての色を喪失して残った、消極的で静かな黒さだった。

　対して肌は雪のように白い。

　目鼻立ちは派手ではなく、しかし慎ましげに整っていて、まるで博多人形のような素朴な愛らしさがある。大きな双眸もやはり黒で――黒目がちなせいか、何処か猫や犬のような、動物を思わせる愛らしさがあった。

　だが――

「…………」

　千里は既に声も出ない。

　その少女のおしとやかな、大和やまと撫子なでしこを思わせる清楚な白と黒の対比も、彼にとってはまるで葬式の垂れ幕のように不吉な組み合わせに見えた。

「おかえり。お兄ちゃん」

　千里の顔を覗き込むようにしてその少女は言ってくる。

　対して千里は――

「た………………………ただいま………………」

　ただ、そう返すだけで精一杯だった。





























　光と闇が混じり合うことなく絡み合う――奇妙な空間があった。

　決して灰色になることなく、純白と漆黒が互いに食い込むように入り乱れながら、複雑な紋様を描き出している様は、いわゆる太たい極きよく図ずに――古代中国における哲学大系『易えき経きよう』の重要概念図にも通じるものがある。




　易に太極あり

　これ両りよう儀ぎを生じ

　両儀は四し象しようを生じ

　四象は八はつ卦けを生ず

　八卦は吉凶を定め

　吉凶は大たい業ぎようを生ず




　光と闇。生と死。有と無。

　多くの二元論は両極を以もつて、その間に存在する全てを語る理論体系だが――それ故ゆえにわかり易く応用が利く。それはつまり１と０、オンとオフを以て全てを語ろうとする電子機器のデジタル理論にすら通じる。始まりは二つの概念しかなくともそれを複雑に組み合わせることによって無限の情報量を表現することができる。

　混こん沌とんすらも――だ。

「幾つもの世界が存在する」

　その最中に巨大な円卓――ならぬ球卓と十三の座がある。

　声を発したのはその座に着く者の誰かだった。

「それぞれの時間。それぞれの空間。時に物理法則まで異なる形で。幾つもの世界が本来は互いに絡み合うことなく存在する」

「そして僕達はそこからやって来た。それぞれの――世界から」

「どうしてかなあ？」

「そう。わからなかった。わからなかったからこそ請われるままに我々はこの座に就いた。この世界に関わりを持たないが故の第三者――しがらみを持たないが故の公平な傍観者としての役割を期待された」

「単純に見りゃ理想郷を造る為のご意見役ってところだよな」

「オッドマン仮説ですね」

「専門外の半端者オツドマンがいた方がより効果的な結果が得られる――なるほど」

「理想郷ね」

「一つの幸せの形とも言えるな」

「幸せ。幸福。あの男が言っていたな」

　球卓と十三の座に沈黙が満ちる。

　あの男――ＳＫ。

　その存在を見失って既に千時間を超える。あの正体不明の何者かが自ら語ったことを信じるならば彼は『幸福』という概念を――その在あり方を様々な角度から追究する為に全てを仕組んだということになる。

　この世界も。あの世界も。全て。

「我々に期待された役目は何だろう？　アバロンの者達から、ではない。あの男からだ」

「単に傍観者たることか？」

「私達がこの世界に干渉すればこの世界の純粋性を侵おかす。不純物が混じる。それがどんな結果をもたらすかはわからないけれども」

「あるいは我々は持ち帰ることを望まれたのかもしれない。この世界で起きた出来事を踏まえた上で――我々の世界へ。記憶を。情報を」

「そんなことが本当に可能だろうか？」

「あるいは僕達が此こ処こにいるということそのものが影響を与えるのかもしれませんね」

「全てを俯ふ瞰かんして見ている何者かに？」

「もし全てがあの男の作った『物語』に過ぎないというのなら――それを読む者がいるのだろう。我々も、あの男も、世界の全てを神をも越えた座から見下ろす、何者かが」

「その何者かの意識にこの『物語』を定着させる為の仕込みの一種か？」

「その可能性もある――かな」

「――いずれにせよ」

　誰かが溜め息をつくように言った。

「鍵は周す防おう千せん里りか」

「彼と彼を含める環境の全て」

「あの男が仕組んだ『幸福』認識の為の実験装置」

「幸福を理解する為の不幸」

「それが周防千里の個人的事情で済めば我々は手を出す訳にはいかないが――もし」

「そう。もしだ。もしこの世界そのものを破は綻たんさせるようなものであるならば」

「世界が破綻する『物語』など珍しくもねえしな」

「さすがに私達も手を出さざるを得ない」

「際どいな」

「何を今更」

　改めて気け怠だるい空気が超常の者達の間に流れる。

　自分達が所詮、誰かに仕組まれた『物語』の登場人物に過ぎないと知って――その喜怒哀楽も、人生も、人格そのものすら、何ど処こかの誰かによって、一定目的の為に作り出されたものでしかないと知って、なおかつ堂々とした態度を保てる者は少なかろう。

　運命論は大抵の者を無気力にする。むしろ未だ言葉を交わし合っているだけでもこの〈混沌委員会〉の構成員達は剛胆と言えた。

「だがあるいはそれすらも」

〈二重虚言フエイク・フエイク〉という二つ名で呼ばれる少女が頭上を見上げて嘆たん息そくした。

「神の掌てのひらの上――か」














　それらしい――という意味ではそこは、確かにひどくそれらしかった。

　隠いん棲せいする魔術師の館やかたに相応ふさわしい。むしろ相応しすぎて白しら々じらしいというか、何か映画の撮影セットじみた出来過ぎな感じさえあった。

　旧い洋館である。

　郊外の丘の上にひっそりとそれは建っていた。

　いつ頃造られたものなのかはわからない。だが少なくとも数十年は経過しているに違いなかった。煉れん瓦が造づくりの壁には――屋根の部分にすらも、無数の蔦つたが這はい回まわり、まるでそれ自体が一つの巨大な植物であるかのようにも見えた。面積としては蔦の緑が八、煉瓦の朱が二といったところか。さすがに五年や十年では此こ処こまでの有様にはならない。

　恐らくは放置されて永いのだろう、敷地の内にも多種多様な雑草が生えまくっており、門から玄関へと至る石畳にも、敷石と敷石の間を縫うようにして草が生えている。

「ここが……」

　由ゆ々ゆ子こが辺りを見回しながら言った。

「ガストン教授邸……ですか？」

「正確には別名義ですけどね」

　と拓たく人とが言った。

　門から一歩踏み入るだけで何か、鬱うつ蒼そうとした森の奥にいるかのような空気を感じるのはどうしてであろうか。単に建物が蔦に覆われているとか、敷地内に雑草が多いとか、ただそれだけのことではあるまい。

　これは……

「結界、ありますね」

「ありますね」

　由々子の言葉に拓人が頷うなずく。

　土地登記簿上、誰の所有になっているかはさておき、こんな建物が何年も何十年も放置されていれば、不心得な者達が入り込んで違法行為の根城にしたり、ホームレス達が住み着いたりしそうなものだが……そういう気配がまったくない。

　恐らく、拓人達以前には、何年も人がこの空間に入ったことはないのだろう。

　空気は動いていても意志ある存在の出入りがない。

　そういう意味での――『淀よどみ』が此処にはあるのだ。

「前に〈学園〉関係者が此処を調べているんですよね？」

「あー……いやそれが」

　拓人は頰ほおを掻かきながら言った。

「こちらは、あくまで復讐を諦めちゃった方の――というか、本物の方のガストン教授の屋敷で、しかも此処に住んでいたのは晩年だったってことから、きちんとした調査はされてないんです」

　前述の通り――元々〈学園〉に対して反旗を翻ひるがえし、大事件を起こしたのは、ガストン教授本人ではない。彼の復讐心を託されるような形で起動した、ガストン教授の複製、つまりアブソリュート・シリーズの人造精霊・零ゼロ番の方なのである。

　ガストン教授本人はある時点を境に〈学園〉への復讐を諦めて別の研究に没頭していたようだが……それについては〈学園〉側も詳しく調べてはいない。〈学園〉が調査の要を認めたのはあくまでガストン教授の研究が〈学園〉に敵対する方向性を持ったモノだったからである。逆に『来る者拒まず去る者追わず』が基本の〈学園〉においては、復讐心を棄すてたガストン教授が市し井せいで何をしていようと、構わないのである。

　だが……

「みゅみゅ？　何か色々あるのである」

　などと言いながらひょいひょいと石畳を歩いていくタナロット。

　どうやら彼女は雑草の間に何か見つけたようだった。もっとも見るからに天てん真しん爛らん漫まんな彼女のこと――怪しげな装置やら魔法具やらではなく、虫やらモグラやらを見つけても追いかけかねないが。

　苦笑を浮かべつつ拓人が彼女に向かって言う。

「あ、駄目だよタナロ――」




　――爆音。




　次の瞬間、猛烈な火炎と衝撃がタナロットの小柄な身体に襲いかかっていた。

　それも四方八方から――だ。

　地じ雷らいではない。強いて言うならばそれは『空くう雷らい』だ。

　地に潜むのではなく空に潜む爆弾。

　しかも球状に配置されたそれは、不用心な侵入者がその中心に入り込めば即座に作動、吹き飛ばすのではなく、四方八方から同時に押し寄せる爆圧によって、哀れな犠牲者を圧壊させるのである。

「ちょっ……!?」

　愕がく然ぜんとする由々子。

　彼女でも今の『空雷』がどの程度の威力なのかは想像がつく。

　恐らく重戦車でも一瞬で掌てのひらに載るような塊かたまりに押し潰されていたことだろう。

「羽は瀬せ川がわさん、た、た、タナロットさんが――」

「ええ」

　拓人はしかし慌てず騒がず、普通に頷いて言った。

「タナロット。危ないからあんまり一人で先に行っちゃ駄目だよ」

「――みゅう。きいたぜ、とっちゃんよぉ。なのである」

　と――爆煙の晴れた先には、血肉の塊に圧壊させられていたはずのタナロットが、平然と立っているのを見て由々子は卒倒しそうになった。

　勿論、手脚が欠けているとか、腹や胸に穴が開いているとかいうこともない。ちょっと煤すすで汚れている、程度だ。どう考えても必殺の罠に真正面からずっぽり嗔はまり込こんだ犠牲者の姿には見えなかった。

「言ったでしょ。色々罠が仕掛けてあるみたいだから気を付けてって」

「なめてもらっては困るのである。この程度の罠なら前日の夜食なのである」

「夜食？」

「朝飯よりも前なのである」

「それは色々間違っている気がするね」

　と苦笑する拓人。

　彼は愕然と硬直している由々子を振り返って言った。

「ああ……タナロットは、未分化といえど、精霊ではなくて神や魔に属しますから。封印されたりすることはあっても、死ぬことはありません」

「は……はあ」

　呆然と頷く由々子。

　神族や魔族は基本的に死なない。文字通りの不老不死だ。彼等は言ってみればこの世界の摂理の具現化であり……物理法則が基本的に消えたり劣化したりしないのと同じく、この世界が存在する限りにおいて彼等が死ぬことはあり得ない。

　そのことは勿論、基礎知識として由々子も知っていたが、実際に魔神の不死身ぶりを、その眼で見たのは初めてのことだったのである。

「ガストン教授の資料をもう一度確かめとこうか」

　と言って拓人は胸のポケットから万年筆を取り出すと、ひょいとこれを空中に投げる。

　ぼかん、とわかり易くも間の抜けた爆発音と共に、その万年筆は折り畳んでいたものを広げるかのように拡大、変形を瞬時に繰り返し――そして一人の少女としてそこにすっくと立っていた。

　緑の髪の長ちよう身しん痩そう軀くの少女。

　丈の長い――しかし胸元からヘソの辺りまで大胆な切れ込みが入った独特の衣装を、出る所はとことん出て引っ込む所はとことん引っ込んだ感じのナイスなバディに着込んでいる。人間のように見えるが勿論この少女も人間ではない。

　ファルチェ・ザ・ヴァリアブルワンドである。

　要するに拓人の愛用する魔ま法ほう機き杖じようの化身――精霊だ。

「ファルチェ。改めてガストン教授の資料出してくれる？」

「はい～」

　にっこり笑ってファルチェはぽんと手を叩く。

　彼女が開いた両手の間の空間に四角く半透明の表示領域が広がり、そこに大量の文字と図と写真が映し出された。

　ガストン教授関連の資料である。

「……これが、ガストン教授の人造精霊、アブソリュート・シリーズの？」

「ええ。残っている資料です」

　ファルチェの手元を覗き込む由々子に拓人が頷く。

「明らかに霊体構造そのものがブラックボックス化されてる上に、異様に神格値が高いんですよね、アブソリュート・シリーズ。クフィールは特にその傾向が強い上に、どうもアーシュラと基礎設計の部分から違うみたいで。迂う闊かつに分析もできないんで、ずっと存在係数圧縮状態のまま保管されていたんですけど」

「……つまり」

　眼を瞬またたかせつつ更に由々子は資料を読み込んでいく。

「アーシュラ・アブソリュートと、クフィール・アブソリュートは、別の目的で作られた可能性がある……と？」

「ええ。クフィール以降のアブソリュート・シリーズが作られていなかったことについてもその傍ぼう証しようとなるでしょうね。単に試作というのならばアーシュラで完成していた訳ですし、クフィール自体が別のタイプの試作体だった――と」

「何の為の？」

「それをこれから調べるつもりなんですが……」

　拓人は困ったように頰を掻く。

「ファルチェ。おいで」

「はい～」

　拓人が手を伸ばすと、まるで彼に抱きつくかのようにファルチェが彼の方に身を投げ出して――しかし次の瞬間、きゅるると音を立てて自らを折り畳み、瞬く間に変形、その姿を一本の魔法機杖へと変化させていた。

　ぱしんと音を立てて杖が拓人の右手に収まる。

　そして――

「大おお場ばさん。離れないでくださいね」

「勿論です」

　拓人の背中にしがみつきながら由々子は言う。

　いつの間にか――彼等は奇妙なものに囲まれていたからである。

　自慢ではないが、ポチを放った後の由々子はただの凡人……どころかドジっ子な分だけ凡人よりも劣る戦闘能力しかない。まあ放つ前でも今一つポチの制御ができていない部分があるので、やっぱり戦闘能力は大したことなかったりするが。

　それはさておき。

「まだ侵入者阻止機能は生きている、と」

　拓人が呟つぶやく。

　彼等を囲んでいるのは、黒い影のようなものだった。

　紙のように薄い、しかし明らかに人の形とわかるもの。頭があって。胴体があって。手脚があって。だが厚みだけがない。目鼻立ちもなく、ただ人の輪郭を黒く塗り潰しただけのような姿だ。それが雑草の草むらからゆらりと起き上がり、静かに近付いてくる。

　怒号も罵ば声せいもない、無音の軍団。

　まさしく影だが――それだけにむしろひしひしと押し寄せる無形の圧力が強調されてやたらに重苦しい感じだった。

　ひゅん――と空気が鳴る。

　影の一体がその腕を伸ばして側に生えていた雑草を薙なぎ払はらったのだ。

　綺麗にその先端が切りそろえられているのが見えたのは次の瞬間であった。

「うわっ……」

　由々子が声を漏らす。

　人型の影は、一見、実体がないようにも見えるが……幻影で物体を切断はできまい。その正体が何であれ、あの影は物理的な破壊力を持っているということだ。恐らくは雑草どころか鋼鉄でも切り裂けてしまう程の。

　しかし……

「タナロット。制御術式緩ゆるめるよ。一気にやっちゃおう」

　と告げる拓人の口調はあくまで明るい。

「みゃ？　いいのであるか？」

「これは単なる自動防衛機構で、精霊でも何でもないよ。多分、残ざん留りゆう思し念ねんの類たぐいも使ってない。気配が皆均等で、単純過ぎる。単純なプログラムだよ。気にしなくていいと思う」

「わかったのである」

　ぱん！　と己の掌に己の拳こぶしを打ち付けてにかりと笑うタナロット。

　彼女の腕についている腕輪の上に刻まれていた複雑な紋様が、すっと色を喪うしない――消えた。拓人の言う制御術式とはこれのことであろう。

　そして――

「みゃーっ!!」

　叫びと共にタナロットが飛び出す。

　人型の影達――影人とでも呼ぶべきか――がその腕を振りかざして彼女を囲むように動いていく。だがタナロットはまるでその様子に頓とん着ちやくしていなかった。文字通りに猪ちよ突とつ猛進、最初に狙い定めた影人に向かって突撃する。

　彼女に向けてその影人が刃状の腕を振り下ろした。

　迎え撃つは――惚れ惚れするくらいに真っ当な、正拳突き。

「……！」

　由々子は驚きの声を漏らした。

　影人の腕はタナロットに触れることすらできなかった。タナロットの拳が纏まとう拳圧とも言うべきものが、薄っぺらい刃を弾はじき戻もどし、それどころかそのまま真っ直ぐに突き進んで胴体の方を直撃したからである。

　ぼっ！　と音を立てて影人が飛散する。

　圧倒的だった。

「あの子……！」

　ここでようやく由々子は理解した。

　あのタナロット・アンサーティンという魔神は、姿形こそ小柄な少女だが、実際には核かく弾だん頭とうにも匹敵するような巨大なエネルギーの塊なのだ。普段は制御術式でその魔力が外に漏れないようにと抑え込んでいるようだが……それを外せば見ての通り、全身から放散される体熱のような魔力ですら、物理現象に転化する。中途半端な魔法攻撃など、防御する要もないまま、彼女の魔力放射で相そう殺さいされかねない。

　とんでもない化け物だ。

　勿論――影人達など何十何百集まってもものの数ではあるまい。

「みゃあああッ！」

　次の目標を定めて飛び掛かるタナロット。

　そして殺さつ戮りく――もとい、大量破壊が始まった。





●　●　●






　まるで嘔おう吐とを堪こらえてトイレに駆け込むかのような勢いで――千せん里りは階段を登り自分の部屋の中に駆け込んだ。

　あれ以上、玄関先にいられなかった。あれ以上、父やチータや、そして周す防おう万ま尋ひろを名乗るアレと同じ空間に居合わせることが耐えられなかった。

「はぁっ……はぁっ……」

　心臓の鼓動が収まらない。

　呼吸が苦しくて眩暈すら感じる。

　ミーティアのトランクをベッドの上に投げ出すと、千里は部屋の入り口から一歩入ったその場で、力尽きたかのように膝をついた。

「なんなんだ……はぁっ……なん……はあっ……なんだよ……！」

　喚わめくように言ってから、千里は握り拳を固めて床を殴った。

「一体何がどうなってる!?」

「千里様……？」

　数秒遅れてついてきたクフィールが、部屋の入り口に立って気遣わしげに声を掛けてくるが……千里はそれどころではない。まったくそれどころではなかった。

　本当に訳がわからない。

　一体何がどうなっているのか？

　どうしていきなり妹が――万尋が当たり前のような顔をして周防家にいるのか。

「…………」

　いや。考えてみれば前兆はあった。

　あのカラオケボックスでの店員の会話。

　まるで――行方不明になったのが千里だけだったかのような。

　そして父・将まさ人との表情。

　あの、ぎくしゃくした空気が払ふつ拭しよくされた態度は、まるで――妹の行方不明事件など最初からなかったかのようで。

　だから当然に、変な気遣いなど千里に対して示す様子もなくて。

「あれは…………」

　あの黒髪の少女。

　そもそも彼女は――本当に万尋なのか？

　確かに千里の記憶の中にある妹・万尋の姿に共通点は多い。彼女がそのまま大きくなったらこんな風になるのだろうという、そのままの……

（――記憶？）

　千里は足元が崩れていくかのような脱力感を味わっていた。

　自分には行方不明になる以前の記憶がない。

　つまりは……千里の記憶の中の万尋という存在は、後から、『自分にはこういう妹がいたのだ』という写真や戸籍の情報で補完されただけのものに過ぎない。

　後は――

（あの……夢の……）

　夢の中で千里の後を追いかけてくる少女。

　だが、千里は夢の中で振り返らなかった。

　だから彼は『妹』の顔を知らない。

　彼が万尋の姿を知っているのは、後から見せられた写真やビデオの中のそれだけだ。

　つまり……

「…………俺は」

　千里は唸うなるように呟いた。

　千里の万尋に関する記憶は後から形作られたものでしかない。彼自身の体験によって支えられているものではないのだ。

「狂っているのは……俺の方か……？」

　父も。チータも。まるで当たり前のことのように万尋の存在を受け入れていた。

　そしてカラオケボックスの店員達の会話。

　まさか彼等が全員、示し合わせて千里をかついでいる訳でもあるまい。そんなことをする意味がない。そもそもあのカラオケボックスに入ったのは偶然だ。

「クフィール！」

「がぅっ……？」

「お前の……俺に対する、健康診断機能は働いてるよな？」

　アジャスタントには契約者の健康状態を常にモニターする機能が備わっている。

　ならば自分の正気は彼女が保証してくれるのではないか……？　そんな望みを千里は抱いたのだ。

　だが――

「はい。千里様の健康状態は、契約時から大きな推移を見せていません――」

「…………」

　千里は低く唸った。

　駄目だ。クフィールの健康診断機能は、あくまで基礎となる一点から、どれだけ千里の肉体および精神機能が変化したか、で異常を察知する。

　つまり――初めて出会った時点が彼女の千里に対する『正常』の基準点であるから、既にその時点で千里が狂っていたとすれば、何の保証にもならない。

「…………俺は」

「千里様。一体何が？」

　ひょこんとクフィールの肩に乗っかってそう尋たずねてくるのは、毎度お馴染み、余った糸で編み上げられた掌サイズのテジャス人形である。

　さすがに千里の様子が尋常でないのはわかるのか、しょーもないエロトークをしてくる様子はないが……

「わからない。ぜんぜんわかんねえよ……何がなんだか……」

　どう説明してよいのかさえ、わからない。

　混乱していてまったく考えがまとまらないのだ。

　そもそもテジャスやミーティアは、千里の妹が行方不明になっていた、という情報を知らない。一から説明するには、あまりに事態が異常過ぎる。

　ただ……

「……落ち着け。落ち着け……」

　千々に乱れる己の思考を意識して押さえつける千里。

（もし――）

　もし自分の記憶がおかしいのだとしたら。

　ただ、それだけのことなのだとしたら。

　それは――

（それはむしろ喜ばしいことじゃないのか？）

　そんな想像に千里は全身の毛が逆立つような感覚を覚えた。

　そうだ。そうなのだ。

　行方不明になって帰ってこなかった子供はいなかった。

　千里も無意味な罪悪感を抱かなくて良い。

　そうすれば……周防家は不幸でも何でもなくて……

「それは……良いことで……」

　自分一人が狂っているという事実を受け入れるだけで、皆が幸せになれる？

　無論、それでもなぜ、父と母が離婚していて、後妻のチータがいるのか、という疑問は残るが――それすらも悲劇以外の説明は幾らでも付けられる。

「俺が――」

　狂っているのだと認めさえすれば。

　将人も。チータも。万尋も。ウーラも。そして恐らくは千里すらも。

　その方が何倍もわかり易くて何倍も皆が幸せに――

「千里様!?」

　クフィールが千里の顔を覗き込んで声を掛けてくる。

　その肩にはテジャス人形も乗って心配げにこちらを見つめている。

「俺が狂っているのだとしたら――」

「千里様!?　千里様！　一体何を――」

「――いや。待て」

　千里ははたと気付いた。

　ウーラだ。

　彼女はどんな反応を示していた？

　そもそもアバロン学園に来た時点でウーラは万尋のことを知らなかったはずだ。千里がアバロン学園に来る以前から狂っていたとしても、それではウーラのことが説明がつかない。やはり万尋はウーラとチータが周防家にやってきた時には、いなかった存在だ。

「ウーラ！」

　千里は叫んで立ち上がっていた。
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　その――わずか数分前。

「どうしたんだ？　千里は」

「む。難しいお年頃か」

　と怪け訝げんそうに自分の部屋へと駆け込んだ千里を見送りながら将人とチータは言う。

　二人は千里の動揺の原因についてまったく心当たりがないようだった。

　だが――

「――母様」

　紫の眼を細めてウーラは言った。

「これは一体どうしたことか？」

「これとは？」

　娘を振り返るチータ。

　ウーラは先程、切せつ腹ぷく用にと抜いた大振りのナイフをくるりと回して逆手から順手に持ち直し、眼にも留まらぬ早業で突き付けた。

「此こ奴やつは一体何者か？」

　自分のすぐ側に立っている、黒髪の少女に。

「何を言ってるんだ、ウーラ？」

　将人が苦笑しながら言った。

　既にチータで、この周防家の主は奇き矯きような言動には慣れっこになっている。刃物やら何やら武器の類にもだ。だからウーラのその行動もチータのそれと同じく部族独特の奇行の一種、くらいにしか考えていないのかもしれなかった。

　だが――

「それがしがこの家を出る時には、このような『娘』は父上様にはいなかったはず」

　ウーラは言って僅わずかにナイフを黒髪の少女の首筋に押しつける。

　ぷつりと――その切っ先に小さな赤い珠が生まれた。

　血だ。少なくともこの黒髪の少女は幻影の類ではない。呪術戦士たるウーラに生半可なまやかしなど効かないし、ナイフを通して伝わる感触も、血の臭いも、確かに本物だった。

「ちょっと――やめなさい、ウーラ！」

「やめいウーラ！　何をする!?」

　将人がさすがに慌てて制止し、チータまでもが声を荒げてそう言ってきた。

　つまり――

（――母様までが）

　動揺を無表情の仮面で押し潰してウーラは考える。

　どういった手段を用いたのかはわからないが、チータもこの少女が将人の娘であるのだと信じ切っているようだった。

　ということは――

（いかん……！）

　気付いた時にはもう遅かった。

　振り返ると、鼻が触れるかのような距離に黒髪の少女が立っている。

　いつの間にかウーラのナイフはその先端をつままれて外されており、黒髪の少女は静かに――淡く、薄い、儚はかなげな笑みを浮かべながらウーラに言った。

「どうしたの、ウーラお姉ちゃん……？」

　言葉はまるで寄生虫の如くするりとウーラの耳から滑り込み、鼓こ膜まくを、三さん半はん規き管かんを通過して、神経や血管を伝い――一瞬で脳へと達していた。

　呪文詠唱も結印もない。

　これは……魔法でも呪術でもない。

　もっと原始的な…………

「私よ。万尋よ。マヒロ――貴女の妹の万尋よ？」

「…………そ……れがしは……」

「忘れちゃったの？　思い出して。私は貴女の妹の万尋なのよ……」

「…………」

　ぶるぶると震えながらウーラの手が持ち上がる。

　脳を物凄い勢いで侵食していく『何か』に対抗しようと、ウーラは自分のナイフで自分の手なり脚なりを傷つけて、激痛を自分の意識にねじ込むつもりだった。

　だが――

「ぐっ……」

「駄目だよウーラ」

　ナイフを持つ手が優しく摑つかまれる。

　将人だった。

「これは危ないから、お父さんが預かっておくよ」

　害意も敵意もない優しい笑顔で将人がそう告げる。

　本当に彼はただ『娘達』の、喧けん嘩かと呼ぶには少々物騒なソレを止めようとしただけなのだろう。

「………………」

　抗あらがおうにも言葉が出ない。

　震える手からナイフが取り上げられ、代わりに万尋を名乗る少女がそっと指をウーラのそれに絡ませて囁ささやいた。

「ウーラお姉ちゃん」

　まるで反響するかのように幾重にもウーラの意識の中でその一言が繰り返される。

　警戒心が。危機感が。

　溶けて。溶けて。溶けて。溶けて。

　やがて――

「ウーラお姉ちゃん？」

「…………あ、ああ」

　ウーラは眠気を振り払うように頭を振った。

「なんだ、マヒロ」

「大丈夫？　何だかぼうっとしてたよ？」

　小さく首を傾げ、ウーラの顔を覗き込むようにして万尋が尋ねてくる。

「大丈夫だ。すまん、心配をかけたか」

　そう言うウーラの頭の中には、既に、黒髪の少女への疑念は微み塵じんも残っていなかった。
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「ウーラ！」

　扉を開いて義理の妹の名を呼ぶ千里。

　予測していた訳でもあるまいが――アフリカ産サムライ妹はちょうど、階段を上がり、廊下を歩いて千里の部屋にやってくるところだった。

　その顔はいつも通りの無表情。揺らがぬ戦士の仮面だ。

　普段は無ぶ愛あい想そうにしか思えないそんな彼女の姿が、今はやけに頼もしく見えた。

「ウーラ、話が――」

「うむ。それがしも話があるのだ御兄様」

　ウーラが大きく頷く。

（――良かった）

　千里は思わず安あん堵どの笑みを浮かべる。

　やはり、彼女もあの万尋には違和感を覚えていたのだ。

　自分は狂っていないのだ。万尋を名乗るあの少女の正体は勿論まだわからないままだが、自分の正気が保証されただけでも千里にとっては収穫だった。

「父上様、母様が、夕ゆう餉げを摂とるために外出すると言っている。何と言ったか――そう、ガイショクだ」

　ウーラは微塵も表情を揺らがせずに言った。

「……え？」

　彼女の口から出た話は千里の予想とまるで違っていた。

　それどころか――

「いや、そんなことより――」

「マヒロも待っているぞ」

「…………！」

　その言葉に千里は凍り付く。

　無論、ウーラの口調にはその『マヒロ』に対する不信感や違和感は微塵も滲にじんでいなかった。まるで以前から彼女のことをよく知っているかのように。

「どうかしたのか、御兄様？」

　首を傾げるウーラ。

「…………」

　千里は、言葉も出ない。

　だが…………

「ニッポンのとらでぃしょなるな、夕餉を馳ち走そうしてくれる店があるそうだ。楽しみだ。マヒロによると御兄様は里芋の煮っ転がしが好きだというが。それはまだそれがしも食べたことがない。件くだんの店ではそれが食べられるそうだな」

「…………」

　千里は唸るように一声漏らして。

　それから――

「………………そうか」

　とだけ言った。

　他にどう言えというのか。

「そのままの服でいいから、早く――と父上様が呼んでいるぞ。それからクフィールも一緒に行って良いそうだ」

「………そう……か」

　ぎくしゃくと頷く千里。

　怪訝そうにウーラはそんな彼を見つめる。

「どうかしたのか、御兄様？」

「何でもない」

　千里は首を振った。

　ただそれだけの仕草が――ひどく辛くて苦しかった。
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　魔神タナロット・アンサーティン。

　魔法使い羽瀬川拓人。

　両者の戦い方は――まさしく対照的で、実に、神魔、魔法使い、それぞれの立場を象徴するかのようだった。

「みゃあっ！」

　雄お叫たけび――というのも変だが、とにかく声を上げながら猛烈な速さで突撃するタナロット。群がる訳のわからない人型の影を、魔力含みの拳で片っ端からぶっ飛ばしていく。

　壮絶な力の差がそこにはあった。

　この影人達は、恐らく、普通の人間にとっては充分以上に脅威であるはずだ。鋭い刃になる腕を持っている一方で、本体はというと限りなく二次元に近い平面であるが故ゆえに、衝撃やら何やらを受け流し易い。まさしく暖の簾れんに腕押し――拳で殴ろうが、刃で斬ろうが、恐らくろくに手応えもあるまい。あるいは銃で撃っても駄目かもしれなかった。

　だが――タナロットの場合は違う。

　拳に直接触れる前から、影人の攻撃は、彼女の放散する魔力によって弾かれる。

　更に避けきれずに触れてしまおうものなら、影人は、まるで化学繊維に炎を近づけるが如く、そこから崩壊していくのである。特に術式として編あまれている訳でもないのに、高圧の魔力が、拳の動きに乗せられて破壊的な作用を及ぼしているのだった。

「みゃみゃみゃみゃ！」

　基本的に魔神というものは死ぬことがない為、相手が同じ神や魔でもない限り、その不死性を活かした正面突破戦法を採る者が多い。

　そもそも神や魔は単体で充分に強力な存在なので、技巧だの何だのが存在する余地がほとんどないのである。その必要性がなかったとも言える。だからこそ神や魔は独自の文化や文明というものがない。集団行動さえ苦手だ。故にタナロットのような戦い方は、神や魔にとって決して珍しいものではない。むしろ基本だ。もっとも――最近は人間の文化や文明、戦術や戦略を学んで使う神や魔も増えてきたが。

　一方――

「――〈魔弾カスパル〉六連、変化の七」

　静かにそう宣する拓人。

　同時に彼が手にした杖を、とん、と石畳の地面に立てる。

　次の瞬間、彼の周りで発生した黒い魔力弾が、それぞれまったく別の軌道を描き、影人に突き刺さる。するとまるでその魔力弾が己の回転に巻き込むかのように、影人の輪郭が歪み、渦巻き状にその中央部に巻き取られていって――最後に、魔力弾そのものが微塵に砕けて消えるのだ。

　タナロットの攻撃が『砕き散らす』のに対し拓人のそれは――正確には彼とファルチェのそれは――『絡め取って消す』という方向性だ。動物的、直接的な魔神のそれに比べて、魔法使いのそれはより静かで、技巧に富み、そして、実は見た目より遙かに容赦ない。

「あわわわわわ」

　由々子はただただ眼を丸くして拓人と、そしてタナロットの戦いを見つめるのみだ。

　基本的に魔力そのものは拓人にも優るとも劣らぬ彼女だが、制御に関しては甚はなはだ不安がある為、わざわざポチという精霊形態に封じ込めて何とか操っているのである。それ故、魔力を直接、適てき宜ぎ、自分の望む形に編へん纂さんして行使するという魔法使い本来の戦い方を見ていると、自分の未熟さが嫌という程に自覚させられる。

　そして――それは拓人に対してだけではなく、今はもういないガストン教授に対する畏い敬けいにも繋がっていた。

　既にガストン教授本人は故人だという話だが、彼の作った仕掛けと込めた魔力は何年も経過した現在もこうして機能しているのである。

　文明文化が承継されていくものであり、創造物がこうして遺のこっていくものであるということを思えば、これは、不滅の神や魔に対抗する人間の『力』と見ることもできる。

　ともあれ――

「とりあえず館の中に入りますよ」

　拓人は平然とした口調で言った。

「さすがに全部相手にしているときついですし」

　とてもそうは見えないのだが。

　今も彼は機関銃のような速度で〈魔弾〉を生み出しては、近付いてくる影人を倒していく。同時に影人軍団の、密度の濃い所にはタナロットが突っ込んでいって、これを文字通り蹴散らし、あるいは殴り散らしている。

「は――はい」

　すたすたと歩いていく拓人の後を、おっかなびっくりついていく由々子。

　やがて――

「タナロット」

「みゃっ！」

　拓人は屋敷の玄関に到達すると、タナロットを呼ぶ。

　褐色肌の魔神少女は、ぽぉんと、まるで放り投げられたボールのように、倒しても倒しても湧いてくる影人の海から飛び上がると、そのまま放物線を描いて拓人の横に着地。

「魔法で施せ錠じようされてる。ファルチェ――」

　拓人は言ってファルチェの先端を、館の玄関扉に触れさせた。

「解錠するよ。バックアップよろしく。タナロットは防御頼むね」

「はい～」

　杖の上に半透明でかなりデフォルメの利いた少女版ファルチェの姿が浮かび上がり、頷く。同時に機杖ファルチェの触れている部分に幾重にも魔法陣が展開し、まるでシリンダー錠のように、同心円のそれが相互に回転しつつ、変化していく。

　かちかちという音が聞こえてくるかのようだ。

　やがて――

「開いた」

　呟くように拓人が言う。

「タナロット」

「みゃ」

　影人達を近づけさせないようにと奮戦していたタナロットは、後ろ向きに跳んで背中で扉を押し開けるようにして館の内部へ。それを追って拓人とファルチェ、そして由々子も中に入った。

　そして――

「あ……あれ？」

　慌てて扉を閉めようとした由々子は――しかし眼を瞬かせた。

　影人が……館の中に入ってこない。

　扉のところに、まるで硝子ガラスでも嗔め込んであるかの如く、右往左往するだけだ。

「館という場を利用してこっちから結界張りました」

　と――こともなげに拓人は言う。

「簡易のものですけど、まあしばらくは保つかと」

　結界とは基本的に読んで字の如く『結んで成す世界』である。『界』とは即ち『場』。つまり結界を敷く場合、絶対に必要とされる最初の手順は『内と外を分ける境界線の設定』なのである。逆に言えばそれがはっきりしているのならば、後はその内外の出入りを禁止する術式を、場に組み込むだけでいい。

　拓人は、元々から存在する『館』という境界面を、そのまま結界に利用したのだ。

「素早い……」

「ああ、何というか」

　感動の眼で見上げてくる由々子に、照れ臭そうに拓人は頰を掻きながら言った。

「僕の場合はファルチェのサポートあってのことなので。僕自身はまだ半人前ですよ」

「恐悦至極です～」

　と半透明のファルチェ像が照れ照れと身をよじる。

「ともかく、中に進みましょう。何かあるかも――」

　と、言いかけて。

　拓人は眉を顰ひそめて身構えた。

「――!?」

　由々子も彼が見ている方を見て――

「――え？」

　驚きの声を漏らす。

　館の玄関から入った――正面のホール。

　奥へと広がり、二階へと続く階段の踊り場。

　そこには……一人の少女が忽こつ然ぜんと姿を顕あらわしていたからである。

　しかもその少女の姿に、由々子は見覚えがあった。

　蒼い髪。長身痩軀にまとうメイド服。

　クフィール・アブソリュート。

　だが……

「クフィールちゃん……？」

「――いや」

　否定は傍かたわらの拓人から来た。

「あれは……違う」

「…………」

　改めて見てみれば、確かに何か違う。

　まるで生気を感じさせないその姿は――幽霊か、幻影か、とにかく実体としての重みが感じられないのである。風が吹けばかき消えてしまいそうな雰囲気があった。

「――魔力も神格値も、異常に低い」

「ということは……」

「恐らく同じ設計を使っただけの、模倣機構エミユレータ」

　拓人は言った。

　つまり――クフィール・アブソリュートという存在の、基本設計を使いながらも、ほとんど魔力を込めていない為に、存在が希薄で、複雑な思考もできない――自我すらも存在しない、幻影のようなものだ。

　本来ならば自ら存在することもできず、すぐに拡散して消えてしまうような代物だが――

「多分、この屋敷の中に限って存在を続けている――というか屋敷の一部としてくくられている残留思念みたいなものかも」

　と拓人。

「いずれにせよ……」

　それそのものは大した脅威にはなるまい。

　だが……

「――何者か。あるいは何物か」

　踊り場にうっそりと立つクフィール――そのモドキが尋ねてきた。

「僕等は魔法使い」

　拓人は言った。

「偉大なる先人、ガストン教授の屋敷と知って、その足跡より何か得られるものはないかと訪れた。不ぶ躾しつけは百も承知、万能無限を切望する学究の徒故の行為と許容されれば幸い」

「…………」

　クフィールモドキが眠たげな眼を拓人達に向ける。

　とりあえず攻撃してくる様子はない。

「特に、アブソリュート系列の人造精霊、特に、クフィール・アブソリュートの製作に関する諸々についての情報を切望する」

「……問う」

　クフィールモドキは言った。

「汝なんじは何者なりや？　その名を以もつて自らの証あかしを立てよ」

「……羽瀬川さん……」

　由々子が不安げに拓人の横顔を見上げる。

　魔法使い達にとって『名を告げる』ことにはそれなりの意味がある。

　下手をすればそれは、名前から呪いを仕込まれてしまうことだってあり得るのだ。勿論、拓人も由々子も、本名には幾つもの呪詛トラップやら魔力迂回路を組み込んで、防御はしているが――

「……我が名は羽瀬川拓人。超常の業わざの使い手なり」

　拓人はそう宣言した。

　ここで躊躇ためらってはむしろ事態が前に進まないと判断したのだろう。

「…………」

　クフィールモドキはしばし無言。

　やがて――

「――確認した」

　蒼い瞳が拓人達を見据える。

「入るが良い、魔法使い達よ。クフィール・アブソリュートについての資料は奥の間にある」

　クフィールモドキはそう言って、踵きびすを返す。

　どうもついてこいということらしい。足音も立てずにクフィールモドキは、蒼い髪を揺らしながら二階へと上がっていく。

「…………」

　拓人達は顔を見合わせると、やや小走りに階段を駆け上がった。
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　久し振りに家族が全員揃そろうということで――父・将人は張り込んだのだろう。

　千里達が向かったのは、『本当に小芋の煮っ転がしなんて庶民的な料理が出てくるのか？』と疑問に思ってしまうくらいに立派な、日本料理の料亭であった。

　恐らく将人が会社の接待か何かで使った店なのだろう。一人頭一万円では済まないような気がするのだが――生あい憎にくと千里には、その豪勢さを愉たのしむだけの余裕は、なかった。

　女将おかみらしい年配の女性が出てきて挨拶していたのだが……その時、女将もまた、当然といった様子で万尋に挨拶をしていた。『久し振りですねえ。お嬢さんも大きくなられて』――と。

　それはつまり女将も万尋と会ったことがあるということで。

　万尋が行方不明になったことなど、まるで女将も知らない様子で。

　だから――

「どうしたんだ、千里？」

　そんな息子の内心を理解できていないのか、朗らかに笑いながら将人が声を掛けてくる。

「煮っ転がしでこそないが、この小芋、美味いぞ？　食べないのか？」

　と上品な京料理の煮物の鉢を示して言う将人。

「あ……ああ……いただく、よ」

　ぎくしゃくと千里は箸を使ってその煮物をつまみ――しかし、ぽろりぽろりと何度もこれを落としてしまう。まるで箸の使い方を知らない外国人のようだった。むしろチータやウーラの方が上う手まく?を使って、焼き魚を食べている。この辺りは先祖にサムライがいたが故のことなのだろう。

「お兄ちゃんって結構、濃い味好きだよね」

　と穏やかな口調で万尋が言ってくる。

　その表情には何の屈くつ託たくもない。何ど処こか儚げな影の薄さはあるが、その表情や口調は明るく非常に愛らしい――のだろう、普通の人間の価値観から見れば。

　だが今の千里にとってそれは恐ろしく不気味で意味不明な何かにしか見えなかった。

　いや。万尋だけではない。

「お前様。あーん」

「あーん。ってよしなさい、チータ、子供達が見てるよ」

「父と母の仲良きことは美しきかな、何を臆することがあるものか♪」

「ふふ。父さんもチータ母さんも、本当に仲いいんだから」

「母様の手法には色々とそれがしも学ぶところが多い。なるほど、『あーん』か」

「ウーラ。口移しも効果的だ。ほれ、お前様♪」

「こ、こら、チータ、ああああ」

「なるほど。効果的なようだ。今度御兄様にやってみよう」

「駄目だよ。お兄ちゃんは私と結婚するんだから」

「日本の法律では兄妹は結婚できないのではないのか？」

「はっはっは。本当に万尋はお兄ちゃん子だなあ」

　………………

　何か――目の前にあるはずの、家族の団だん欒らんが、ひどく遠い。

　まるで舞台の上の御芝居を見ているかのようで、自分が同じ場所にいることにひどく違和感を感じてしまう。彼等の会話には千里の名前も頻繁に出てくるが、それが自分の名前だとは思えず……何か意味不明の単語のようにすら聞こえていた。

　いや。そもそも自分は何者だ。

　本当に周防千里か。

　周防千里だと思い込まされているだけのまったくの他人、まったく別物ではないのか。

　だからこんなにも、当たり前のように繰り広げられる周防家の団欒に、自分は馴染めなくて――

「…………」

　立ち上がる千里。

「どうした？」

　将人が尋ねてくる。

「――ちょっと、トイレ」

「ああ、それなら縁側の廊下をずーっといって、奥だ」

　邪気のない口調でそう教えてくれる父。

「わかった」

　千里は頷いて障子を開いて縁側の廊下に出る。

　料亭は大層立派な日本庭園に面していた。この手の高級料亭は、料理だけでなく、器やら部屋の佇たたずまいやら、果ては部屋から見える風景も値段の一部である。灯籠の中に入れられた灯火が素朴な佇まいの庭園風景を幻想的に浮かび上がらせていた。

　だが勿論……今の千里にそれを鑑賞するような気持ちの余裕はない。

　とすとすと乾いた音を立てながら千里は廊下を歩いて――

「…………」

　だん！　と音を立てて、彼は自分の額ひたいを柱の一本に打ち付けた。

「くっそ…………！」

　どうすればいいのか。

　狂っているのは――世界か。それとも自分か。

　そもそも自分は周防千里か。それともその偽物か。

　偽物は自分か。それとも万尋か。あるいは父やチータもか。

　わからない。全然訳がわからない。

　信じていたものが全て蜃しん気き楼ろうのように崩れて消える。

　自分は――

「――千里様！」

　慌てたような声が千里の横顔に触れる。

　視線だけ動かして見ると、廊下を小走りにクフィールが近付いてくるところだった。どうやら千里が悲壮な気持ちで席を立った為に、気にして後を追ってきたらしい。

　父も。チータも。ウーラも。『家族』の誰も気付かなかった千里の、必死に取とり繕つくろった平静の仮面の下を――気も狂わんばかりの懊おう悩のうを、彼女だけは気付いていたのだ。

「千里様、血が――」

　おろおろしながら言うクフィール。

　改めて柱から額を離してみると、そこには確かに血の痕が滲んでいた。どうやらあまりに強く打ち付けたせいで、少し切ってしまったらしい。

「えっとえっと――」

　慌てているせいかクフィールは肩に乗っかっていたテジャス人形をむんずと摑むと、それで千里の額の血を拭ふいた。

「ああん」

　何な故ぜか妙に嬉しそうな声を漏らすテジャス人形。

「千里様。あの……」

　千里の肩を押してその場に座らせるクフィール。千里は逆らわず、むしろ尻餅をつくかのように力なく縁側の廊下に座り込んでいた。

「どうなさったんですか……？」

「――前に言ったよな」

　千里はぼそりと言った。

「俺には妹がいたって」

「あ――」

　眼を瞬かせるクフィール。

　どうやら忘れていたらしい。

　テジャスのこともあるので、千里は改めて説明することにした。

　あるいは単に自分の中の記憶を改めて確認したかっただけかもしれないが。

「俺は六年前、まだ十歳前の小さなガキの頃に、妹と共に行方不明になってた。らしい。らしいってのは――俺自身に行方不明以前の記憶がないからだ」

　千里はぽつりと付け加える。

「俺は――俺自身が本当に周防千里なのかどうかすら、自信がないんだ」

「……千里様…………」

「お前、前に言ったよな。自分自身が何かわからない。何かの兵器として作られたかもしれないけど、それすらわからない、だから不安だって」

「……はい」

　ほんの少し眼を伏せて頷くクフィール。

「多分、俺も似たようなものなんだろう。訳がわかんねえ。自分自身すら信じられねえ」

　千里は頭を抱える。

「狂ってるのは俺なのか。それとも――世界なのか。俺が狂ってる方が、多分、皆、幸せなんだ。誰も不幸にならない。俺だって、妹を何処かに見捨ててきたひどい兄貴じゃなくなる。だから、だから、俺が、俺は、狂ってる方が――」

　千里の声が涙に潤む。

　どうしていいのかわからない。

　自分が何者か……証が何もない。

　それがこんなにも――心細いことだったなどと。

　今までは努めて考えないようにしてきた。それでどうにか騙だまし騙し生きてくることができた。だがこんな不条理を目の前に突き付けられては、改めて考えざるを得ないではないか。

　狂っているのは――

「千里様！」

　叫ぶような声と同時に、千里は締め付けられるような息苦しさを覚える。

　それは――

「クフィ……」

「狂ってません」

　ぎゅっと千里を抱き締めながらクフィールは言った。

「千里様は狂ってません！　狂ってません！　だって……だって……」

　そこでクフィールは言葉に詰まった。

　彼女としても千里が『狂っていない』と保証できるものは何も持ち合わせていないのだ。

　だが――

「だって……その……わ、私、私は、私、信じてます！」

「……クフィ？」

「千里様は狂ってません！　私、絶対信じてます！」

　勿論、クフィールが信じようが信じまいが、現実は変わらない。

　それどころか……

「俺……でも……」

　千里は弱々しく呟く。

「でも俺は――この手に摑んでいるものさえ、勘違いで、幻かもしれなくて……」

　だから結局、正気も狂気も、現実も幻想も、虚構も実際も、まるで区別がつかなくて。

　信じていると言ってくれるクフィールですらも――あるいは。

「千里様――」

　クフィールは豊かな胸に千里の顔を押し込むようにしながら、言った。

「私は、幻じゃないです」

「私も幻じゃないですよ」

　とクフィールの肩から千里の頭を撫なでながらテジャス人形が言う。

　それは本当に何の保証にもならない、ただの言葉でしかなかったのだけれど。

「……クフィ……テジャス…………」

　千里は喘あえぐようにか細い声で、自分のアジャスタント達の名を、呼んだ。
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　欠伸あくびをかみ殺して――逆さか崎ざき聡さとるは手にした本をぱたんと閉じた。

　ずり落ちかけていた眼鏡の位置を直して、辺りを見回す。

　見慣れた部屋の内観である。非常に手の込んだ造りの――つまりはやたらに金の掛かった造りの部屋だ。一見すればただの和室なのだが、知識を持って見ればそれがどれだけ豪勢な佇まいであるのかがよくわかる。

　例えば襖ふすまの引き手――手を掛ける埋め込み式の丸い器具だ――も特注の九く谷たに焼やきだ。欄らん間まも機械彫りではなく手彫りで、床柱は天然絞りである。作られた人造絞りと比べると、それだけで数百万の差額が生じることになる。

　そもそも畳も江戸間ではなく一回り大きな京間だ。

　ぱっと見ただけでは、十畳の和室、ただそれだけのように見えるが、掛けられた金は恐らくこの部屋の内装だけで五千万円を超える――新築の建売住宅が余裕で建つ値段だ。

　それとわかれば、ただ座っているだけで圧迫感を覚える者もいるだろう。

　ちなみに聡は現在、和服姿である。

　傍目には、まるで何処かの呉服屋の若旦那、といった風情で、まだ十代のくせにその着こなしが実に様になっている。昨日今日に着始めたものではないのだろう。それは、何年も着続けてきた者の、風格に通じる馴染み方だった。

　そんな聡の姿は、非常にこの部屋にも違和感なく嗔まり込んでいる。

　だが――

「――やっぱり駄目だな」

　聡は立ち上がると、部屋の片隅に置いてあった旅行鞄かばんを開いて、中から黒い鋼はがねの塊を取り出した。

　大型の自動拳銃である。

　モーゼル・ミリタリーＭ７１２〈シュネル・フォイヤー〉自動拳銃。

　二十世紀初頭に作られたドイツの軍用銃だ。勿論、聡の手にしているのはモデルガンでもエアガンでもなく、実銃である。弾倉には一発の実弾も入ってはいないのだが、それでも日本国内では本来、民間人には所持を許されない代物だ。

「フランカ」

　呟くように言うと――聡の手に握られていた自動拳銃が、いきなり、変形した。

　折り紙を開いていくかのように、ぱたぱたと平面が起き上がり、相互に繋がって、曲面を成し、更には細分化されて微妙な形を作り上げていく。

　やがてそれは数秒で一人の、この和室にいるだけでも違和感を醸し出しそうな、金髪碧眼のドレスの少女となった。

　フランカ・モーゼルＭ７１２〈シュネル・フォイヤー〉ＭＧカスタム。

　魔法使いによって改造された拳銃であり、この少女はその精霊形態だ。

「聡様？」

　フランカが首を傾げて聡の顔を覗き込む。

「帰るよ」

「か……帰るって……もう、ですか？」

「うざい」

　と――普段の彼からすれば、あり得ない程に乱暴な口調でそう吐き捨てる。

「息が詰まるよ」

「御実家……なんですよね？」

「不本意ながらもね」

　と聡は肩を竦すくめる。

「まあ見ての通りのわかり易い話だよ。逆崎の家は跡継ぎとしての男子が必要なだけで、逆崎聡個人の人格はどーでもいい、というだけのことさ。この二十一世紀にお家主義ってのも時代錯誤な話だけれど、当人達は大真面目でね。困ったことに」

「…………」

　フランカがなんともいえないような表情を浮かべる。

　否定しても肯定しても聡を傷つけると思ったのだろう。

「ま――僕よりも出来が良くて、僕より逆崎の名を継ぎたがっている奴は何人かいるからね。『ただ長男に生まれただけのボンクラ』は早々に退散したほうが皆も喜ぶ」

「聡様――」

「別に拗すねている訳でも、恨んでいる訳でもないよ。単に此処には僕は合わないというだけのことさ。実家だから安らぐとは限らない。それだけだよ」

　言って聡は鞄の中からジーンズとシャツを取り出した。

「フランカ。予定より早いけどアバロンに戻る」

「――御ぎよ意い」

　とフランカは頷いた。





●　●　●






　思うに――本物の脅威というものは威圧感たっぷりにそこにあるものではない。

　刃物も。銃器も。爆弾も。あるいは火災や暴風や洪水や津波や地震も。

　そこにあるとわかっていれば何らかの対処法が存在する。たとえ完全に回避する方法はなくとも脅威から身を守る為の行動を採ることができる。避けたり。逃げたり。備えたり。そうやって少しでも自分の身に降り掛かる威力を減らしたり逸らしたりできる。

　だが……

　その存在に気付いていないものに対しては身の守りようがない。

　例えば細菌兵器。例えば無味無臭の毒ガス。例えば長距離狙撃。

　そして例えば――本人の自覚症状もないままに侵食を完了する精神汚染。

　つまり……

「――疲れた」

　ベッドに身を投げ出しながら千里は言った。

　部屋には今――彼一人である。

　いや。正確にはトランク状態のミーティアもいる訳だが。

　クフィールはというと、千里の隣の部屋にいる。さすがにいくら恋人宣言済みとはいえ、未成年の男女を同じ部屋で眠らせる程、将人は進歩的ではないし――チータも、わざわざ娘の競争相手に有利になるような真似はしない。

　そういう訳で、クフィールは、ウーラと同じ部屋で眠ることになった。

　ちなみにウーラにあてがわれた部屋は、広めだった万尋の部屋を、家具で仕切って二つに分けているだけの状態である。将来的に子供が増えることも考えて、将人が仕切ることで部屋数を増やせるような造りの子供部屋を作ったのだ。この手の造りは、昨今の住宅では珍しくない。

　まあそれはさておき……

「ミーティア」

「はい」

　とかちゃかちゃとトランクの一部が組み変わって、掌に載りそうな感じの人型がそこに出来上がる。人形形態のミーティア（部分）である。こういう無意味に器用なところはまあ、やっぱりテジャスの娘だなあ、と思える。

「本邦初公開……ミーティア、ＦＩ●ＭＡバージョンでございます」

「ＦＩ●ＭＡなのか？」

「よく動くのでございます」

「それは知ってるが」

「是非驚異の可動をご堪能ください……それはもうあんなことやこんなことも……四つん這いから恥ずかし固めまで……殿方の征服心を満たし、させられる側には途方もなく屈辱的なポーズをも自由自在に堪能できるのでございます……！」

　などと言いつつくねくね動き回るミーティア（身長十五センチ）。

「やめんか！　――って。まあいい」

　千里は溜め息をついて言った。

　とりあえず料亭でクフィール達によって慰めてもらったお陰か、多少、千里は落ち着くことができた。とりあえずおかしいのが自分なのか周囲なのかはさておき……状況をはっきりさせる為に調べられることは全て調べてしまおうと考えたのだ。

　インターネットで調べる手もある。

　その気になって調べれば千里達の行方不明事件についても何処かに記録が残っているかもしれない。実名報道はないにしても、周辺情報から絞っていけば少なくとも事件の片鱗くらいは出てきてもおかしくない。

　それでもまったく出てこなければ、それは千里の記憶がおかしいということに他ならない。

　逆にそれで妹が行方不明になった痕跡が見つかれば、それは、万尋が――あるいは万尋を名乗る何者かが、何かを仕組んだということになる。勿論、インターネットの情報は玉ぎよく石せき混こん淆こうで噓うそ八百も多い訳だが――わざわざ何年も前の、特に全国紙にも載らなかったような行方不明事件など、意味もなくでっち上げる奴はいないだろう。

「パソコンをアバロンに置いてきちまったからな。お前――パソコンの代わりとかできなかったっけか？」

　元々自動人形筐体は、一般社会でいうところのロボットのようなものである。その頭脳部分はコンピュータと同等かそれ以上だ。コンピュータの動作を模倣エミユレートすることはそう難しくない――と確かアジャスタント登録変更だの何だのの際にトリンシアとかいう自動人形筐体が言っていた。

「できます」

　とあっさり頷くミーティア。

「インターネットに繋いで、閲えつ覧らん、とか情報検索、みたいなこともできるか？」

「お任せ下さい……お望みとあれば全自動で世界中のサイトからソフトからハードまで、ありとあらゆるＳＭ画像を取り寄せてみせます……！」

「いきなり手が後ろに回りそうなことをするんじゃない！」

「大丈夫でございます……ロリ系と違ってＳＭは単純所持では捕まりませんので……」

「ロリ系でもまだつかまんねえよ！」

　とりあえず二〇一〇年末における日本の常識でそう喚いておきながら千里は言った。

「そうじゃなくてな。グーグルでもヤフーでも何でもいいから、とりあえず検索してくれ。俺の妹の――万尋が行方不明になった事件が、ネット上に遺っているかどうか」

「妹さんの……万尋さんの、行方不明事件、ですか？」

「ああ」

「でも御主人様……」

　ミーティア人形は首を傾げて言った。

「万尋さんは元から行方不明になられたりなど、しておられませんが？」

「…………なんだと？」

　思わず立ち上がって千里はミーティア人形を見据えた。

「どういう意味だ？」

「え？　ですから」

　ミーティアは言った。

「万尋さんでございますよね？」

　どうもミーティアは頭から万尋が行方不明になった事件など、存在しないと強固に思い込んでいるようだ。本来――万尋の過去など、この自動人形に発生した付つく喪も神がみが知っているはずがないというのに。

「…………おまえ……」

　千里は気付いた。

　ミーティアまでも……だ。

　やられた――どうやってかはわからないが。恐らくウーラも同様だろう。少し眼を離した隙にどうにかして、記憶を改かい竄ざんされたのだ。

　まずい。一体どうやったのか、千里にはまるでわからないが、これではクフィールやテジャスまで、頭の中身を書き換えられかねない。

　千里は、相変わらず状況がわからない様子で首を傾げているミーティアをその場に残し、扉を開いてウーラの部屋に向かおうと――

「――！」

　一瞬だが心臓が破裂しそうな程に大きく脈打った。

　開いたその扉の向こうに……静かな笑みを浮かべて万尋が立っていた。

「お兄ちゃん――千里お兄ちゃん」

　甘えるような声で万尋が言う。

　何処か淫いん靡びさすら感じるその声に――しかし千里は怯おびえたかのように、一歩、後ずさりする。いや。ように――ではない。千里は怯えていた。恐怖していた。この、万尋に――成長した万尋の姿をした何物かに。

　一体こいつは何だ？

「千里お兄ちゃん」

　ひっそりと微笑ほほえみながら万尋は千里の部屋の中に一歩踏み込んでくる。

「どうしたの？」

　まるで邪気のない笑顔だ。

　殊更に明るくはない。殊更に暗くもない。

　ただただ透明な――色のない笑み。

　だからこそ正体不明。だからこそ意味不明。

「――お前は、誰だ」

　千里は喘ぐような声で問うた。

　一体――目の前にいるこの少女は何なのか。

　万尋なのか。あの白い虚無に千里が置き去りにした妹なのか。

　それとも――

「誰って。万尋だよ？」

　少女の笑みは揺らがない。

　兄からのひどく不自然な問いを前にしても――まるで予あらかじめそれが投げ掛けられるのを知っていたかのように。

「ひどいな。お兄ちゃん。千里お兄ちゃん。万尋のこと、忘れちゃったの？」

「――忘れられたら」

　千里は更に二歩、三歩、後退しながら言った。

「多分、楽だったんだろうにな」

「覚えていてくれた？」

「当たり前だろ」

　千里は歯を剝むいて獰どう猛もうな笑みを作ってみせる。

　精一杯の虚きよ勢せい。

　だが――

「忘れられるもんか。お前は――帰って来なかった」

「そう？」

「俺は、お前を、あの、白い虚無に、置き去りに、したんだ」

　嚙んで含めるように千里は言う。

　同時に自分の胸の奥底で刃のような罪悪感が心に食い込んでくる。

　しかし――

「そうなの？」

「そうだ」

「どうして？」

「………………」

　千里は言葉に詰まる。

　わからない。それが思い出せない。思い出せたらこんな苦労をしていない。

　どうしてだろう。本当にどうしてなのか。

　写真の中の自分は、本当に万尋と仲が良さそうで。

　なのに――

「――ミーティア」

　千里は呟くように言った。

「こいつを、俺の目の前の、この万尋の形をしたものを、攻撃しろ」

「御主人様？」

　さすがにミーティアも驚いたらしく、ミーティア人形が声を上げる。

　どうやら記憶を改竄されただけで、千里に対するアジャスタントとしての忠誠心までは書き換えられていないようだが――

「攻撃だ！」

「で、ですが御主人様？」

「ミーティア！」

　千里は叫んだ。

　パーマンズ・ヴォウなどこの際、知ったことか。

　ミーティアも。ウーラも。記憶を改竄された。恐らくは将人も。チータもだ。

　それだけで千里にとってこの少女は『敵』と認定するに充分な行為だ。

　この上――クフィールやテジャスまで失えば、千里は、本当に自分自身というものの拠り処を失う。

「何でもいい、攻撃しろ！」

　千里は叫んで――そして。

「ミーティア!?」

　ことんと音を立てて、ミーティア人形がトランクの上で倒れ伏していた。

　まるで糸の切れた操り人形のように、ぴくりとも動かない。

「どうした、ミーティア――」

　否――『糸の切れた』という表現は厳密には正しくなかろう。

　むしろミーティアは、極めて細い糸によってその関節部を全て縫い止められて動けなくなっていたからである。いつの間にか忍び寄った細い細い――千里の眼には見えない程の細い糸が、ミーティアに襲いかかり、これを完全に捕縛していたのである。よく見れば、ミーティアは動こうとしているようだが、トランク部分を含め、要所要所を縛られていては、さすがのアジャスタントも身動きが取れない。むしろ本体をトランク状態にしてしまったことで、関節を内側に折り畳んでいるような状態で――力を出すことができないのだ。

　だがそのような細かな分析をしている余裕は、千里にはなかった。

　何故なら――

「お兄ちゃん」

　白く細い指がそっと千里の頰に触れる。

　千里は飛び退くように、更に後退し、しかし――

「――く」

　そこはもう壁だった。

　これ以上はもう下がりようがない。いや。壁に設けられた窓から飛び出るという方法がない訳ではないが――此処は二階だ。迂闊に窓をぶち抜いて飛び降りればどうなるかわかったものではない。

　追い詰められた千里に更に万尋が近付いて。

「私……ね」

　するりと衣きぬ擦ずれの音と共に彼女の服が足下に落ちた。

　一瞬でどうやって――そんな疑問を脳のう裏りに浮かべる余裕もやはり千里にはない。黒いブレザーも、スカートも、白いシャツも、いや、下着すら、まるですり抜けるかのようにして、一斉に彼女の足下にわだかまり――彼の目の前には少女の白い裸身が惜しげもなくさらけ出されていた。

　細く、場所によってはわずかに骨の線も浮いた、まだ未発達の身体。

　十三か四の、胸はわずかに膨ふくらみ始めたばかりで、およそ汚れというものを知らないその姿は――しかし何故かわずかにも羞しゆう恥ちの赤みを帯びることなく、まるで人形のように、ただただ白い。

「初めてはお兄ちゃんって決めてたんだよ？」

「…………」

　千里は必死に思考を巡らせる。

　大声を出すか？　だが――この状況で両親が駆け付けた場合、どうなる？　ごく普通に千里が叱られる程度ならばマシだ。だが万が一、完全に両親の洗脳が終わっていたならば、どうなる？

　クフィールは駆け付けてくれるか？　テジャスは？　それとも彼女等もミーティアやウーラのように洗脳・記憶改竄済みなのか？

　いっそ自前の力で戦う？

　殴りかかる？　この少女に？

　だが――

「だからね。お兄ちゃん」

　万尋は静かに静かに――まるで月の光のように熱のない笑みを浮かべて言った。

「私と一つになろ？」

　戦慄わななく千里。

　もうこれしかない――殴りかかるつもりで身構えようとした千里は、しかし次の瞬間、自分の身体がまるで動かないことに気付いた。まるで見えない何かに押さえつけられたかのように、縛り付けられたかのように、四肢が動かない。

「千里お兄ちゃん……」

　万尋は囁くように言って千里のシャツの襟を開く。

　剝き出しになる彼の胸に――そっと頰ずりをして、万尋は言った。

「ずっとずっとね……待っていたんだよ……この日を」

「万尋…………」

　千里は自分の口が自然に少女の名を呼ぶのを、まるで他ひ人と事ごとのように聴いていた。

　まずい。まずい。

　自分も何らかの精神攻撃を受けているのだ。危機感が薄れる。警戒心が崩れる。ゆっくりと自分自身の意識が違う色に書き換えられていく――恐怖。

「お兄ちゃん……私と一つになろ？」

　上目遣いに千里を見上げる白い貌かおの真ん中で、ちろりと赤い舌が動く。

　万尋は、ほんの少し背伸びをしてその唇で、舌で、千里の首筋をなめ上げながら――

「私の初めての人はお兄ちゃん。そう決めていたの……」

　万尋は笑みを深める。

「あの――白い虚無に置き去りにされたあの日から」

　唯一に自由になる首を動かし、迫り来る万尋の唇から逃れようとした千里は、しかし、その時に――見た。彼のすぐ脇にある窓、そこにまるで光にたかる羽虫のように、びっしりと、人の姿が貼り付いていることに。

「――！」

　ふわふわの髪の可愛らしい少女。

　無垢な外見に必殺の威力を秘めた暗殺用の傀儡くぐつ。

（亜あ藍らん須す美み子こ……!!）

　それも――大勢。

　不自然な体勢で、しかも横目で見ただけなのでわからないが、一人や二人ではない。十人はいるだろう。元々傀儡人形であった以上、物量作戦に出ても確かにおかしくはない。

（身体が動かないのは、こいつの……こいつらの！）

　恐らくは亜藍須美子の、あるいは彼女がしばしば使役する鋼の蜘く蛛もの使う、ヒヒイロカネ製の糸。これが千里を――そしてミーティアを縛り上げて身動きが取れないようにしているのである。

「くっそ…………」

「お兄ちゃん」

　舌と唇の感触が千里の首筋を這い上がってくる。

　そして――

「千里様ッ!!」

　開きっぱなしだった扉から、クフィールが飛び込んできたのは次の瞬間だった。

　しかもどういう訳か、服を――テジャスを脱いだ、下着姿である。しかしそのことにいちいち目くじらを立てるような者など今この場にはいない。

　何しろ――

「千里様!?」

　思わず両手で顔を覆うクフィール。

　まあ彼女からしてみれば、全裸の万尋が胸をはだけた千里に抱きついている場面に踏み込んでしまった訳で――

「あ、あの、お、お取り込み中で……!?」

　とこの期に及んでおろおろと困惑するクフィール。












「クフィ……助け……」

　言いかけて。

　千里は舌までもが何かに縛られたかのように動かなくなったのを知った。

　恐らくはヒヒイロカネの糸に捕らえられたのだ。

　これでは――

（呪文が……）

　クフィールとの接続同調レベルを上げる為の呪文が唱えられない。

　しかし――

（いや……待て）

　呪文詠唱とは何の為に行う。

　その『音』に意味があるのか？

　それとも……

（――我は契約者の権限に因りて我が僕しもべとの絆きずなを手繰る！）

　千里は胸の内で呪文を詠唱した。

　舌を縛られている以上、千里の口から漏れるのは『あうあう』という意味不明の声でしかない。だが――思い返せば、先日の臨海学校でクフィールにしがみつかれて溺おぼれた際、あの時も実際には『がぼがぼ』と泡を吐いていただけで、きちんとした呪文の音は成立していなかった。

　つまり……呪文を音としてそこに出すのが必要なのではない。

　あくまで『呪文を唱えた』という認識が千里の側にあれば良いのだ。

（同調深度――三！）

　びくりと雷に打たれたかの如くクフィールが身を震わせた。

「がぅっ!!」

　ざわりとクフィールの髪が逆立つ。

　ぱん！　と音を立てて彼女の上に被せられていた幻影が消滅しその長い髪が、独特の鮮やかな蒼に戻っていく。

　同時に関節が変形し、骨格が組み替えられ、筋肉の配置が移動。

　変形の最中、彼女の周りで何度も火花が弾けているのは、あれは――亜藍須美子の放ったヒヒイロカネの糸が、クフィールの展開している結界に弾かれているせいか。変身の際には一見、無防備にも見えるクフィールだが、あくまでもそれは見た目のことだけであるらしい。

　そして――




　がああぅ！




　蒼と白の鬣たてがみを備えた獣がそこに出現していた。

　クフィール――魔獣形態。

　同時に千里は、自分の頭部に耳が、そして臀でん部ぶに――ズボンの内側で尻尾が出現しているのを感じていた。正確には普段は見えないように、存在を感じないように魔法で誤魔化しているだけのものだが。

　共鳴現象。

　クフィールとの接続同調深度を上げると、出てくる『契約の証』。

　それはつまり――

「がうっ！」

　クフィールから放たれる稲いな妻ずま。

　青白いそれは、咄とつ嗟さに横へと跳んで逃げた万尋をかすめ、千里を――否、千里を拘束していたヒヒイロカネの糸だけを、正確に直撃した。

　千々に砕けて消滅するヒヒイロカネの糸。

　クフィールの放つ稲妻や球電は、電気に見えて電気ではない。魔力の直接投射であり、どんな物理現象に転化するかは、予め組み込まれた術式に依る。クフィールがその気ならば衝撃波や熱に変換することも可能だった。

「――っ！」

　千里は壁を蹴るようにしてクフィールのところに駆け寄る。

　接続同調深度三の状態では千里自身の肉体能力も限界まで引き上げることが可能だ。いや。その気になればクフィールの能力を借りるような形で簡単な魔法まで使える――とアバロンの教師達は言っていたが、まだそこまでやったことは千里もない。

「がうっ」

「――助かった」

　クフィールの傍らに立ちながら千里は万尋と――そして窓の外の亜藍須美子達を睨み据える。

（テジャスさんが）

　接続同調回路を伝ってクフィールの思考が流れ込んでくる。

（テジャスがどうした？）

（なんだか……いつの間にか、妹さんがいるのが当たり前みたいなことを――）

（テジャスもやられたのか!?）

　どうやらミーティアと同じ状態であるらしい。

　だが――一体、何時、どうやって？

（お前は大丈夫なんだろうな、クフィ）

（……だと、思いますけど……）

　確かに『お前は正気か？』と問われても答えにくい質問ではあるだろう。

　とはいえ、今はクフィールを信じるしかない。

　クフィールは千里を信じると言ってくれた。それがその場の慰めでしかないとしても、それで千里の気持ちが救われたのは事実だ。

　ならば千里も――だ。

（わかった。ならとりあえずは――）

　懸案事項は目の前の『周防万尋』だ。

　万尋は窓際に立って微笑を浮かべている。

　全裸のままだがまったく自分の胸も股間も隠そうとはしていない。羞恥心がないというより何か――千里達とはひどく異質な思考であるのかもしれない。

　この万尋は、あの白い虚無での出来事を知っている。

　つまり――少なくとも千里と同じあの行方不明事件を経験しているのだ。

　その上でなお、平然と現在の周防家に潜り込んでいる以上、やはり、千里の周りの――そして他の者達も含めて、記憶改竄は、ほぼ間違いなくこいつの仕業なのだ。

　現状、万尋は何か攻撃的なことをしてはいない。

　だがどうもこのタイミングで出現した亜藍須美子の事を思えば、アバロンで何度も千里に攻撃を仕掛けていたのは、間違いなく万尋の差し金だ。

「お前――誰だよ!?」

　千里は身構えながら問う。

　同調深度三の現状なら、千里はクフィールの肉体に備わる攻撃能力を自らのものとして扱うことができるし、千里自身もクフィールから流入する魔力や知識を使って簡単な魔法攻撃を仕掛けることができる。

「万尋だよ」

　平然と万尋は笑う。

「お兄ちゃんが、あの、白い世界に置き去りにした、お兄ちゃんの、妹、だよ」

「…………」

　嚙んで含めるように。

　擦り込んで嬲なぶるように。

　殊更に言葉を区切って万尋は言う。

　彼女が須美子の背後にいたのなら――須美子の行動にも筋が通る。万尋は千里を恨んでいるのだ。あの何にもない虚無の中に自分を置き去りにした千里に復讐しようとしているのだ。それもじわじわと千里を苦しめて。さもなくばこんな茶番劇めいた真似をしてきたりはすまい。

　だが――

「ひどいよお兄ちゃん」

　彼女は少し首を傾げて言った。

「なにが――」

「その子は良くて私はだめなの？」

「なんだと？」

　万尋は何を言っている？

　その子――とは恐らくクフィールのことだろう。

　では……何が『良い』のか？




『お兄ちゃん……私と一つになろ？』




　千里の脳裏に先ほどの万尋の言葉が繰り返される。

　それはつまり、クフィールとの接続同調のことを指しているのか。

　ならば万尋の言う『一つになる』とは……

「やっぱり私とじゃ駄目なの？」

「万尋……？」

「せっかく、一つにしてあげようと、思ったのに」

　万尋は歌うように言った。

「悲しみのない幸せな世界に、連れて行ってあげようって思ったのに。その第一号にお兄ちゃんをしてあげようと、思ったのにな……」

「……なんだと？」

「…………」

　彼女の背後で――びしりと音を立てて、窓ガラスに蜘蛛の巣状の亀裂が走る。

　何人もの傀儡を背後に従えて。

　きらきらと煌きらめく無数の硝子に包まれて……しかしその白い柔肌に傷一つ負う様子もなく、全裸の少女は、声もなく、嫣えん然ぜんと笑った。
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　古典的に吊り天井とか落とし穴とか。

　あるいは魔法的に強制転移術式を仕込んだ床とか。

　あるいは屋敷自体がいきなり巨大ロボに変形するとか。

　とにかく何か特別な仕掛けでもあるのではないか――と警戒した由々子であったが、特に何かが起こる訳でもなく、クフィールモドキに案内されて歩くガストン教授の屋敷の中は、ごくごく真っ当な建物だった。

　だが改めて考えてみれば――同じ魔法使い達の眼すら欺いて隠れ住む魔法使いとしては、むしろその方が正解であるのかもしれない。下手に魔法仕掛けを満載するよりも、魔法探知を受けにくいからだ。

　どうやらクフィールモドキはこちらを信用してくれたようだった。

「…………」

　彼女は無言ですたすたと――そういえばまったく足音がしない――歩いていく。

（何だか……変）

　千里のアジャスタントを見慣れている由々子からすればそれは、かなり奇妙な光景だった。あの大柄だがいつもおどおどしていた人造精霊と、目の前のメイドは同じ姿形をしているのだが……こちらの方は何処か超然とした雰囲気がある。

　傲ごう慢まんだとか尊大だとかいう訳ではない。

　どちらかというと単純に――機械的なのだ。

　あるいはこの少女はクフィールの簡易版――つまり最低限の機能だけを搭載したもので、複雑な思考や感情を展開するだけの魔力回路構造が与えられていないのかもしれない。

　そして……

「――此処に」

　クフィールモドキは、やがて、一枚の扉の前で立ち止まった。

「ガストン教授の記録がある」

「……案内感謝」

　と拓人が微笑を浮かべて言う。

「……羽瀬川さん、大丈夫でしょうか」

　由々子は拓人のジャケットの袖をちょいちょいと引いて言った。

「元々ガストン教授って〈学園〉への復讐の為に精霊兵器を研究していた人なんですよね……？　だったらこれは罠ってことも」

「確かにその可能性はあるんですが」

　拓人は首を傾げて言った。

「先にも言いましたけど、実際に〈学園〉に復讐を実行しようとしたのはその、アブソリュート系列の零番機、つまりガストン教授のコピーで。本来のガストン教授は此処に隠いん遁とんしたまま、亡くなってるんですよ」

「……はぁ」

「どうも晩年は〈学園〉への復讐も諦めて一人寂しく死んだ、みたいな記録が残ってますし……今更、攻撃はしてこないと思うんですが」

「外ではしてきたじゃないですか」

「あれはあくまで警備でしょう」

　と拓人。

　そんな二人のやり取りを見ていたクフィールモドキは――

「攻撃の意志はない。むしろ此処まで魔法使いが『スオウ』もしくは『クフィール・アブソリュート』絡みで何かを調べに来たならば、積極的に協力せよとの遺言である」

「――え？」

　由々子は眼を丸くして言った。

「今――スオウって。それ、周防君のこと？」

「知らない」

　クフィールモドキは言った。

「私はあくまで『スオウ』か『クフィール・アブソリュート』について調べに来た魔法使いに、資料を託せと命じられただけだ」

「…………」

　顔を見合わせる拓人達。

　何か関係があるのではないかと思って来てみた訳だが――どうも大当たりだったようだ。

「入るのか。入らないのか」

　無表情に問うてくるクフィールモドキ。

「――ごめん、入るよ、ありがとう」

　言って拓人は問題の部屋の扉を開き、中に入った。

　タナロット、由々子もこれに続く。

　中は――これもまたごく標準的な、洋間だった。

　恐らくは書斎として使われていたのだろう、本棚が壁際に幾つも設置されており、部屋の奥には黒檀の執務机が一台置かれている。

　そして――その上に。

「――あれは」

　拓人が執務机に歩み寄る。

　その上に置かれていたのは一冊の手記だった。

　ただし単なる手記ではないのだろう。その上には幾重にも鎖が厳重に掛けられ封印されており、しかもその上には古式ゆかしい南なん京きん錠じようががちりと鎖と鎖の端を繋いでいた。

　勿論、これは普通の鎖ではあるまい。

　単なる鋼鉄なら拓人達にしても切断するのは難しくないが――

「…………これは、魔力封印か……」

　拓人は南京錠に触れて呟く。

　魔力を込められた錠前となると厄やつ介かいだ。

　物質強化は勿論だが……手順も知らず資格もないままに、迂闊に解錠しようとすると呪いを掛けられたり、錠前自体が大爆発を起こしたりする場合もあるのだ。当然――強引に攻撃して錠前そのものを破壊しようとすれば、更に危険な反応が返ってくることもある。

「…………」

　拓人は、まるで時限爆弾を扱うかのような慎重な手つきで、その手記を裏返し、しばらく眺めていたが――

「鍵は――魔力？　なにこれ？」

　呆気にとられた様子で彼は言った。

「どうしたんです？」

「いや……」

　答える拓人の声には明らかに困惑の色があった。

「なんだか大層に封印されているから、何かなと思ったら。単に少量の――〈学園〉基準でいけば３単位量程の魔力を一定のパターンで送れば普通に解錠できます」

「それって魔法使いなら誰でもってことですか？」

　その程度のことならば今の由々子にだってできる。

「ええ。本当に最低限の魔力の使い方を知っていれば――」

　拓人は南京錠に指先で触れる。

　すると――ぱきんと乾いた音を立てて、南京錠は開いた。

　拓人が手記本体をつまみ上げると、鎖は何の抵抗もなくこれを解放、机の上にじゃらりと力なくわだかまる。本当に何か苦労するまでもなく外れてしまった。

「なんなんだ……？」

　つまりガストン教授は、この封印を『魔法使い以外の相手』に対して仕掛けていたことになる訳だが――こんな場所に、しかも『影人』の警備がある状態で、どうやって魔法使い以外が入り込むというのか。

「――これは」

　拓人は丁寧な手つきで手記のページをめくる。

　そこには――

『あるいは私は狂っているのかもしれない』

　そんな一文が最初にあった。

『だがもしそうでないとしたら――世界は現在、滅亡の縁ふちにある。私は私にできる全てを用いてこれを回避するつもりであるが、正直言って、私にも自分のしていることが本当に正しいのかどうかわからない。ただ、これは間違いなく魔法使いにとっては『死』そのものと言えるだろう。だから私は見過ごすことができない。残忍だ冷酷だと誹そしられようとも罠を張り策を弄してアレを陥れるつもりだ』

「…………」

　拓人は眉を顰める。

　横からそれを覗き込んでいたタナロットは無言、由々子も意味がわからず眼を白黒させるばかりである。

　あまりに意味不明で抽象的な書き出しだ。

　難解な言い回しを使いたがるのは魔法使いの常だが――

「一体何があったんだろう？」

　呟きながら次のページをめくろうとして。

「…………」

　拓人は顔を上げた。

　彼は手記を閉じて窓の方に視線を向ける。

「――開け」

　呟くような一言があるいは呪文詠唱だったのか。

　次の瞬間、窓に掛けられていた分厚い遮光カーテンは、自ら吹っ飛ぶようにして左右に寄せられ、その向こうにある光景を文字通りに開示した。

　二階から見下ろすガストン邸の庭。

　そこに――幾つもの異形が蠢うごめいていた。

　影人ではない。

　いつの間にか影人はいなくなっている。

　代わりに地面が見えぬ程にその場を埋め尽くしているのは――

「――しまった」

　拓人は唸るように言った。

　それは、亜藍須美子と鋼の蜘蛛だった。

　ざっと見ただけでも五十体はいる。しかもそれらの背後から更に何人もの亜藍須美子と何体もの鋼の蜘蛛が、敷地内に入り込んでくるのも見えた。

「御丁寧にも僕が道を開いちゃったのか」

　単に物量が足りなかったのか、相性が悪かったのか、とにかく亜藍須美子は影人の守るこの屋敷に手が出せなかったらしい。あるいは単にこの屋敷を見つけておらず――拓人達の後をつけてきたのか。

　まさか自分が狙われるとは思っていなかった拓人は、亜藍須美子達の追跡を許してしまったのだ。

「――〈学園〉系魔法使い、羽瀬川拓人」

　亜藍須美子達が一斉に顔を上げてそう唱和した。

「ありがとうね。こいつの居場所を突き止めるのには苦労したけど。なあんだ。もう死んでたのね」

「こいつってのはガストン教授のことか……」

　呟く拓人。

　その声が向こうに届いた訳でもあるまいが、亜藍須美子達は艶然と笑って更に唱和した。

「哀しいよね。人間は死んじゃうよね。うふふ」

「…………」

　由々子も半人前とはいえ魔法使いだ。

　大まかな事情は飲み込めた。あの影人を含めて――亜藍須美子がこの場所を探知できないように、探知できても入り込めないように、ガストン教授は予め幾つかの魔法的な仕掛けを施しておいたのだろう。

　そしてその一方で、一定条件を満たす魔法使いがこの屋敷を調べにやってきた時は、簡単に入り込めるように仕掛けておいたのだ。

　ある意味で拓人と由々子は、彼等を此処に導き入れる役割を果たしてしまった。

「ついでに君達も死んじゃおうか？」

　些細な提案をするかのように言ってくる亜藍須美子達。

　彼女等は大蜘蛛を引き連れてガストン邸に殺到する。この屋敷を守る影人達は既に先に大半を拓人達が駆逐してしまった。となれば……彼女等がガストン邸に入り込んでくるのは時間の問題だろう。

「――これはさすがにまずいかな」

　窓から離れながら拓人は溜め息をついて言った。
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　アバロン学園都市は一般社会とは異なる『別の空間』にある。

　当たり前だが普通の方法で――つまりは車だろうと飛行機だろうと船舶だろうと徒歩だろうと――アバロン学園に行くことはできない。魔法使い達が言うところの『シフト・ポータル』という空間転移の為の仕掛けを介さない限り、そこに辿り着くことはできないのである。

　では……もし帰省中の生徒達が、何らかの理由から予定より早くアバロン学園都市に戻りたいと考えた場合にはどうすれば良いのか。

　勿論シフト・ポータルを操れるような普通科生徒はいないし――空間操作ができる能力を持ったアジャスタントは少ない。

　そういう訳で用意されているのが『アバロン学園都市行／一般社会行』の『召喚デマンドバス』である。

　これは今回、普通科生徒達の帰省に用いられたバスと同じものだ。

　アバロン学園都市に帰りたい場合には、指定された『バス停』に行って召喚呪文を唱えれば良い。早ければ数秒、遅くても半時間程で召喚バスはやってくる。バスというよりもタクシーを呼ぶような感覚だ。

　唱える呪文はごくごく簡単。

　勿論、魔力のない普通科生徒でもアジャスタントが側にいる限りは問題ない。

　だが――

「――ありゃ」

『バス停』には先客がいた。

「あらら」

　少々意外だったのだが、それは相手も同じことであったらしい。苦笑を浮かべながら聡はその先客――つまり聡の同級生達を眺めた。

　ちなみにこの『バス停』は――実は日本では東京駅にある。

　日本の首都である東京は、つまり、日本全国何処からでも最も辿り着きやすい場所であることと――そして東京駅自体が相当に大きい為、駅員でもない限り、細かな扉の一枚一枚を気に留めて記憶していられないからだ。

　そしてその中の一枚には簡易の魔法が仕込んであり、その扉は、左手首にある刻印を魔法的に印刷されている者でなければ、認識できないようにもなっている。

　東京駅地下、八や重え洲す口ぐち近くのある扉。

　これを開いて入ると、そこには何故か広いコンクリート壁のみの空間に、ぽつんとバス停の看板が一本立っている。

『東京駅→アバロン学園都市正面玄関』

　と書かれた看板が。

　聡達が今いるのは、そんな奇妙な部屋の真ん中である。

「どうしたんだい、皆」

「そりゃこっちの台詞せりふや」

　と苦笑するのは斯し波ば桜さくら子こである。

　関西弁を喋る長身の少女で、美人ではあるのだが、少々見た目がキツい。それこそ変な趣味のある男ならハイヒールを捧げ持って『踏んで下さい』とか懇こん願がんしちゃいそうな雰囲気なのである。特に今は穴あきクラツシユジーンズとジャングルブーツを履いて、上はタンクトップに袖をまくったジャケット、というラフな組み合わせのせいか、余計に気が強そうに見える。本人に言わせると『今時、うちくらい、ヤマトでナデシコな女もおらへんで？』だそうだが。

「聡かってまだ帰省したばっかやろ？」

　ちなみに彼女のアジャスタント――通称〈見えない執事ステルス・バトラー〉カーティスは、その名の通りに不可視状態である為、聡の眼では近くにいるのかいないのかもわからない。普段は目視用にでっかい姿見を桜子が引きずって歩いているのだが、さすがに今はそんな目立つ真似はしていないようだった。

「少々実家の居心地が悪くてね」

　と聡は肩を竦めた。

「君達は？」

「似たようなもんやね」

　と桜子も苦笑する。

「佐さ久く間ま先生に聞いたんだけど――」

　そう口を挟んできたのはもう一人の同級生だった。

「元々『此処ではない何処か』に行きたがっている人間を集めたみたいだしねー」

　のんびりした口調によく似合う――見るからに育ちの良さそうな雰囲気の少年だ。

　遠とお野の薫かおる。

　恐らくテディベアをそのまま人間にしたらこんな感じになるのでは？　といった感じの容貌である。ふわふわの巻き毛といい、大きな瞳といい、フリル付きのドレスか何かで女装させた方がよく似合いそうだが――とりあえず今着ているのは、常識的に、半ズボンにベストにＴシャツだった。それにしたところで、ある種の趣味の人には垂すい涎ぜんものの格好なのだろうけれども。

「案外、早々にアバロンに戻ろうとしている人って多いんじゃないかなあ」

「なるほど」

　苦笑と苦笑で顔を見合わせる桜子と聡。

　元より実家に居場所のないような人間の方が――日常に拒否感や倦けん怠たい感かんを抱いている人間の方が、魔法都市に適合しやすいのではないか、という考え方がアバロン都市管理局にあるという話は、確かに聡や桜子も聞いていた。

　普通科の生徒にそういう者が多いのならば、確かに、帰省などごく一時的で、早々に切り上げて戻ってくる人間が多くても不思議はない。

　ただ……

「もうバスは喚よんだの？」

　と聡は尋ねる。

　先客として桜子や薫がいるということは、もう彼等が先にバス召喚の呪文を唱えている可能性が高い。ここで聡が更に唱えたりすると、無意味に複数のバスを呼びつけることにもなりかねなかった。せっかくのバスなのだから同乗して帰ればことは済む。

「いや。それがな」

　桜子が頰を掻きながら言った。

「聡。召喚呪文――覚えてるか？」

「へ？　なんだい、桜子も薫も揃って忘れ――…………」

　そこで聡は眼鏡の奥の眼をぱちくりと瞬かせた。

「…………あれ？」

「――な」

　やっぱり、といった様子で桜子が頷く。

「なんかあるで、これ」

「みたいだねえ」

　今一つ危機感のない様子で頷く薫。

「どういうことだい？」

「私も薫も思い出されへんねん。ついでに言うとカーティスやフルクラムもや」

「うっ…………」

　言われて表情を強張らせるのは薫の背後に立っていた眼鏡の少女だった。

　彼のアジャスタント――フルクラム・ニルコーネンだ。

　いつもは何やら黒色の軍服めいた衣装を着ている彼女だが、今は淡い緑ライムグリーンのワンピースを着ていた。服を首と腰で支えて肩を出すタイプで、いつもの彼女の格好とは天地程の差があるが……それが余計に可愛らしく見える。

「面目次第もございません」

「いいよ別に。気にしない気にしない」

　と手を伸ばしてフルクラムの頭を撫でる薫。

「薫――」

「というか……これ、多分、偶然やないわな」

「そういうことか」

　聡は頷いて傍らのフランカを振り返る。

　だが彼女も自分自身が覚えていないことに驚いた様子でふるふると首を振ってみせた。

「僕等はともかく、アジャスタントまで、となると……それも三人揃ってか。これじゃ偶然じゃないね」

「何らかの事故やろか？」

「それは『偶然』の別名だよ」

　と聡は苦笑する。












「まあ本当に事故の可能性もないではないけれどね。その場合は全員に影響を及ぼすような事故ということになる。今回の帰省で全員揃って同じ原因から影響を受けるとすれば……」

「帰省の日時もばらばらだったよね」

　と薫。

　アバロン学園都市の普通科生徒達はそれぞれ日本各地に実家がある上、それぞれに家庭の事情が異なる為、帰省の為に寮を出た日もばらばらなのである。

「シフト・ポータルを出た後の行動には共通項なんてないだろうし。大体、一般社会の出来事でアジャスタントの記憶にまで影響を及ぼすようなものはないよね」

「多分……」

　と薫の言葉にフルクラムが頷く。

「となると――むしろそのシフト・ポータルか？」

「全員が確実に影響を受けた魔法の術式といえばそれだけってことになるかな」

　少なくともアバロン学園都市から一般社会に戻るには必ずあの〈アンビリカル・ブリッジ〉とシフト・ポータルを経なければならない。まったくアジャスタントが――それも探知能力に優れたフルクラムすらもが気付かないままに、魔法の影響を受けているとは考えにくいから、恐らく、シフト・ポータルを使った転移の際に、一緒に何かの術式が作動して、聡達の意識に何らかの影響が出た――と考えるのが一番妥当だ。

「接続同調回線に何か影響でも出たのかなあ」

　アジャスタントと契約者は、普段はあまり意識しないレベルに――プライベートを侵害されない程度に通信量を制限しているが、常に意識の奥底で繋がっているのだ。つまり常時接続のパソコンとパソコンのようなもので……どちらかに魔法の術式の影響が出れば、もう一方にも同じ影響が出る可能性はあった。

　だが……

「今までそんなことなかったやろ」

　と腕を組んで桜子が言う。

「何度もシフト・ポータルはくぐってきたけど」

「それはアバロン内部でのことだよね」

　と薫は指摘する。

「一般社会へ移動するシフト・ポータルは今回が初めてだよ、皆。単純な距離の移動ではなくて、別種の空間への転移は、また術式が違うだろうし」

「けど――それが術式のバグやったとしたら、とっくに魔法使いが気付いてるんとちゃうか？　くぐる度に記憶の一部が欠けてまうような術式、よく考えたら危のうてとても使うてられへんで？」

「まあそれはそうかも」

　と薫は首を傾げる。

「――あるいは」

　眉を顰めて呟くように聡は言った。

「事故ではなく人為的な――攻撃」

「攻撃？」

「妨害工作といってもいいかも」

　驚く桜子に聡は言った。

「僕等を学園に帰したくない何者かがいるとしたら？」

「つまり今回に限って、うちらの帰省に合わせるようにして、何者かが、シフト・ポータルに何か仕込んだっちゅーこと？」

「精神系の、しかも洗脳クラスの攻撃でもない限り、アジャスタントでは防ぎようがないしねー」

　まるで他人事のようにのんびりした口調で言う薫。

　肉体に対する攻撃に関しては、契約者の健康状態を常時監視しているアジャスタントが即座に察知して防衛行動を採るが――精神に対する、それもごくごく一部の『忘却』となると、これは防ぐのが難しい。

　そもそも人間は常に一定の記憶を忘れ続けている。それは人間の脳が記憶過剰で破綻しない為の当然の機能だが――それに便乗する形での精神操作となると、アジャスタントには感知しにくい。それを『害』だと――つまりは攻撃による被害だと認識しにくいからである。

　そして契約者との接続同調回線を逆流させてアジャスタントの意識から、選択的に小さな記憶を一つだけ消すということも可能になる――と。

「アジャスタント制度を逆手にとった感じかなぁ。もし人為的なものだとしたら、シフト・ポータルの術式に混ぜてきたことといい、相当高度な魔法干渉だと思うけどねー」

「そやろな。一体誰が？」

「いずれにせよ……」

　聡は腕を組んで溜め息をついた。

「僕等はアバロンから閉め出された形になるって訳だね」

「そうなるわな」

　肩を竦める桜子。

「どうしたものだかね……あるいは」

　聡は首を傾げた。

「これも何かの試験なのかもね」
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「がぅっ!!」

　クフィールが吼える。

　同時に彼女の周囲で発生した球電が窓を――その硝子一枚を隔てた向こうにいた大量の須美子達を直撃する。爆音と共に粉微塵に窓硝子は吹っ飛ばされ、須美子達もまた空中で小さな爆発を起こしながら小さな人形に変化する。

　その人形もまた球電に直撃されて空中で飛散。

　それらの破片が舞う中へ――魔獣形態のクフィールは、千里を乗せて突っ込んだ。

　千里の部屋は二階だ。

　だが彼女と接続同調を果たしている千里は、空中にあってもまったく不安を覚えなかった。百メートルを五秒で疾走し、十数メートルを一蹴りで跳躍するクフィールと感覚を共有している千里にとって、たかが数メートルの高さなど普通の階段を二段分ばかり飛び降りる程度のものにしか見えなかった。

　むしろ問題は――

「くっ!?」

　着地すべき地面がなかったことだ。

　路面は全て――あの須美子の使い魔とも言うべき鋼の蜘蛛で覆われていた。

　その数は恐らく百匹を超える。周防家の前の道路は、ひしめく異形によって埋め尽くされていた。夜といってもここまで大量の怪物が徘徊していれば、誰か気付きそうなものだが、悲鳴ひとつ聞こえない。あるいは結界のようなものが張られているのかもしれなかった。

　ざわり、と一斉に鋼の蜘蛛が顔を上げる。

　本物の、生き物の蜘蛛ならば尻から糸を吐くが、この鉄蜘蛛達にそんな常識など通じるはずもない。鉄蜘蛛達はその顎を開いて、そこからヒヒイロカネ製の糸を大量に吐き出した。

「クフィール!!」

　叫ぶ千里。

　触れれば肉を裂き骨を断つヒヒイロカネの斬ざん鉄てつ糸し。まともに喰らえば――それもこれだけの数ともなればクフィールでも危ない。

「がぅっ！」

　クフィールは叫びながら空中で回転。

　その全身が輝いて――膨れ上がったのは次の瞬間だった。

　まるで濡れそぼった犬が全身から水滴をはじき飛ばすように、クフィールの全身に生じた小さな球電が四方八方に放たれる。球電散弾。それらは空中で更に幾つもの光芒に分裂して、襲い来る斬鉄糸を迎え撃った。

　だが――

「――!?」

　クフィールの背にしがみついたまま、千里は呻うめきを漏らした。

　球電散弾の動きが突如として変わったからだ。

　斬鉄糸に触れたそれらは、爆裂することなく、その上を滑り落ちていく。

（――避雷針!?）

　クフィールの球電は元々単なる電気ではなく、魔力含みのものだが――確かヒヒイロカネや妖精銀ミスリルは、元々魔力伝導の性質を持つ。つまり魔力攻撃に対する避雷針として使うことも可能なのだ。

　今まではクフィールの球電の威力が桁外れであった為に、伝導しきれず斬鉄糸が破裂していたのだろう。だが……今回は糸の数がやたらに多いことに加え、球電散弾という形で一発一発を分裂させた為、許容量内に収まってしまったのだ。

（まずい！）

　改めて迫り来る斬鉄糸の群れ。

　クフィールは――

「がぅっ！」

「クフィ!?」

　身体を捻ひねって千里を己の身体から振り落とすと、空中で彼の襟えり首くびをくわえた。

（なにを――）

（手脚を縮めて下さい！）

　接続同調回路内での一瞬のやり取り。

　千里は言われるがままに手脚を縮め――そんな彼を、冬場の猫のように、全身を丸めた獣形態のクフィールが抱え込んだ。

　そして……

「があああああああああああああああおおおおおおおおおおおおおおおうっ！」

　抱え込まれた千里自身の眼では当然、何がどうなっているのかはわからなかったが――彼のクフィールに繋がった感覚は、当然、彼女の行動を正確に把握していた。




　――ぉぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおんんッ！




　可聴域の端を擦るような異様な音が、千里の鼓膜を引っ掻いた。

「ぐっ……!?」

　超震動。

　全身の逆立った彼女の体毛が、とんでもない周波数で震動しているのだ。千里の耳に届いたのはその無数の振動音――ただしくは可聴域にまで減衰したものだ。

　超震動する細い細い毛。

　元より極細のそれは――一秒間に数千、数万の回数で押し引きする、カミソリの刃に等しい。特に先端部の切断力はそれこそヒヒイロカネの斬鉄糸に優るとも劣らないものになるだろう。今のクフィールは文字通りに全身が武器であった。

　無数の煌めきが夜気に舞う。

　まるで光る砂を降らせるかの如く、触れる斬鉄糸を片端から切り飛ばし、あるいは粉砕しながら、クフィールは鉄蜘蛛の一匹の上に着地。当然、その鉄蜘蛛は超震動するクフィールの体毛に大きく背中を抉えぐられて分解――クフィールは更にそれが砕け散る前に鞠まりのように跳ねた。

「がっ…………がうっ……！」

　無論、仲間が一体程度破壊されたくらいで鉄蜘蛛達の攻撃が止むはずはない。

　鉄蜘蛛の糸攻撃は更に何十もの方向から間断なく押し寄せるが、それらはやはり、超震動によって彼女の体毛の内側、その肉体には届かずに虚むなしくはじかれていく。

　勿論、クフィールに抱え込まれている千里には傷一つついていない。

　だが――

（馬鹿、よせ!?）

　千里は接続同調中の加速された意識で叫んでいた。

　体毛の超震動は、クフィールの奥の手の一つであるらしい――それは接続同調中の千里にもわかった。

　これが奥の手である理由は、彼女自身の肉体に掛かる負担が尋常でないからである。実のところ、この能力は単に『できる』だけであって、彼女の肉体がその能力に合わせて設計されている訳ではないのだ。奥の手というより裏技に近い。

　当然――

「ううううううううううううううううううううう――ッ！」

　二度目の跳躍で、今度こそ鉄蜘蛛の海の途切れた部分へとクフィールは着地する。

　だがその音に――千里はぞっとした。

　まるで濡れ雑巾を地面に叩き付けたかのような、びしゃりという音。

　それは……

（クフィ！）

　それはクフィールが全身から撒まき散ちらす――血だ。

　無理の代償が全身の毛細血管の破裂、という形で顕れたのだ。

（馬鹿、今すぐやめろ！）

　人造精霊といっても基本的にクフィールの肉体が生物を模している以上、その体内を流れる血液も人間のそれと機能は同じだろう。あまりに大量に失えば――死もあり得る。

（ええい、くそ！）

　やりたくはない。

　だが千里は強制的にクフィールの意識に介入、その支配権を奪った。

　途端、今までは紙一重で止められていたクフィールの苦痛が千里の中にも流れ込んでくる。まるで全身の皮を剝がされるかのような、鋭い痛み。

（ぐあっ…………!!）

　こんな無茶が長く続くはずもない。

　千里は途切れそうになる意識を叱しつ咤たして、超震動を解除――改めてクフィールの背に自ら位置を移すと、彼女を走らせた。

　あの大量の斬鉄糸から千里を守る為に、クフィールは超震動による全周防御を選択したのだろうが……このままでは千里は無事でもクフィールが駄目になる。そしてそうなれば結局は千里自身も万尋や須美子に捕まって終わりだ。

「逃がさないよ？」

　何人もの亜藍須美子達と――そして窓際に立つ万尋がそう告げてくる。

「とりあえずその子は要らないかな。切り裂いて」

　斬鉄糸が空を切って押し寄せる。

　だが――

（ええいくそ、やったことねえけど！）

　激痛に揺れる意識で千里は考える。

　深度三接続同調時ならではの超高速思考である。この状態の千里はクフィールの肉体機能をほぼ全て支配できる。同時に彼女からの魔力も千里に流入してくる。千里にも生えた耳と尻尾がその証拠だ。

　だから――

（理屈ではできるはずだよな！）

　千里は疾走するクフィールの上で上半身をねじると、左脇の下をくぐらせるように、後ろに向かって右の掌を突き出した。

「――ッ！」

　声にもならない呼気と共に千里の掌から光が生まれる。

　球電。本来それはクフィールの武器だ。

　だが……接続同調深度三のクフィールは言うなれば千里の一部でもある。魔力をクフィールから借りることができても、改めて独自の魔法を編纂して行使するには千里は知識も経験もまったく足りない。だがクフィール自身の身体機能として備わる魔法ならば、その身体を支配して操るのと基本的に差はない。

「だあっ!!」

　千里はその掌に生まれた握り拳程の球電を、地面に叩き付けた。

　爆音と共に粉々に粉砕されたアスファルトが噴きあがる。

　衝撃と熱風と破片。

　それが迫り来る斬鉄糸の軌道を乱した。

「ぐっ……！」

　かわしきれなかった斬鉄糸の一本が、千里の頰と脇腹をかすめて抜ける。

　クフィールの身体のそれとは別の痛みが意識に食い込んできた。

　だがここで気を失う訳にはいかない。既にクフィール自身がほとんど失神に近い状態に陥っているのだ。未いまだに走ってはいるが、彼女の思考がほとんど伝わってこない。ここで千里までが気絶してしまえば、逃げることもできなくなる。

「ぬうううううあああッ!!」

　千里は吼える。

　吼えて――自分の途切れそうになる意識をつかみ直すと、改めて両の掌に球電を生み出し、これを手榴弾のように後方へと投とう擲てきする。二発の球電は、千里達を追跡しようと動き出した鉄蜘蛛の先頭勢を直撃――これを吹っ飛ばし、他の鉄蜘蛛達もこれに巻き込まれる形で動きを止めた。

　逃げるなら今だ。

　クフィールは血の汗を振りまきながら更に走る。

　そして……

「…………」

　千里はどさりと音を立ててクフィールの背中に倒れ込んだ。

　爆煙の向こうで――急速に遠ざかる周防家。

　父やチータや、ウーラ、テジャス、ミーティアがあそこには残っている。

　だが……今、戻る訳にはいかない。

　間違いなく万尋と須美子はクフィールを殺しに来る。

　だが――

（……だが何故だ？）

　痛みに乱れる意識の底でふと千里は疑問に思った。

　千里のアジャスタントという条件は、テジャスやミーティアも同じではないか？

　なのに何故クフィールだけが影響を免れた？

　あくまでタイミングの問題で、洗脳というか記憶改竄というか、とにかくそれをやり損ねたから殺そうというのか？　それとも――他の二人とクフィールに何か違いがあるのか？

（くっそ……まだ、駄目だ……）

　とりあえず鉄蜘蛛達も、須美子達も追ってはきていないらしい。

　痛みと失血の喪失感で途切れそうになる意識を叱咤しつつ千里は走る。クフィールの身体を操って全力疾走。今はとにかく少しでもあの連中と距離を稼ぐべきだった。

　そして――　　　
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　ガストン教授の屋敷は、完全に包囲されていた。

　まるでそれは、蟻の群れにたかられる御お菓か子しの家だ。

　無数の鉄蜘蛛と、何十人という亜藍須美子達が文字通りに身体を張った包囲網を敷いている。いや、それどころか幾重にもヒヒイロカネの糸が張り巡らされ、蜘蛛の巣を織り成している。

「これは――」

　由々子は愕然とその赤い蜘蛛の巣を見て呟いた。

　僅かに震動しているそのヒヒイロカネの糸の蜘蛛の巣は、魔力を帯びている。それもきちんと術式に従って編まれたものではなく、完全に無秩序に、ただ出で鱈たら目めに循環しているだけだ。

　これは――

「混沌変成式妨害魔法ランダムモジユレーシヨン・アンチマジツク……」

「なるほど。魔法使い殺し、か」

　と傍らの拓人は言った。

　それは言うなれば魔法に対する妨害電波だ。何か術式を組み立てようとしても、その術式が形を成して意味を持つ寸前に、無秩序な魔力をぶつけて邪魔をしてくる。

「魔力侵奪能力の逆だね」

　例えば白い紙の上に描かれた『絵』が魔法術式だとすると。

　絵の線を根ね刮こそぎ消しゴムで消してしまうのが魔力侵奪。

　絵を黒く塗り潰してしまうのが混沌変成式妨害魔法。

　やり方としてはまったく逆なのだが――

「このままでは……」

　由々子が強こわ張ばった表情で呟く。

　このままでは由々子達は嬲り殺しだ。この魔法殺しの魔法、対魔法使い用の『結界』の内側では、如い何かなる魔法も使えない。となれば拓人はただの人間だ。

　しかも従者である魔神タナロットにしても、この『結界』の中では大きく力を削がれる。具体的にはこの蜘蛛の巣に触れるだけで彼女は力を吸い取られる。タナロットの馬鹿力は魔力が物理現象に変換されて生じているものだからだ。

　現に、タナロットは――

「みゃっ!?」

　窓を開いて、その外の鉄蜘蛛達をぶん殴ろうとしているようだが、影人達と戦った時のような、出鱈目な力は出ていないようだ。手前の蜘蛛の巣に触れた時点で、大幅に力を削がれてしまっているらしい。

　絶体絶命である。

「何処か逃げ道とかはない？」

　と――この期に及んでも落ち着いて拓人はクフィールモドキにそんなことを尋ねている。

　まだ若いのにこうした修羅場に慣れきっている感じだった。

「ない。既に屋敷は完全に包囲されている」

　とクフィールモドキの答えは素っ気ない。

　それどころか……

「……魔法使いハセガワタクト」

　クフィールモドキの姿が水に溶けるかのように――緩む。

　どうも混沌変成式妨害魔法の影響を受けているらしい。恐らくはクフィールモドキのこの姿はあくまで対人インターフェイスであって、その魔法術式としての本体は、この屋敷そのものに組み込まれているのだろう。屋敷が鉄蜘蛛達の糸に幾重にも縛られている現状では、むしろ今まで姿を保っていたことの方が驚きである。

「貴方あなたに――」

　クフィールモドキがその輪郭を緩めながら拓人の方に手を出してくる。

　拓人は――

「ファルチェ」

　呟くように命じて手にした魔法機杖をその手に向けて突き出す。

　きゅきゅきゅ――と高音が響く。

　そして次の瞬間、クフィールモドキは完全に虚空に溶けて消え去っていた。

　恐らく拓人はクフィールモドキから何かを受け取ったのだろう。それも魔法の術式に近い何かを。魔法機杖であるファルチェはその為の『器うつわ』として使ったのだ。

「さて――」

　拓人は改めて窓の外を眺める。

　彼はまるで現状がわかっていないかのように、慌てず、騒がず、静かな表情で妨害魔法を循環させるヒヒイロカネの『網』を見つめていたが――

「ちょっと気が引けるけど、背に腹は変えられないし……」

「羽瀬川……さん？」

「ちょっと待っててね」

　拓人は言うと、ポケットから何かを取り出した。

　何か？　勿もつ体たいぶる程のものではない。

　それは――最近ではまったく珍しくなくなった、スマート・フォンである。パソコンに準じる処理能力やアプリケーション追加能力を持った、携帯電話。大抵は大画面と、接触感知機タツチセンサーを搭載しマルチタッチに対応した代物だ。

　勿論、拓人の持っているそれは魔法の品でも何でもない。

　故にこの結界の中でも使用はまったく問題ない。

　だが――

「…………」

　由々子はただ呆然としていた。

「――あ。僕だよ。うん。ごめん、ちょっと頼みたいことが。うん。そう」

　この状況下で、拓人があろうことか、のんびり電話を始めたからである。

　相手はわからない。わからないが――

「本当、ごめんね。ちょっと……僕だけならともかく、連れの人がいるし。うん。うん。わかった。ありがとうね」

　そう言って拓人は電話を切った。

「あ……あの……羽瀬川さん？」

「ちょっとだけ頑張って耐えてくれますか、大場さん」

　と言いながら、拓人は手にした魔法機杖を構える。

「ちょっとだけって……え？」

　みしりと音を立てる屋敷。

　いや――みしみしと屋敷全体が軋み続けている。

　相手の考えていることは単純だった。魔法を妨害する蜘蛛の巣を引き絞って、由々子達諸もろ共ともに屋敷を押し潰すつもりなのだ。外の鉄蜘蛛達や須美子達もまた、魔法の術式で稼働している訳だから、この結界の内側に入ってくると、力を削がれる――最悪、身動きがとれなくなるのは同じなのである。

「…………」

　きゅん！　きゅん！　と何か高音で魔法機杖から超高速圧縮詠唱呪文の音が響く。

　その度に拓人達の周りには防御魔法の空間が設定され――しかし、すぐに混沌に侵食された術式が崩壊、防御は消滅してしまう。発動して消滅。発動して消滅。延々とその繰り返しだった。

　本来ならば一瞬でも魔法は起動しないのだが、魔法機杖ファルチェの性能が高いせいか、元々拓人の用意した術式がよく整理された効率の良いものなのか――とにかく、妨害されきるまでに一瞬のタイムラグが生じているらしい。

　たとえ一秒で消えてしまうにしても、連続して何度も何度も起動していれば、五秒、十秒と魔法を維持しているのと同じことになる。

　とはいえ――

「む、無理です、私には!?」

　と由々子は悲鳴じみた声で言った。

　頑張れと言われても、魔法機杖もなければ、圧縮詠唱法も覚えていない由々子では拓人のような真似はできない。

「じゃあタナロット、大場さんを守ってあげて」

「みゃ」

　タナロットが由々子を押し倒すようにして抱き竦める。

　だが――

「――!!」

　次の瞬間、とうとう屋敷の崩壊が始まった。

　壁に亀裂が走り、天井が崩落し、ありとあらゆるものが、へし折れ、ひん曲がって、内向きに雪崩れ込んでくる。拓人の魔法の連続起動がこれらの瓦が礫れきが押し寄せるのを、水際で食い止めているが――

「……ひい…………」

　由々子は悲鳴も出ない。

　直径三メートル余りの球体状に確保された空間、即ち拓人の防御魔法の効果圏のすぐ外側は、まるで瓦礫をみっちりと敷き詰めたかのような状態になっている。もし魔法が効かなくなれば、拓人も由々子もタナロットもファルチェも、一瞬で瓦礫に押し潰されて圧死してしまうだろう。

　だが――

「もうそろそろだと思うんだけどな。シフト・ポータル使えばすぐだし」

　そう――呑のん気きに拓人が呟いた、瞬間。

　気を逸らしたのがいけなかったのか、防御魔法が――消えた。

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　轟音と共に一気に押し寄せる瓦礫。

　悲鳴を上げる由々子。

　だが――

「タナロット。お願い」

「みゃあッ!!」

　気合い一発、タナロットが崩れてくる瓦礫に拳をぶち込んだ。

　ぼこりと、瓦礫の壁が吹っ飛び、その外側へと向かって、タナロットは右手に由々子、左手に拓人の襟首を摑んで走り出す。

「みゃみゃみゃみゃ！」

　頭突きで瓦礫を押し退け――いや、粉砕し、吹き飛ばしながら、魔神タナロットは圧壊しつつあった屋敷の外へと飛び出していた。

　何故か、ヒヒイロカネの蜘蛛の巣は――ない。

「……!?」

　タナロットに引きずられて空中に舞いながら――由々子は見た。

　死し屍し累るい々るい、といった様子で地面に横たわる大量の鉄蜘蛛と、亜藍須美子達の人形を。

「な……なんで？」

　一体何があったのか。

「どっこいせ！　なのである！」

　などと言いながら、タナロットは空中で拓人と由々子を放り投げる。

「ひえええええ!?」

　改めて悲鳴を上げる由々子。

　だが先に危なげなく着地したタナロットは、腕を伸ばして――その小柄な身体で、由々子と拓人を受け止めていた。

「おっとっと、なのである」

　とぐらりとよろめいたのは、魔神らしくない。

　どうやら蜘蛛の巣が――鉄蜘蛛達の妨害魔法が消えても、全力が出ているという訳ではないようだった。

「な………なに!?　何が一体」

　思わず問うて……しかし由々子は気付いた。

　何やら身体が重い。

　脱力感というか貧血というか、何か『あって当然のものが欠乏している』ことからくる違和感がのしかかってくる。

　これは――なんだ？

「ま……魔力が…………」

　魔力の欠乏。

　まるで寒気に触れて体温を奪われていくように、全身から魔力が流れ出ていく。その感覚を貧血のように感じたのだ。

　恐らく鉄蜘蛛や須美子達も魔力を奪われて稼働できなくなったのだろう。

　そして――

「――拓人」

　女の子らしい涼やかな、しかし何処か伝法な響きを帯びた声が割り込んできた。

　可愛いけれどおっかない。そんな感じの声音であり口調だ。

「とりあえず一個貸し、な？」

「うん。助かったよ」

　と――やはり何事もなかったかのように落ち着いた声で拓人が言う先。

　そこには、一人の少女が立っていた。

　いや。違う。それでは誤解を生じる。

　正確には二人だ。そこには二人の人間がいる。ただし立っているのは一人で――もう一人は少女の腕に抱きかかえられているだけなのだが。

「…………」

　眼を丸くしてその二人を見つめる由々子。

「まったく久し振りに電話してきたと思ったら……」

　蒼い髪を揺らめかせている眼鏡の少女と。

　その少女の腕に抱きかかえられている赤ん坊と。

「――まさか」

　由々子にとってはどちらも初めて出会う相手だ。

　しかし――その蒼い髪の少女について、由々子はある噂うわさを聞いたことがあった。

〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉。

　魔法使いの天敵――魔力侵奪能力者。

　非常に稀まれな体質の少女が、被研究対象として、一時期魔法使い達の〈学園〉に出入りしていたことがある……と。その能力は普段、超能力者の作り出したリボンによって封じられているが、これを外せば黒髪が蒼く染まり、周囲に魔力の真空状態を作り出す――

　名を、確か……

「羽瀬川……鈴すず穂ほ……」

「いや」

　否定の声はその蒼い髪の少女からきた。

　ただしそれは先の声とは明らかに異なる。

　つまり――

「この状態の彼女は鈴すず果かと呼ぶべきだ」

「……え？」

「そして僕は羽瀬川明あき人と。羽瀬川姓ばかりで混乱するからね。明人と呼んでくれたまえ」

　眼を丸くする由々子に、理路整然とした口調で言ったのは。

「で、拓人兄さんはいいとして。君は誰かな？」

　蒼い髪の少女に抱きかかえられている――まだおしめもとれていないような感じの、小さな小さな赤ん坊だった。
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　とりあえず自分達だけの力ではどうにもならない。

　それだけは確かなことだった。

「…………く……そ……」

　だから向かうべきは『バス停』だ。

　そこに行けば――アバロン学園都市に戻れる。あそこなら、こういう非常識な事態に対抗できるだけの知識やら技術やらを持った非常識な連中には事欠くまい。

「……重いな……って当たり前か……」

　夜道を歩きながら千里はそうこぼした。

　彼の背中には、いつの間にか変身が解けた、少女の状態に戻ったクフィールが寄りかかっている。どうも意識がないらしく、彼女はまるで死体のように、だらりと四肢から力を抜いたままで――運ぶのが非常に難しい。仕方なく千里は、おんぶをするような体勢で、自分の背中にクフィールを寄りかからせ――それでも長身の彼女の脚は、地面を掻いていたが――歩いているのだった。

　元より意識を失って脱力した人間というものは、見た目よりも重い。重く感じる。

　しかもクフィールの場合、千里よりも身長がある上、筋肉の量が多いので、余計に重く感じるというか……実際に重いのである。

「……くっそ……何処だ……ここ……」

　がむしゃらに走って逃げた為、現在位置がよくわからなくなっている。

『バス停』は東京駅にあると聞いているが……どうやってそこまで辿り着けば良いのだろうか。いっそ金は気にせず、タクシーを捕まえて『東京駅まで』と告げた方が良いのかもしれないが、生憎とどうも住宅街の真ん中であるらしく、タクシーが通りかかる様子もなかった。

「…………クフィ…………」

　背中の少女に声を掛けるが、返事がない。

　常識的な判断基準がどれだけあてになるのかわからないが――背中越しに感じる彼女の体温は下がっていないし、呼吸もしているようだ。とりあえずは死んでいないのだろう。

　だが、だからといって安心できる状態でもない。

「くそ…………」

　クフィールとは別に、自身の身体も重い。

　どうも出血が――響いているらしい。既に流血は止まっているが、脇腹の傷は少し深かったようだ。できれば消毒もしておくべきだろう。

「……クフィ…………」

（死ぬな……！）

　そう念じながら千里は歩いていく。

　だが――

　ぐらりと世界が傾いた。

　いや。違う。千里が傾いているのだ。

　次の瞬間、鈍い痛みと共に千里の視界は横倒しになった。

「…………」

　動けない。

　ふと……視界の端に光が見えた。

　どうやら二十四時間営業のコンビニエンス・ストアらしい。あそこまで行ければ何とかなる――そう自分に言い聞かせて立ち上がろうとする千里だが、まるで身動きがとれない。

「…………」

　まずい。

　本当にまずい。

　このままでは――クフィール共々行き倒れだ。

　場合によっては万尋の追っ手に捕まる可能性もある。

「…………く」

　千里は必死に這って進んでいるつもりだったが、実際にはクフィール共々地面に横たわったまま、手足を痙けい攣れんさせているだけだった。

　意識が薄れていく。

　駄目だ。今此処で気を失ってしまっては。

　そう言い聞かせるも、まるで掌ですくい上げた水のように、ゆっくりと、意識がこぼれ落ちていってしまう。

　そんな中――

「――きゃっ!?」

　短い悲鳴が降ってきた。

　既に身動きがとれない千里は、それが誰の発したものか確認する術がない。ただ目の前に女の子のものらしい白いソックスとスニーカーが見えた。誰か通行人が倒れている千里達の姿を発見したのだろう。

「い……行き倒れ？」

「…………」

　問われても千里本人にはもう答える気力がない。

　無言の千里をどう思ったのか、しゃがみ込んで、少女は千里の顔を覗き込んできた。

「あの……もしもし？」

　心配そうにこちらを見つめてくる少女の顔。

　それに――千里は見覚えがあった。

「あれ？」

　少女の顔に怪訝の色が浮かぶ。

「貴方あなた……何処かで…………？」

　眼を瞬かせる少女。

（……まさか）

　途切れかけた意識の底で思う千里。

（こんな形で再会するとはな……つっても向こうは覚えてないか）

　星ほし塚づか暁あけ美み。

　それは――かつて千里の『願い事が叶う券』の効果により、アバロン学園都市を去った少女の名前であった。
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　あとがき




　という訳でどうも軽小説屋の榊さかきです。

『まかでみックス せぶんす　お兄ちゃんと呼ぶんじゃねえッ！』をお届けいたしまする。




　ちなみに副題が『せかんど』と同じよーでいて異なりますのでお間違えなきよう。つかＢＬＡＤＥさんの表紙絵が違うからまず間違わないでしょうけど。

　いい加減、私も歳としをとって記憶力が衰えてきたのか、最近「あれ？　この本、何巻まで買ったっけ？」とかわからなくなる時があります。昔は見覚えのある表紙かどうかで、一発で見分けがついたんですが。




　それはさておき。




　色々作者としても実験含みで始めた『まかでみックス』ですが、そろそろ佳境にございまする。

　結局、千せん里りの妹は何なのか。

　結局、千里自身は『本物』なのか。

　まあその辺も含めて怒ど濤とうのノリで集束させていく所存。







　それはさておき。

　先日、ある出版社の編集さんと話をしていて――まあありがたいことに『うちで何か新作を書きませんか？』とゆー風な話に、なったりした訳ですが。

『どういうのがいいですか？』と尋たずねたら『「まかでみ」みたいなのがイイですね』という返事。

　これは実はわりと珍しい発注なんですよね。

　先方としてはわりと軽いコメディがいい、ということで（『まかでみ』が本当に端から端まで軽いかどうかはさておき）おっしゃってくれたようなのですが、私の場合、むしろ、シリアスとコメディの中ちゆう庸ようのタイプを発注されることが多いもので、ちょっと驚いた次第。




　で――改めて『まかでみ』系の話を新規にやろうと考えてみるに、これが実は意外に難しいことに気付きました。

『まかでみ』は魔法の名の下に『面白ければ何でもアリ』『面白ければジャスティス』なノリでやってきた世界観なのですが、それ故ゆえに、実は同様の『何でもアリ』の世界観を設定した場合、どれもこれもが『まかでみ』になりかねないという問題が生じてきまして。

　作品ごとの特徴がつけにくいというか。ネタを考えても『それなら別に「まかでみ」でやればいいじゃん』という結論になってしまう。




　こうしてみると、『まかでみ』を始めた当初は、『思いっきりコメディかシリアスに寄せる』というコンセプトだけでシリーズを始めて、幸いにもこうして続けさせてもらってきた訳ですが……実はそれなりに上う手まくいったのは偶然というか、奇跡だったのかもなあ、などと自作の小説ながらしみじみと思ったりもしたのでした。




　いやまあ、単に『まかでみ』始めた当時の私が考えなしだった、というだけなのかもしれんのですが。




　ちなみに毎度毎度の私のスケジュール過密のせいで、このあとがき書いている時点で既に表紙とか出来上がっちゃったりしてる訳ですが。

　ちょい昔のＲＰＧ風女戦士の格好したクフィールが実に萌もえ。

　いいんだ。装甲が薄くったって、内臓があるお腹がヘソごと剝むき出だしだったって、大動脈が通っている太ふと股ももも剝き出しだったっていいんだ！　むしろそれがいいんだ！　それが浪ろ漫まんなんだ！　女戦士はこれなんだ！　フルアーマーなんかおっさんとガンダムだけでたくさんだよ！




　こういう、「真面目に考えるとちょっと首傾かしげざるをえないよなあ、これ」というような様式美溢あふれる話を、むしろ大まじめにやっちゃう話とかもいつかやりたいですな。




　ちなみに担当のＫ氏からは『ものすごく変なスピンアウト（番外編？）しませんか』みたいな話もいただいていたりするので、その内、なんか変なの書くかもしれません、『まかでみ』で。

　というか、場合によっては、『まかでみ』であるということすら隠してやるかも（一体何の意味があるのかというツッコミが聞こえてくるよーですが、それはまあ、さておき）。




　いずれにせよ……見切り発車で始めたこの実験作も七本目。

　ちょいと馬ば鹿かっぽい部分の含がん有ゆう量りようが減ってる感じですが、その分『萌え』と『燃え』を取り入れていきたいとか思っているので、この後もお付き合いいただければ幸いです。




　ではでは、また、次の巻、もしくは次の本で！




　二〇一〇／一〇／三一

　ＢＧＭ：なし
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